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日本の水浴場88選の一つ浦田海水浴場

(
鹿
児
島
県
西
之
表
市
)

天
文
十
二
年
(
一
五
四
三
年
)
八
月
二
十
五
日

の
鉄
砲
伝
来
を
記
念
し
た
「
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
」

が
八
月
下
旬
、
西
之
表
市
で
催
さ
れ
た
。
南
蛮
パ

レ
ー
ド
で
は
、
南
蛮
船
を
模
し
た
山
車
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
、
中
国
人
、
時
の
島
主
種
子
島
時
莞
公

ら
鉄
砲
伝
来
に
か
か
わ
り
の
深
い
人
物
に
扮
し
た

人
た
ち
が
、
市
の
中
心
部
を
練
り
歩
い
た
。

行
列
に
は
、
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
友
好
都
市
の
大
阪
府
堺
市
、
滋
賀
県
長

浜
市
の
鉄
砲
隊
も
参
加
。
途
中
、
轟
音
を
響
か
せ

な
が
ら
火
縄
銃
を
試
射
し
た
。
南
蛮
パ
レ
ー
ド
に

先
立
ち
、
御
輿
の
上
に
太
鼓
を
載
せ
た
勇
壮
な
伝

統
行
事
「
太
鼓
山
行
列
」
も
行
わ
れ
た
。

鉄
砲
ま
つ
り
は
今
年
が
四
十
回
目
。
そ
れ
を
機

に
、
第
一
回
「
外
国
人
に
よ
る
国
際
結
婚
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
(
種
子
島
国
際
友
好
協
会
主
催
)

が
聞
か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

鉄
砲
伝
来
の
際
、
島
の
刀
鍛
冶
の
娘
「
若
狭
姫
」

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
見
初
め

5
れ
、
こ
れ
が
わ
が

国
の

。
国
際
結
婚
第
一
号
。
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に

ち
な
ん
だ
試
み
で
、
日
本
人
と
結
婚
し
日
本
で
暮

ら
す
十
一
人
が
参
加
。
国
際
結
婚
に
ま
つ
わ
る
話

は
時
に
笑
い
を
誘
い
、
心
温
ま
る
内
容
だ
っ
た
。

-
文
H
原
田

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

46 

川を渡る太鼓山行列



同|頭|ヨシ|セ1-1

歴史に残る街ナゴヤ

河村たかし• 名古屋市長

「
p
名
古
屋
開
府
四
百
年
:
・
き
い
て
み
よ
う
名
古
屋
の
自
慢
・:

さ
が
し
だ
そ
う
よ
埋
蔵
金
・
:
キ
ラ
キ
ラ
な
夢
、
つ
な
ご

う

p
」
(
名
古
屋
開
府
四
百
年
祭
P
R
ソ
ン
グ
よ
り

一
部
抜
粋
)

*

*

*

 

名
古
屋
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
?
味

噌
煮
込
み
、
ひ
つ
ま
ぶ
し
、
手
羽
先
な
ど
の
名
古
屋
メ
シ
で
し
ょ

う
か
。
尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
名
古
屋
城
、
徳
川
美
術
館
や
草
薙

の
剣
を
有
す
る
熱
田
神
宮
な
ど
の
歴
史
的
な
資
源
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
、
戦
後
復
興
の
都
市
計
画
に
お
い
て
特
徴
的
な
幅
員
百

メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
し
ょ
う
か
。

名
古
屋
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
が
市
長
に
就
任

し
て
か
ら
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
は
、
「
新
た
な
魅
力
づ
く
り
」

と
「
隠
れ
た
魅
力
探
し
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
の
魅
力
づ
く
り
、
そ
れ
は
、
庶
民
革
命
に

よ
る
「
自
立
す
る
市
民
の
街
」
を
精
神
的
基
柱
と
し
て
確
立
し
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

庶
民
革
命
は
、
と
も
に
日
本
初
と
な
る
市
民
税

一
O
%
減
税
、

そ
し
て
、
地
域
委
員
会
の
創
設
と
い
う
二
つ
の
政
策
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。

民
間
は
、
い
わ
ば
「
毎
日
が
減
税
」
と
も
き
守
え
る
厳
し
い
競
争

の
中
で
生
き
抜
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、
行
政
も
「
よ
り

良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
安
く
提
供
す
る
」
と
い
う
、
民
間
に

お
け
る
価
格
競
争
と
も
い
え
る
減
税
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
初
の
市
民
税

一
O
%
減
税
を
実
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
地
域
経
済
が
活

性
化
し
、
人
も
企
業
も
名
古
屋
に
集
ま
り
、
「
日
本

一
早
く
経
済

復
興
す
る
街
ナ
ゴ
ヤ
」
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
の
こ
と
を
市
民
自
ら
が
決
定
す
る
「
地
域
委
員
会
」

を
創
設
す
る
こ
と
で
、
住
民
自
治
に
よ
る
都
市
内
分
権
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。
「
住
民
の
投
票
に
基
づ
き
選
任
す
る
こ
と
」
と
、
「
市

予
算
の

一
部
の
使
い
途
を
決
定
す
る
こ
と
」
を
組
み
合
わ
せ
た
仕

組
み
は
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
く
、
大
都
市
に
お
い
て
も
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。
地
域
の
こ
と
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
任
せ
し
、

地
域
分
権
を
進
め
る
こ
と
で
、
名
古
屋
の
構
造
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

二
O
一
O
年
は
、
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
が
は
じ
ま
っ
て
四
百

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
技
術
、
産
業
、
芸
能
、
祭
り
、
景
色
な
ど
、
名
古

屋
が
誇
る
べ
き
財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
名
古
屋
開
府
四
百
年
を

契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
総
が
か
り
で
名
古
屋
の
魅
力
探
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
「
名
古
屋
の
埋
蔵
金
」
発
掘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
「
夢
な
ご
や
4
0
0
」
は
、
地

域
に
眠
っ
て
い
る

「名
古
屋
の
魅
力
・
財
産
」
「
将
来
の
名
古
屋

の
夢
」
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ

で
発
掘
さ
れ
た
魅
力
は
、
名
古
屋
の

D
N
A
と
し
て
後
世
へ
受
け

継
が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
次
の
百
年
に
向
け
て
、
名
古
屋
の

魅
力
を
発
掘
し
、
育
て
、
み
ん
な
の
夢
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
、

ど
え
り
ゃ
あ
面
白
い
街
ナ
ゴ
ヤ
を
つ
く
り
ま
す
。

名
古
屋
の
ま
ち
の
魅
力
を
支
え
て
い
る
の
が
、
名
古
屋
の
デ
ザ

イ
ン
力
で
す
。
平
成
元
年
の
デ
ザ
イ
ン
都
市
宣
言
以
後
、
世
界
三

大
デ
ザ
イ
ン
博
の
開
催
を
は
じ
め
、
市
民
と
企
業
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
振
興
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、

二
O
O
八
年
十
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

が
評
価
さ
れ
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
(
ユ
ネ
ス
コ
)
の

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
デ
ザ
イ
ン

分
野
)
」
に
、
神
戸
市
と
と
も
に
加
盟
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
(
詳

細
は
「
特
集
」
ベ
l
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

日
本
初
の
庶
民
革
命
に
よ
り
実
現
す
る
「
歴
史
に
残
る
街
ナ
ゴ

ヤ」
。
伝
統
と
創
造
の
魅
力
を
併
せ
持
つ
、
庶
民
パ
ワ
ー
が
あ
ふ

れ
る
名
古
屋
に
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
来
て
ち
ょ
う
!
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『文化芸術創造都市』をめざして

盛岡町家での正月の神楽 ・盛岡市 (p10・11)

まちかど回遊美術館 ・東京都豊島区 (p14・15)

金沢 21世紀美術館 ・金沢市 (p18・19)

国際短編映画祭(上)
Kitaraファース卜コン
サート(左)
・札幌市 (p8・9)

「せんくらjコンサート ・仙台市 (p12・13)

進IdcNDesign Museum 

デザインミュージアム(国際デザインセンター)
・名古屋市 (p16・17)



浜崎伝統的建造物群保存地区の町並み

・山口県萩市 (p22・23)

第7回神戸国際フルートコン
クール(上)
神戸ビエンナーレ2007(左)
・神戸市 (p20・21)

今夏の「俳句甲子園」の模様(上)
響け言霊(右)

「学校出前演劇ワークショップjの実施(劇場のコンセプ
ト 『育つJより)・北九州市 (p26・27)

開国博Y150:フランスのナン卜市との創造都市交流で実現
した大迫力のENEOS ラ・マシン!・横浜市 (p30・32)

・松山市 (p24・25)

音楽広場(工イサー)の模様(上)
演劇フェスタ「キジムナーJ(左)
.沖縄県沖縄市 (p28・29)



「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」

|日l
.-~司 E

-u司

I・a‘司

を
め
ざ
し
て

4 2009・9月号

づ
く
り

誌記路湖

ー
芸
術
文
化
は
都
市
再
生
の
新
た
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
|

製
進
業
の
衰
退
に
苦
し
ん
だ

欧
州
で
取
り
組
み
が
先
行

「
創
造
都
市
」
と
は
、
芸
術
文
化
の
持
つ
「
創
造
性
」
を、

新
産
業
や
雇
用
の
創
出
に
役
立
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
環
境

問
題
の
解
決
に
生
か
し
、
都
市
を
多
面
的
に
再
生
さ
せ
る

試
み
で
あ
り
、

E
U
が

一
九
八
五
年
か
ら
開
始
し
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
た

「欧
州
文
化
都
市

(欧
州
文
化
首

都
)」

の
経
験
を
総
括
す
る
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
都
市

モ
デ
ル
で
あ
る
。

大
恐
慌
に
突
入
し
た
今
、
な
ぜ
、
「
創
造
都
市
」
や

「文

化
や
創
造
性
に
よ
る
都
市
再
生
」
に
大
き
な
関
心
が
も
た

れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
二
十
世

紀
型
経
済
か
ら
、
知
識
情
報
経
済
と
い
う
二
十

一
世
紀
型

の
経
済
社
会
へ
の
移
行
が
明
瞭
に
な
り
、
都
市
や
地
域
の

経
済
的
エ
ン
ジ
ン
が
大
規
模
工
場
か
ら
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
企
業
や
個
人
で
構
成
さ
れ
る
「
創
造
産
業
」
と
「
創
造

経
済
」
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、

芸
術
文
化
は

そ
の
た
め
の
新
た
な
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
よ
り

一
足
早
く
製
造

業
の
衰
退
と
空
洞
化
に
苦
し
ん
だ
欧
州
に
お
い
て
創
造
都

市
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
長
期
不
況
か
ら
本
格
的
に
脱
出

で
き
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
恐
慌
に
巻
き
込
ま

れ
た
日
本
に
お
い
て
も
、

「創
造
都
市
」
や

「文
化
と
創

造
性
に
よ
る
都
市
再
生
」
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

金
沢
で
は
二
O
O
一
年
よ
り
、
経
済
界
や
市
民
が

「金

沢
創
造
都
市
会
議
」
を
設
立
し
て
創
造
都
市
を
め
ざ
し
た

運
動
を
開
始
し
、
横
浜
で
も
二
O
O
四
年
四
月
に
市
長
が

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ

・
ヨ
コ
ハ
マ
」
プ
ラ
ン
を
提

案
し
て
、

芸
術
文
化
創
造
都
市
へ
の
取
り
組
み
を
本
格
化

さ
せ
た
。
引
き
続
き
、

二
O
O
六
年
三
月
に
は
札
幌
市
長

が
創
造
都
市
宣
言
を
行
う
な
ど
、
ム

l
ブ
メ
ン
ト
が
広

が
っ
て
い
る
。

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
創
造
都
市
研
究
科
教
授

佐
々
木
雅
幸

• 

欧
米
の
代
表
的
な
「
創
造
都
市
論
」

創
造
都
市
論
の
系
譜
を
遡
る
と
、
活
力
あ
る
中
小
企
業

が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
に
集
積
し
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
す
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ボ
ロ

l
ニ
ャ
な

ど

「第
三
の
イ
タ
リ
ア
」
の
諸
都
市
を

「創
造
都
市
」
と

呼
ん
だ
市
井
の
都
市
学
者
J
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
ズ
が
そ
の
晴

矢
で
あ
り
、
彼
女
に
続
く
の
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
・ラ
ン
ド
リ
ー

と
リ
チ
ャ

1
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
の
二
人
で
あ
る
。
ラ
ン
ド
リ
ー

は

『創
造
都
市
』
(二
0
0
0年
)
、
フ
ロ
リ
ダ
は

『創
造

階
級
の
勃
興
』
(二
O
O
二
年
)
と
、
い
ず
れ
も
二
十

一

世
紀
を
代
表
す
る
新
し
い
都
市
論
を
携
え
て
登
場
し
、
各

国
の
都
市
関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ラ
ン
ド
リ
ー
の
著
書
は
、
失
業
の
増
大
や
都
市
環
境
悪

化
な
ど
都
市
問
題
の
解
決
の
た
め
に

「創
造
的
環
境
」
を

い
か
に
し
て
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
運
営
し
、
問
題
解
決
の

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
し
て
持
続
的
に
し
て
い
く
の
か
、

実



「文化芸術創造都市jをめざして特集

践
的
に
「
創
造
都
市
を
つ
く
る
た
め
の
道
具
箱
」
を
提
供

す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
「
創
造
都
市
政
策
論
」
で
あ

り
、
産
業
空
洞
化
と
福
祉
国
家
体
制
の
破
綻
の
中
で
中
央

政
府
か
ら
自
立
し
て
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
都
市
の
発
展

方
向
を
見
い
だ
す
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
鮮
明
で
あ
る
。

そ
の
際
、
芸
術
文
化
が
持
つ
「
創
造
的
な
パ
ワ
l
」
を

生
か
し
て
社
会
の
潜
在
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
様
々
の

試
み
に
注
目
し
て
、
ジ
エ
イ
コ
プ
ズ
の
影
響
を
受
け
て
「
創

造
性
」
を
空
想
や
想
像
よ
り
も
実
践
的
で
、
知
識
(
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
)
と
革
新
(
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
)
の
中
間

に
あ
る
も
の
と
し
て
「
芸
術
文
化
と
産
業
経
済
を
つ
な
ぐ

媒
介
項
」
と
し
て
最
重
要
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

「
維
持
可
能
な
都
市
」
創
造

に
文
化
が
果
た
す
役
割

彼
は
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
経
験
か
ら
「
芸
術
文

化
の
も
つ
創
造
性
」
に
着
目
し
た
理
由
と
し
て
、
脱
工
業

化
都
市
に
お
い
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
や
映
像
・
映
画
や
音

楽
、
劇
場
な
ど
の
「
創
造
産
業
」
が
製
造
業
に
代
わ
っ
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
成
長
性
や
雇
用
面
で
の
経
済
的
効
果
を

示
す
こ
と
、
ま
た
、
芸
術
文
化
が
都
市
住
民
に
対
し
て
問

題
解
決
に
向
け
た
創
造
的
ア
イ
デ
ア
を
刺
激
す
る
な
ど
社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
都
市
の
創

造
性
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
そ
の
連
鎖
反
応
が
次
々
と

起
き
て
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
変
化
さ
せ
る
流
動
性
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
文
化
遺
産
と
文
化
的
伝
統
が
人
々
に
都
市
の

歴
史
や
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン

の
中
に
あ
っ
て
も
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
固
た

る
も
の
と
し
、
未
来
へ
の
洞
察
力
を
高
め
る
素
地
を
耕
す

と
し
、
創
造
と
は
単
に
新
し
い
発
明
の
連
続
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
適
切
な
「
過
去
と
の
対
話
」
に
よ
っ
て
成
し
遂

げ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
「
伝
統
と
創
造
」
は
相
互
に
影
響

し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
地
球

環
境
と
の
調
和
を
は
か
る
「
維
持
可
能
な
都
市
」
を
創
造

す
る
た
め
に
文
化
が
果
た
す
役
割
に
も
期
待
し
て
い
る
。

一
方
の
フ
ロ
リ
ダ
は
、
現
代
経
済
の
新
し
い
担
い
手
と

し
て
の
「
創
造
階
級
」
の
登
場
と
勃
興
に
注
目
し
、
そ
の

エ
ー
ト
ス
と
仕
事
お
よ
び
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
か
ら

彼
ら
が
好
ん
で
居
住
す
る
都
市
や
地
域
こ
そ
、
経
済
的
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
指
標
で
示

し
つ
つ
、
地
域
再
生
の
カ
ギ
は
工
場
の
誘
致
で
は
な
く
、

い
か
に
し
て
創
造
的
な
人
材
を
誘
引
で
き
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
創
造
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
「
創
造
性
の
社
会
的
構
造
」
と

り
わ
け
、
社
会
的
文
化
的
地
理
的
環
境
(
ヨ

E
2
)
こ
そ

重
要
で
あ
り
、
近
年
、

R
パ
ッ
ト
ナ
ム
ら
が
唱
え
る
ソ

l

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
よ
り
も
「
創
造
環
境
」
の
方
が
有

効
で
あ
る
と
す
る
。

フ
ロ
リ
ダ
が
「
創
造
階
級
」
と
呼
ぶ
社
会
集
団
に
は

I

T
や
バ
イ
オ
な
ど
の
自
然
科
学
系
の

R
&
D
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
わ
る
職
業
に
加
え
、
映
像
・
音
楽
・
舞
台
芸
術

.
メ
デ
ィ
ア
ア
l
ト
な
ど
芸
術
系
の
職
業
集
団
を
も
含
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
社
会
集
団
の

集
積
を
示
す
指
標
で
あ
る
「
ハ
イ
テ
ク
指
標
」
と
「
ゲ
イ

(
同
性
愛
者
)
指
標
」
に
は
地
域
的
に
相
関
が
見
ら
れ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
オ
ー
ス
チ
ン
な
ど
近
年
注
目
さ
れ

る
成
長
地
域
は
い
ず
れ
の
指
標
も
高
く
、
芸
術
的
創
造
性

と
科
学
技
術
の
革
新
性
が
シ
ナ
ジ

l
効
果
を
発
揮
す
る
点

に
着
目
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
欧
米
に
お
け
る
創
造
都
市
研
究
の
動
向
と
交

流
し
つ
つ
、
日
本
で
は
筆
者
が
『創
造
都
市
の
経
済
学
」
(
一

九
九
七
年
)
と

「創
造
都
市
へ
の
挑
戦
』
(二
O
O
一
年
)

の
二
つ
の
著
作
を
上
梓
し
、
金
沢
や
横
浜
な
ど
具
体
的
な

都
市
政
策
の
策
定
に
対
し
て
助
言
を
行
っ
て
き
た
。

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
ラ
フ
ト
都
市

を
め
ざ
す
金
沢
の
挑
戦

金
沢
の
創
造
都
市
政
策
で
は
市
民
芸
術
村
と
二
十

一
世

紀
美
術
館
が
注
目
さ
れ
る
。

一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
進
行
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
で
繊
維
産
業
が
衰
退
す
る
と
、
金
沢
市
は
紡
績

工
場
跡
と
倉
庫
群
を
活
用
し
て

一
九
九
六
年
九
月
に
「
金

沢
市
民
芸
術
村
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

金
沢
市
長
は
、
昼
間
働
く
市
民
に
と
っ
て
深
夜
で
も
使

え
る
施
設
に
し
た
い
と
い
う
声
を
聞
き
入
れ
、
「

一
日
二

十
四
時
間
、

一
年
三
百
六
十
五
日
」
自
由
に
使
え
る
施
設

と
す
る
こ
と
に
し
、
四
棟
の
倉
庫
は
ド
ラ
マ
工
房
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
工
房
、
エ
コ
ラ
イ
フ
工
房
、
ア
ー
ト
工
房
に
姿
を

変
え
、
練
習
の
み
で
は
な
く
公
演
も
可
能
な
施
設
と
し
て

修
復
さ
れ
た
。

深
夜
こ
そ
、
人
間
の
創
造
力
が
ピ

l
ク
に
達
す
る
と
い

う
こ
と
は
多
く
の
人
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

二

十
四
時
間
運
用
で
き
る
施
設
と
す
る
た
め
に
運
営
面
で
の

工
夫
が
な
さ
れ
て
、
各
工
房
に

一
般
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

二
人
ず
つ
合
計
八
人
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
達
に
よ
っ
て
、
施

設
利
用
の
活
性
化
、
独
自
事
業
の
企
画
立
案
、
そ
し
て
利

用
者
間
の
調
整
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
、
全
国
的
に
も
注

目
さ
れ
る
市
民
参
加
型
文
化
施
設
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方、

二
O
O
四
年
十
月
九
日
、
県
庁
舎
郊
外
へ
の
移

転
に
よ
っ
て
空
洞
化
の
恐
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
金

迫減~ω2009・9月号5 



沢
市
の
都
心
部
に
、
突
如
丸
い
円
盤
の
よ
う
な
「
金
沢
二

十
一
世
紀
美
術
館
」
が
出
現
し
た
。
市
民
が
「
ま
る
び
い
」

と
呼
ぶ
こ
の
美
術
館
は
、

一
九
八

O
年
以
降
の
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
l
ア
l
ト
を
中
心
と
し
た
世
界
の
芸
術
作
品
を
収

集
・
展
示
し
、
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
た
公
開
製

作
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
の
伝
統
工
芸
・
伝
統
芸
能
と
現

代
ア

l
ト
の
融
合
を
め
ざ
す
目
的
で
建
設
さ
れ
た
。

「
芸
術
は
創
造
性
あ
ふ
れ
る
将
来
の
人
材
を
養
成
す
る

み
の
ゆ
た
か

未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
と
の
、
蓑
豊
前
館
長
の
考
え

に
よ
り
始
ま
っ
た
市
内
の
小
中
学
生
を
全
員
招
待
す
る
と

い
う
「
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
・
ク
ル
ー
ズ
」
事
業
の
効
果
も
あ

り
、
開
館
し
て

一
年
で
市
内
人
口
を
三
倍
ほ
ど
上
回
る
百

五
十
万
人
の
入
場
者
を
数
え
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
(
建

設
投
資
を
除
く
)
は
百
億
円
を
超
過
し
て
い
る
。

二
O
O
八
年
か
ら
は
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
l
ア
l
ト
を

伝
統
的
な
町
家
や
衰
退
す
る
商
庖
街
、
職
人
工
房
な
ど
町

な
か
に
展
開
す
る
「
ア

l
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

2
0

0
8
を
展
開
し
、
伝
統
工
芸
や
伝
統
芸
能
に
ア
ヴ
ア
ン

ギ
ャ
ル
ド
な
ア

l
ト
の
風
を
吹
き
込
ん
で
、
伝
統
と
前
衛

を
融
合
さ
せ
る
試
み
に
よ
っ
て
、
都
市
に
再
生
の
息
吹
を

も
た
ら
し
た
。

金
沢
市
は
さ
ら
に
、
こ
の
美
術
館
を
核
に
し
た
新
た
な

産
業
創
造
の
試
み
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
や
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
創
造
支
援
を
担
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
創
造
機
構
を
立
ち
上
げ
、
現
代
ア

l
ト
か
ら
新
し

い
地
域
産
業
を
創
出
す
る
事
業
を
も
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
都
市
の
文
化
資
本
の
質
を
高
め
て
、
創
造

性
あ
ふ
れ
る
人
材
を
養
成
し
集
積
さ
せ
て
、
都
市
経
済
の

発
展
を
め
ざ
す
方
式
を
「
文
化
資
本
を
生
か
し
た
都
市
の

文
化
的
生
産
」
と
定
義
で
き
る
。
金
沢
に
お
け
る
「
文
化

的
生
産
」
は
、
あ
る
意
味
で
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
職
人

的
生
産
の
復
活
と
再
構
築
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
職

人
的
生
産
(
ク
ラ
フ
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
)
↓
フ
ォ

l

デ
イ
ズ
ム
(
マ
ス
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
)
↓
文
化
的
生
産

(
新
し
い
ク
ラ
フ
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
)
と
い
う
歴
史

的
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
金
沢
の
創
造
都
市
戦
略
は
金
沢
経
済

同
友
会
が
市
民
に
呼
び
か
け
て
開
始
し
た
金
沢
創
造
都
市

会
議
に
お
い
て
討
論
さ
れ
、
練
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
二
十

一
世
紀
の
都
市
の
あ
り
方
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
探
求
し
、
新
し
い
都
市
政
策
の

形
成
と
そ
の
た
め
の
実
験
の
場
を
金
沢
が
提
供
す
る
と
い

う
意
気
込
み
で
、

二
O
O
一
年
か
ら
隔
年
開
催
で
開
始
さ

れ
た
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
の
都
市
会
議
で
あ
り
、
内
外
か
ら

著
名
な
都
市
研
究
者
や
文
化
人
が
駆
け
つ
け
、
地
元
か
ら

は
経
済
人
や
市
民
、
そ
し
て
行
政
関
係
者
ら
が
参
加
し
て

討
論
に
加
わ
り
、
創
造
都
市
を
め
ざ
し
た
社
会
実
験
を
続

け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
。

二
O
O
九
年
に
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
背
景
に
、
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
へ
ク
ラ
フ
ト
部
門
で
登
録
さ
れ
る
に
至

り
、
金
沢
市
長
を
先
頭
に
し
た
行
政
の
取
り
組
み
と
、
民

間
の
取
り
組
み
と
が
ク
車
の
両
輪
。
と
な
っ
て
進
み
始
め

て
い
る
。

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・

ヨ
コ
ハ
マ
」
の
実
験

古
都
の
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
漂
う
金
沢
と
対
照
的
に
、

横
浜
は
開
港
以
来
百
五
十
年
に
満
た
な
い
近
代
的
大
都
市

で
あ
る
。
「
み
な
と
み
ら
い
・
横
浜
」
な
ど
バ
ブ
ル
経
済

の
頂
点
の
時
期
に
大
規
模
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発

に
よ
っ
て
、
重
工
業
都
市
か
ら
の
脱
却
を
図
ろ
う
と
し
た

横
浜
市
は
、
直
後
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
さ
ら
に
は
最
近

6 

の
東
京
都
心
で
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
二
重

の
打
撃
を
受
け
て
停
滞
し
て
き
た
が
、

二
O
O
四
年

一
月

に
は
注
目
さ
れ
る
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
「
文
化
芸
術
創
造

都
市
|
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
形
成
に

向
け
て
」
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ

l
タ
l
が

住
み
た
く
な
る
創
造
環
境
の
実
現
、

②
創
造
的
産
業
ク
ラ

ス
タ

l
の
形
成
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
③
魅
力
あ
る
地
域

資
源
の
活
用
、

④
市
民
が
主
導
す
る
文
化
芸
術
創
造
都
市

づ
く
り
の
四
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
O
O
八
年
ま
で
の

目
標
数
値
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

①
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ

l
タ
l
を
三
千
七
十

一
人

か
ら
五
千
人
へ
、

②
創
造
的
産
業
ク
ラ
ス
タ

l
の
従
業
者

を

一
万
五
千
七
百
三
十
人
か
ら
三
万
人
へ
、

③
文
化
・
観

光
集
客
装
置
を
八
十
五
カ
所
か
ら
百
カ
所
へ
、

④
文
化
鑑

賞
者
を
二
百
四
十
八
万
人
か
ら
三
百
五
十
万
人
へ
。

こ
れ
を
受
け
て
、
中
田
市
長
は
同
年
四
月
、
文
化
芸
術

創
造
都
市
事
業
本
部
を
新
設
し
て
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
へ
の
取
り
組
み
を
全
庁
的
に
開
始

さ
せ
た
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

コ
ア
|
創
造
界
隈
形
成
と
映
像
文
化
都
市
へ
の
取
り
組

み
」
で
あ
り
、
先
の
世
界
大
恐
慌
の
最
中
、

一
九
二
九
年

に
建
設
さ
れ
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
旧
富
士
銀

行
と
旧
第
一
銀
行
、
さ
ら
に
は
臨
海
部
の
日
本
郵
船
の
倉

庫
、
空
き
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
て
こ
れ
ら
を
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
ク
リ
エ

l
タ
l
と
市
民
の
「
創
造
の
場
」
に
変
え
よ

う
と
い
う
企
図
で
始
ま
っ
た
実
験
事
業
、

B
a
n
k
A
R

T
1
9
2
9
で
あ
る
。

コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た
こ
つ
の

N
P
O
が
、
現
代
ア

l
ト

を
中
心
と
す
る
各
種
の
展
示
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

2009・9月号↓品同匂
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し
、
東
京
都
心
と
結
ぶ
「
み
な
と
み
ら
い
線
」
の
開
通
と

も
相
ま
っ
て
大
き
な
話
題
を
集
め
た
。
さ
ら
に
、
馬
車
道

に
立
地
す
る
旧
富
士
銀
行
に
は
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

映
像
文
化
研
究
科
が
誘
致
さ
れ
、
「
映
像
文
化
都
市
」
へ

弾
み
が
付
い
た
。

こ
れ
ら
の
創
造
界
隈
形
成
事
業
は
、
周
辺
の
空
き
ピ
ル

ゃ
、
空
き
倉
庫
に
北
仲
ブ
リ
ッ
ク
&
ホ
ワ
イ
ト
や

Z
A
I

M
な
ど
と
し
て
次
々
と
拡
大
し
、

二
O
O
七
年
三
月
ま
で

の
三
年
間
の
経
済
波
及
効
果
は
約
百
二
十
億
円
に
上
っ
て

い
る
。
ま
た
、

二
O
O
七
年
七
月
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

ク
リ
エ

1
タ

1
を
支
援
す
る
ア

l
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設

置
や
、
財
界
を
巻
き
込
ん
だ
官
民
共
同
の
「
創
造
都
市
横

浜
推
進
協
議
会
」
の
設
立
な
ど
、
新
た
な
段
階
へ
の
歩
み

を
進
め
て
お
り
、
開
港
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
O
O九

年
九
月
に
は
世
界
創
造
都
市
会
議
を
開
催
し
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
へ
と
展
望
が
広

が
っ
て
い
る
。

横
浜
の
ケ

l
ス
で
筆
者
が
最
も
注
目
す
る
の
は
、
芸
術

文
化
の
創
造
性
を
都
市
再
生
に
活
か
す
目
的
で
、
従
来
は

縦
割
り
で
あ
っ
た
文
化
政
策
、
産
業
政
策
、
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
る
行
政
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
横
断
的
に
再
編
す
る

新
組
織
と
し
て
、
文
化
芸
術
都
市
創
造
事
業
本
部
と
創
造

都
市
推
進
課
を
新
設
し
、
こ
れ
を
中
核
的
推
進
組
織
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

N
P
O
な
ど
の
市
民
の
政
策
過
程

へ
の
参
画
を
大
胆
に
提
案
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
し
い
行
政
組
織
に
志
願
し
て
集
ま
っ
て
き

た
職
員
を
中
心
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ

l
タ
l
、

そ
し
て
市
民
と
の
協
働
と
相
互
批
判
の
中
で
旧
来
の
縦
割

り
行
政
の
弊
害
を
破
り
、
個
人
の
創
造
性
を
生
か
す
、
「
行

政
組
織
の
文
化
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

多
様
な
「
創
進
の
場
」
を

無
数
に
作
り
出
そ
う

最
後
に
、
創
造
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

①
創
造
性
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

市
民
・
組
織
・
都
市
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の

創
造
性
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
創
造
的
な

市
民
が
集
う
「
創
造
の
場
」
を
多
様
に
作
り
出
し
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ

l
タ
!
と
、
企
業
や
市
民
を
結
び
つ

け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
「
創
造
の
場
」
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

も
大
切
に
な
る
。

②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
l
シ
ョ
ン
(
当
意

即
妙
の
即
興
的
改
良
)
を
巻
き
起
こ
す

都
市
固
有
の
生
活
文
化
や
技
能
の
保
存
と
再
創
造
を
通

じ
て
、
伝
統
文
化
と
、
現
代
ア

l
ト
や
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
の
出
会
い
と
融
合
に
よ
る
、
新
し
い
産
業
の
創

造
を
め
ざ
す
。
伝
統
的
町
並
み
空
間
や
近
代
産
業
遺
産
を

保
存
し
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
固
有
の

環
境
が
生
み
出
さ
れ
、
多
様
な
創
造
環
境
が
都
市
の
中
に

作
り
出
さ
れ
る
。

③
誰
も
が
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
都
市
へ

市
民
相
互
の
人
間
的
信
頼
関
係
(
ソ

l
シ
ヤ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
)
を
基
礎
に
し
て
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
ホ

l
ム
レ

ス
も
、
誰
も
が
創
造
性
を
発
揮
で
き
る
都
市
を
め
ざ
す
こ

と
が
重
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
や
外
国
人
の
文
化
権
を
拡
充
し
、

人
間
発
達
を
め
ざ
す
N
P
O
や
社
会
的
企
業
な
ど
市
民
セ

ク
タ
ー
が
そ
の
担
い
手
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び

目
の
機
能
を
果
た
し
て
、
草
の
根
か
ら
の
住
民
参
加
に
よ

り
社
会
包
摂
を
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
創
造
都
市
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
っ
て
ゆ
く
と
き
、
新
し
い
創
造
的
な
日
本
、
す
な

わ
ち
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
ψ

の
形
が
見
え
て

く
る
に
違
い
な
い
。
「
文
化
創
造
国
家
」
と
は
中
央
政
府

が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
創
造
都
市
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
内
発
的
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く

分
権
的
な
国
の
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(
参
考
文
献
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『都
市
の
経
済
学

|
発
展
と
衰
退
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」

T
B
Sブ
リ
タ
ニ

ヵ
、
一
九
九
四
年

佐
々
木
雅
幸
、

『創
造
都
市
の
経
済
学
』
勤
草
書
房
、

一

九
九
七
年

佐
々
木
雅
幸
、

『創
造
都
市
へ
の
挑
戦
』
岩
波
書
底
、

二

O
O
一
年

佐
々
木
雅
幸
編
著
、

『創
造
都
市
へ
の
展
望
」
学
芸
出
版
社
、

二
O
O
七
年

佐
々
木
雅
幸
・
水
内
俊
雄
編
著
、

「創
造
都
市
と
社
会
包
摂
』

水
曜
社
、

二
O
O
九
年

油成毒物2009・9月号7 



特

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

札
幌
市

北
の
大
地
で
独
自
の
創
造
都
市

ー
文
化
芸
術
を
つ
な
ぐ
人
材
育
成
な
ど
課
題
|

札
幌
市
は
石
狩
平
野
の
南
西
部
に
位
置
す
る
、
北
海
道

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
き
わ
や
か
な
夏
と
積
雪
寒
冷
の
冬

を
特
徴
と
し
た
気
候
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
鮮
明
に

現
れ
る
。
明
治
二
年

(一

八
六
九
年
)
の
開
拓
使
の
設
置

以
来
、
北
海
道
開
拓
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
続
け
、
今
で

は
豊
か
な
自
然
環
境
と
高
度
な
都
市
機
能
が
両
立
し
た
人

口
百
九
十
万
人
を
超
え
る
都
市
に
成
長
し
て
い
る
。

札
幌
市
で
は
、
早
く
か
ら
文
化
芸
術
施
策
の
重
要
性
に

着
目
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
平
成
九
年
五
月

に
策
定
し
た
「
札
幌
市
芸
術
文
化
基
本
構
想
」
(
通
称
「
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
札
幌
幻
」
)
で
指
針
と
し
て
体
系
化
し
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

司
、
文
化
芸
術
に
親
し
む

『

f
環
境
整
備
を
推
進

文
化
芸
術
施
設
の
整
備
で
は
、
総
合
芸
術
の
創
作
・
交

流
・
発
信
の
場
と
し
て
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
札

幌
芸
術
の
森
」
、
世
界
水
準
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

l
ル
で
あ

る
「
K
i
t
a
r
a
」
な
ど
多
く
の
施
設
を
整
備
し
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
創
作
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

民
が
様
々
な
文
化
芸
術
に
親
し
む
環
境
整
備
を
進
め
て
き

札
幌
市
観
光
文
化
局
文
化
部
市
民
文
化
課

木
村
車
哉

企
画
係
長

• 

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

毎
年
七
月
に
は
、
「
札
幌
芸
術
の
森
」
の
野
外
ス
テ
ー

ジ
や
「
K
i
t
a
r
a
」
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

国
際
教
育
音
楽
祭
で
あ
る
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
(
通
称
「
P
M
F
」
)
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
音
楽
祭
は
、

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
指
揮

者
、
作
曲
者
、
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
ナ
l
ド
・
パ

l

ン
ス
タ
イ
ン
の
提
唱
に
よ
り
、
若
い
音
楽
家
の
指
導
育
成

と
音
楽
文
化
の
普
及
、
世
界
平
和
を
願
い
創
設
さ
れ
、

二

O
O九
年
は
二
十
四
日
の
記
念
の
年
を
迎
え
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
創
設
当
初
か
ら
野
村
グ
ル
ー
プ
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
日
本
航
空
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
と

す
る
企
業
に
よ
る
メ
セ
ナ
活
動
や
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
の
活
動

に
支
え
ら
れ
、
市
民
・

企
業
・
行
政
が

一
体

と
な
っ
て
運
営
し
て

き
た
。

ネ|
apporo tyle 

市
役
所
ロ
ビ

1
、

大
通
公
園
、
札
幌
駅

札幌スタイルロコ

8 

な
ど
の
公
共
的
な
空
間
で
、
無
料
の
ア
ウ
ト
リ

l
チ
コ
ン

サ
ー
ト
も
多
数
行
っ
て
お
り
、
世
界
的
レ
ベ
ル
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
街
中
の
空
間
で
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
も
、

P
M
F
の
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

P
M
F
と
並
ぶ
札
幌
の
夏
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
催
し
て
い
る
「
サ
ッ
ポ
ロ
・

シ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ズ
」
が
あ
る
。
札
幌
の
ま
ち
で
は
、
市
民

が
身
近
に
音
楽
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
国
際
性
の
あ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
札
幌
か
ら
音
楽
文
化
が
国
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

2009・9月号i証蛸也

、
プ
口
・
ア
マ
を
問
わ
ず

f
様
々
な
機
会
を
提
供

毎
年
十

一
月
に
は
、
市
内
各
所
に
お
い
て
演
劇
・
音
楽
・

美
術
な
ど
の
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
集
中
的
に
実
施
し
、

さっぽろアートステージ2008音楽部門「ク口スロードライブj
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ま
ち
全
体
を
ア
l
ト
空
間
と
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
ア

1
ト
ス

テ
ー
ジ
」
が
開
催
さ
れ
る
。
事
業
の
運
営
に
は
、
文
化
芸

術
活
動
団
体
、
ア
ー
ト
系
N
P
O
、
学
校
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
、
多
く
の
文
化
芸
術
関
係
者
が
携
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
で
プ
ロ
を
目
指
し
て
文
化
芸
術
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
を
中
心
に
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
広
く

参
加
の
機
会
を
提
供
し
、
街
な
か
に
文
化
芸
術
に
よ
る
に

ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
札
幌
市
で
は
、
将
来
の
文
化
芸
術
活
動
の
担
い

手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
か

ら
、
市
内
の
全
小
学
校
六
年
生
を
対
象
と
し
た
「
K
i
t

a
r
a
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
プ
ロ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
札
幌
交
響
楽
団
の
演
奏
を
鑑
賞
・
体
験

す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
美
術
体

PMFアウトリーチコンサー卜(モエレ沼公園・ガラスのピラミ ッド)

験
、
映
像
制
作
体
験
、
体
験
型
施
設
の
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
創
造
的
産
業
の
分
野
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
「
札
幌
市
デ
ジ
タ
ル
創

造
プ
ラ
ザ
」
、
世
界
各
国
か
ら
優
れ
た
短
編
映
画
作
品
が

集
ま
る
「
札
幌
国
際
短
編
映
画
祭
」
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
札

幌
ス
タ
イ
ル
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

司
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の

『

f
文
化
芸
術
施
策
の
指
針
策
定

今
ま
で
の
札
幌
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
以
上
の
と

お
り
だ
が
、
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
最
近
の
動
き
と
し

て
は
、
行
政
と
し
て
、
文
化
芸
術
振
興
の
基
本
的
ス
タ
ン

ス
を
よ
り
明
確
に
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
平
成
十
九

年
に
は
、
全
議
員
提
案
に
よ
る
「
札
幌
市
文
化
芸
術
振
興

条
例
」
を
制
定
し
、
改
め
て
「
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
、
文
化
の
薫
り
高

き
札
幌
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
す
こ
と

を
掲
げ
た
。

さ
ら
に
、
条
例
を

実
効
性
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
平
成
二

十
五
年
度
ま
で
の
札

幌
市
の
文
化
芸
術
施

策
の
指
針
と
し
て
、

「
札
幌
市
文
化
芸
術

基
本
計
画
」
を
今
年

三
月
に
策
定
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
の

検
討
過
程
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術

PMFピクニックコサンー卜 (芸術の森・野外ステージ)

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、

①
文
化
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
の

人
が
集
う
拠
点
の
必
要
性
、

②
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
札
幌
で

創
作
活
動
に
打
ち
込
め
る
環
境
の
必
要
性
、

③
文
化
の
地

産
地
消
を
進
め
る
重
要
性
、

④
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

I
の
必

要
性
、

⑤
都
市
戦
略
の
中
に
文
化
芸
術
を
位
置
付
け
る
重

要
性
、

⑥
文
化
芸
術
施
設
の
目
的
ゃ
あ
り
方
の
再
確
認
、

な
ど
が
あ
る
。

基
本
計
画
で
は
、
今
後
の
都
市
戦
略
と
し
て
、
創
造
的

な
活
動
や
そ
こ
で
生
ま
れ
る
成
果
が
新
た
な
創
造
的
な
人

材
を
集
め
、
さ
ら
に
新
た
な
創
造
を
生
み
出
す
「
花
ひ
ら

く
創
造
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、

①
札
幌
の
文
化
芸
術

を
育
て
る
、

②
札
幌
の
文
化
芸
術
を
つ
な
ぐ
、

③
札
幌
の

文
化
芸
術
を
発
信
す
る
、

④
札
幌
文
化
芸
術
を
継
承
し
、

活
か
す
|
の
四
つ
の
基
本
目
標
の
も
と
に
、
具
体
的
な
施

策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

、
文
化
芸
術
が
魅
力
的
な

f
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
に

特
に
「
文
化
芸
術
を
つ
な
ぐ
」
ア

l
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
人
材
育
成
や
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
重
要
に
な
る
、
と
考
え
て
い
る
。
大

都
市
で
あ
る
札
幌
は
、
多
様
な
価
値
観
が
重
な
り
合
う
ま

ち
。
そ
れ
ゆ
え
に
文
化
芸
術
は
人
々
の
心
を
つ
な
ぎ
心
豊

か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
要
素
に
な
る
。

創
造
的
活
動
の
裾
野
が
広
が
り
、
表
現
活
動
が
盛
ん
に

な
る
こ
と
は
、
他
者
の
表
現
を
感
じ
て
認
め
あ
う
、
つ
ま

り
多
様
性
の
尊
重
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
文
化
芸
術
は
、
札
幌
市
が
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
大
き
な
推
進
力
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

単純ゆ2009・9月号9 



特

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

2 

盛
岡
市

啄
木
賢
治
が
息
づ
く
文
化
資
源
の
宝

ー
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
|

• 
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
、
盛
岡
市
は
「
も
り
お
か

暮
ら
し
物
語
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
宣
言
を

発
し
、
十
カ
年
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。
激

化
す
る
地
域
間
競
争
を
「
地
域
独
自
の
価
値
づ
く
り
」
で
、

「
訪
れ
た
い
、
求
め
た
い
、
暮
ら
し
た
い
」
と
「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
に
な
っ
て
、
克
服
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

近
年
、
全
国
各
地
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
進
む
。

そ
の
取
り
組
み
の
多
く
は
「
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

だ
が
、
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
は
特
産
品
の
み
な
ら
ず
文
化
・
歴

史
・
人
材
・
景
観
な
ど
多
様
な
ブ
ラ
ン
ド
を
産
み
出
す
原

点
で
あ
る
「
暮
ら
し
文
化
」
そ
の
も
の
を
市
民
が
共
有
す

る
価
値
観
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
観
光
交
流
都
市
」
「
地
場

産
業
都
市
」
「
文
化
創
造
都
市
」
の
三
つ
を
ブ
ラ
ン
ド
推

進
で
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
し
て
い
る
。

推
進
事
業
は
「
街
並
み
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
水
の

恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
「
先
人
と
文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
四
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
」
へ
向
け
た
「
先

人
と
文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

• 坂
田
裕

盛
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

句
、
中
心
市
街
地
に
軒
を
並
べ
る

r
f
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
画
廊
喫
茶

本
年
、
盛
岡
市
は
市
制
施
行
百
二
十
周
年
を
迎
え
、
そ

の
記
念
ポ
ス
タ
ー
兼
ブ
ラ
ン
ド
広
報
ポ
ス
タ
ー
に
、
石
川

啄
木
と
宮
沢
賢
治
の
世
界
を
使
用
し
た
。

盛
岡
生
ま
れ
で
日
本
を
代
表
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
中
村
誠
氏
が
ア

l
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
、
啄

木
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
コ
ピ

1
は
国
民
的
短
歌
と
も
い
え
る

「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て
い
ふ
こ
と
な
し
・
:
」
を
、
賢

治
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
「
あ
の
イ

l
ハ
ト

l
ヴ
ォ
の
す
き
と

ほ
っ
た
風
、
、
つ
つ
く
し
い
森
で
飾
ら
れ
た
モ
リ

l
オ
市
」

(
ポ
ラ

l
ノ
の
広
場
)
を
使
用
し
た
。

啄
木
や
賢
治
を
は
じ
め
、
原
敬
、
新
渡
戸
稲
造
、
野
村

胡
堂
、
金
田
二
日
小
助
、
米
内
光
政
な
ど
盛
岡
は
政
治
や
学

術
文
化
の
世
界
で
全
国
に
誇
れ
る
先
人
を
数
多
く
輩
出
し

て
い
る
。
特
に
文
学
で
は
、
現
役
の
直
木
賞
作
家
(
高
橋

克
彦
)
を
は
じ
め
多
く
の
作
家
が
盛
岡
で
暮
ら
し
、
作
家

活
動
を
続
け
て
い
る
。

市
民
に
よ
る
演
劇
、
美
術
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
こ
こ
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十
数
年
の
市
民
に
よ
る
演
劇
公
演
は
年
五
十
本
前
後
に
及

び
、
市
役
所
を
中
心
と
し
た
半
径
一
キ
ロ
以
内
の
中
心
市
街

地
に
は
、
公
私
立
合
わ
せ
て
十
以
上
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
多

く
の
画
廊
喫
茶
が
あ
り
、
市
民
作
家
に
よ
る
美
術
工
芸
展

が
連
日
開
催
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は

一
人
あ
た
り
の
画
材
消
費
量
や
書
庖
面
積
な

ど
が
全
国

一
の
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

都
市
景
観
も
、
市
街
地
を
流
れ
る
河
川
や
岩
手
山
の
眺

望
と
近
代
的
な
建
造
物
と
の
調
和
が
と
れ
た
街
並
み
に
特

色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
資
源
を
活
用
し
、
発
信
力

の
あ
る
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
の
が
盛
岡
ブ
ラ

ン
ド
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

『
、
啄
木
の
吸
引
力
を
実
感

r
f
さ
せ
る
「
短
歌
甲
子
園
」

啄
木
・
賢
治
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
関
係
事
業
で
は
、

ま
も
な
く
没
後
百
年
を
迎
え
る
啄
木
顕
彰
事
業
に
力
を
入
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れ
て
い
る
。

全
国
高
校
生
短
歌
大
会
(
短
歌
甲
子
園
)
は
平
成
十
八

年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
、
今
年
は
四
回
目
を
迎
え
る
。
第

一
回
大
会
は
わ
ず
か
十
七
校
二
十

一
チ
l
ム
の
参
加
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
今
年
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
鹿

児
島
ま
で
四
十
校
六
十
二
チ
l
ム
か
ら
応
募
が
あ
り
、
予

選
を
経
て
三
十
六
校
が
参
加
し
た
。

青
春
の
歌
人
、
石
川
啄
木
の
吸
引
力
の
強
さ
を
実
感
す

る
。
没
後
百
年
の
平
成
二
十
四
年
に
は
石
川
啄
木
記
念
館

を
中
心
に
特
別
記
念
展
を
行
う
予
定
だ
。

行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
に
は
珍
し
い
「
文
学
出
版
」

の
事
業
も
手
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
立
原
道
造
の
「
盛

岡
ノ

l
ト
」
や
啄
木
の
歌
集
「

一
握
の
砂
」
を
復
刊
し
た

ほ
か
、
昨
年
は
啄
木
の
エ
ッ
セ
イ
や
日
記
を
集
め
た
「
盛

作家・新井満が啄木のふるさとの小学校で小学生と「ふるとさとの山に向ひてj
を歌う

岡
啄
木
手
帳
」
を
発
刊
、
今
年
は
、
宮
沢
賢
治
が
盛
岡
で

暮
ら
し
は
じ
め
て
百
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
「
盛
岡
と

賢
治
」
を
発
行
し
た
。

こ
の
事
業
は
編
集
を
市
と
専
門
家
が
協
働
し
、
市
内
の

書
庖
や
印
刷
会
社
が
出
版
元
と
な
る
仕
組
み
で
、
い
ず
れ

も
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
重
刷
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

角
、
全
国
唯
一
の
「
盛
岡
文
士
劇
」
や

r
f
「
も
り
お
か
映
画
祭
」
な
ど
多
彩

ま
た
、
昨
年
度
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
盛
岡
市
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
歌
碑
・
詩
碑
な
ど
の
文
学
碑
、
記
念
碑
、

野
外
彫
刻
な
ど
の
調
査
事
業
を
始
め
た
。
当
初
、
書
類
上

で
確
認
で
き
る
碑
等
は
二
百
カ
所
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
実
際

の
現
地
調
査
で
は
六
百
カ
所
以
上
に
及
ん
だ
。
設
置
者
、

設
置
年
、
由
来
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、

H
P

で
公
開
す
る
ほ

か
観
光
ガ
イ
ド

な
ど
に
反
映
さ

せ
る
。
演
劇
、
映
画
・

美
術
な
ど
の
芸

術
活
動
で
は
、

全
国
唯

一
の

「
盛
岡
文
士
劇
」

を
は
じ
め
、
新

し
い
才
能
の
交

流
を
目
指
す

「
も
り
お
か
映

画
祭
」
や
街
な

か
の
野
外
展
が

特
色
の
彫
刻
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

「短歌甲子園Jの模様

継
続
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
今
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

市
民
団
体
が
中
核
と
な
る
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
の
新
し

い
取
り
組
み
も
行
う
。

市
内
の
美
術
家
た
ち
が
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
コ
ラ
ボ

レ
l
シ
ヨ
ン
す
る
芸
術
祭
「
ア

l
ト
ス
ク
エ
ア
い
わ
て
」

で
あ
り
、
文
学
作
品
を
朗
読
劇
の
形
で
伝
え
る
「
文
学
と

演
劇
の
さ
か
ん
な
ま
ち
」
な
ら
で
は
の
企
画
「
語
り
の
芸

術
祭
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
中
心
市
街
地
に
集
中
す
る
小
さ
な
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
ホ
l
ル
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
活
用
す
る
の
が

特
徴
だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
今
年
の
み
の
企
画
だ
が
、
次
年

度
以
降
の
継
続
も
視
野
に
入
れ
る
。

・
、、
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

r
f
レ
ジ
デ
ン
ス
」
へ
の
取
り
組
み
も

盛
岡
町
家
な
ど
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
(
表
現
者
が
地
域
で
暮
ら
し

な
が
ら
表
現
活
動
を
行
う
こ
と
)
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
始

ま
る
。
盛
岡
町
家
は
吹
き
抜
け
の
常
居
に
大
き
な
神
棚
が

置
か
れ
て
い
る
盛
岡
独
特
の
町
家
で
、
「
街
並
み
景
観
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
昨
年
度
か
ら
町
家
密
集
地
域
で
の
修
景

助
成
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
町
家
を
「
先
人
と
文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

の
連
携
で
、
宿
泊
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
発
表
の
場
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
本
年
か
ら
実
証
実
験
を
含
め
た
研
究

を
始
め
る
。
同
時
に
、
修
景
が
進
む
歴
史
的
な
街
並
み
で

は
暮
ら
し
の
歳
時
記
を
大
切
に
し
、
暮
ら
し
文
化
を
復
権

さ
せ
る
活
動
も
盛
ん
だ
。

お
盆
に
は
迎
え
火
と
伝
統
芸
能
の
門
付
け
を
復
活
さ

せ
、
正
月
に
は
神
楽
が
盛
岡
町
家
で
演
じ
ら
れ
る
。
盛
岡

ブ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
文
化
創
造
都
市
づ
く
り
は
、
市
民
の

暮
ら
し
文
化
に
立
脚
し
た
地
域
づ
く
り
で
あ
る
。
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「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

3 

仙
台
市

文
化
芸
術
を
新
し
い
都
市
の
力
に

ー
市
民
誰
も
が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
へ
|

仙
台
市
は
、
伊
達
政
宗
公
に
よ
る
開
府
以
来
四
百
余
年

の
歴
史
を
重
ね
、
今
年
は
市
制
施
行
百
二
十
周
年
、
政
令

指
定
都
市
移
行
二
十
周
年
を
迎
え
た
。

人
口
百
三
万
人
の
都
心
を
流
れ
る
清
流
・
広
瀬
川
、
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
ケ
ヤ
キ
並
木
な
ど
、

美
し
い
自
然
と

調
和
し
た
都
市
環
境
・

景
観
は
、
「
杜
の
都
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
。
ま
た
、
東
北
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

大
学
・
研
究
機
関
が
集
積
す
る
「
学
都
」
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
東
は
太
平
洋
か
ら
西
は
奥
羽
山
脈
ま
で
、
多
様
な
自
然

環
境
と
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
各
種
の

「
住
み
た
い
ま
ち
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
全
国
で
も
上
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

円
(
「
楽
都
」
を
文
化
施
策
の
柱
に

現
在
、
仙
台
市
は
都
市
個
性
・
魅
力
づ
く
り
の
方
向
性

の
一
つ
に
「
創
造
都
市
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

学

都
の
知
的
資
源
・
創
造
性
を
芸
術
・
文
化
や
産
業
の
振
興

に
結
び
付
け
、
都
市
の
活
力
や
個
性
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
創
造
都
市
を
目

指
し
た
本
市
の
文
化
施
策
の
柱
が
「
楽
都
(
が
く
と
)
」

で
あ
る
。

「
楽
都
」
の
呼
称
は
「
学
都
」
の
音
に
ち
な
ん
で
名
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
七
年
に
仙
台
市
で
聞
か
れ
た
「
若

い
音
楽
家
の
た
め
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
1
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
」
の

P
R
コ
ピ
ー
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
そ
の
由
来

と
さ
れ
て
い
る
。

楽
都
の
代
表
的
な
事
業
と
し
て
は

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

(
通
称
「
仙
台
フ
ィ
ル
」
)
の
運
営
支

援
や
「
仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今

で
は
「
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
通
称
「
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
」
)
の
よ
う
な
市
民
主
体

の
音
楽
系
イ
ベ
ン
ト
を
含
む
も
の
、

「
音
楽
の
あ
ふ
れ
る
街
・
仙
台
」
と

い
っ
た
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

仙
台
市
役
所
文
化
振
興
課
長

仙
台
市
は
以
前
か
ら
、
市
民
の
音

• 梅
内

楽
活
動
が
盛
ん
な
街
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
市
民
が
手
が

け
る
イ
ベ
ン
ト
も
魅
力
的
で
あ
る
。
二
日
間
に
七
百
超
の

バ
ン
ド
が
参
加
す
る
「
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
」
、
障
害
の
あ
る

方
が
主
役
と
な
る
「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
」
、
街
に
迫

力
あ
る
歌
戸
を
響
か
せ
る
「
ゴ
ス
ペ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
の
音
楽
系
イ
ベ
ン
ト
が
年
々
充
実
し
て
き
て
お
り
、

「
仙
台
七
夕
」
や
「
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
「
み
ち
の
く
Y

O
S
A
K
O
I
ま
つ
り
」
な
ど
と
と
も
に
、
全
国
に
誇
る

べ
き
都
市
の
個
性
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
さ
ら

な
る
発
展
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
市
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
路
や
公
開
空

地
、
公
固
な
ど
の
公
共
空
間
を
有
効
に
活
用
し
て
お
り
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
広
域
集
客
と
い
っ
た

経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
な
ど
多

大
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
文
化
振
興
事
業
は
、
仙
台

フ
ィ
ル
や
仙
台
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
運
営
、
仙
台

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し

2009・9月号 12 泊励~~

淳

市民が集まる「せんくらJ会場周辺



「文化芸術創造都市jをめざして特集

た
内
容
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
芸
術
文
化
の
育

成
」
や
「
芸
術
文
化
を
高
め
る
」
こ
と
に
力
点
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。
そ
の
点
、
創
造
都
市
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の

施
策
で
は
「
市
民
誰
で
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
」
へ
と
方
向
性
を
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

、
仙
台
の
秋
を
彩
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

f
「
せ
ん
く
ら
」
の
誕
生

こ
う
し
た
発
想
が
仙
台
の
秋
を
彩
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
祭

典
「
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
(
通
称
「
せ

ん
く
ら
」
)
に
結
び
つ
い
た
。

「
せ
ん
く
ら
」
は
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ユ
ル
ネ
(
フ
ラ
ン

ス
の
ナ
ン
ト
で
年

一
回
聞
か
れ
る
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
祭
典
)
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
平
成

十
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
「
敷
居
が
高

い
」
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
「
ど

こ
か
で
聞
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
を
中
心
に
、

一
コ
マ
四
十

五
分
か
ら
六
十
分
の
公
演
を
三
日
間
に
百

一
回
実
施
す

る
。期
間
中
は
市
営
地
下
鉄
駅
の
コ
ン
コ

l
ス
を
利
用
し
た

地
下
鉄
駅
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
関
連
事
業
も
展
開
し
、
「
街

中
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
溢
れ
る
三
日
間
」
を
演
出
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
運
営
に
は
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
託
児
の
充
実
、

三
歳
児
か
ら
聞
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
定
な
ど
、
子
ど
も
連
れ
の
方
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
に

す
べ
く
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
第

一
回
が
三

万
人
、
第
二
回
が
三
万
八
千
人
、
第
三
回
が
四
万
人
と
確

実
に
観
客
が
増
え
て
お
り
、
仙
台
の
秋
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
浸
透
し
て
き
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
「
劇
都
」
|
街
中
を
舞
台
に

こ
の
よ
う
な
「
市
民
誰
も
が
芸
術
文
化
を
楽
し
め
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
す
事
業
は
、
他
の
分
野
で
も

動
き
出
し
て
い
る
。
市
民
に
気
軽
に
演
劇
に
触
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
「
場
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
せ
ん
だ
い
演
劇

工
房
叩
|
B
O
X
の
企
画
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
「
杜
の
都

の
演
劇
祭
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
街
中
の
カ
フ
ェ
や
居
酒

屋
を
舞
台
に
、

一
時
間
弱
の
リ

I
デ
イ
ン
グ
形
式
の
演
劇

公
演
を
連
続
で
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
入
場
料
を
二
千
円
に
設
定
し
、
千
円
は
お
庖
の

ラ
ン
チ
や
ス
イ
l
ツ
の
代
金
に
充
て
る
。
観
客
は
料
理
な

ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、

一
時
間
弱
の
演
劇
を
楽
し
む
。
こ

の
事
業
は
、
本
格
的
な
演
劇
は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

生の音楽にあわせて朗読 (⑤)photo by Ryuji Sasaki ライブ文学館

方
に
、
街
中
で
気
軽
に
演
劇
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
売
切
れ
公
演
が
続
出
し
た
。

他
方
、
仙
台
文
学
館
は
人
気
作
家
・
伊
坂
幸
太
郎
氏
の

活
躍
な
ど
、
活
況
を
呈
す
る
仙
台
の
文
学
状
況
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
こ
れ
に
加
え
二
年
前
か
ら
「
ラ
イ
ブ
文
学
館
」

事
業
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
市
内
の
ホ
l
ル
な
ど
を
会
場
に
、
音
楽
や
朗
読
、

著
者
に
よ
る
ト
1
ク
シ
ョ
ウ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
公
演

を
行
い
、
仙
台
に
縁
の
あ
る
作
家
の
作
品
に
親
し
ん
で
も

ら
う
も
の
で
あ
る
。
「
街
中
の
ホ
l
ル
で
」
「
ラ
イ
ブ
形
式

で
」
と
い
う
従
来
型
の
展
示
で
は
表
現
で
き
な
い
新
し
い

形
式
で
あ
り
、
時
に
は
作
家
本
人
が
出
場
す
る
な
ど
、
人

気
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

、
街
中
で
文
化
芸
術
に

f
触
れ
て
も
ら
う
環
境
"つ
く
り

こ
の
よ
う
に
最
近
の
仙
台
市
の
文
化
施
策
は
、
音
楽
以

外
の
分
野
で
も
「
街
中
に
出
て
」
「
広
く
芸
術
文
化
に
触

れ
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
事
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
夏
休
み
の
十
二
日
間
に
市
民
セ
ン
タ
ー
十

九
カ
所
で
、
若
手
の
音
楽
家
が
出
向
い
て
演
奏
す
る
「
街

角
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど

の
お
年
寄
り
が
、
若
手
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
唱
歌
を
歌
っ

た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

演
奏
後
に
は
、
お
年
寄
り
が
演
奏
者
に
「
あ
り
が
と

う
!
」
と
握
手
を
求
め
る
シ

l
ン
も
見
ら
れ
る
。
演
奏
す

る
側
に
と
っ
て
も
観
客
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
空

間
を
演
出
で
き
た
、
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
「
広
く
芸
術
文
化
に
触
れ
て
も
ら
え
る
環
境
づ

く
り
」
と
い
う
目
的
意
識
を
明
確
に
し
た
文
化
事
業
を
開

発
・
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集
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東
京
都
豊
島
区

文
~f包
芸の
ぬ力
量宣
るE町
ま盃亘

:躍
し星邑

ま宗

宗な
2ま
法ち
lヘ

豊
島
区
は
、
東
京
二
十
三
区
の
西
北
部
に
位
置
し
、
面

積
十
三
キ
ロ
か
、
人
口
二
十
六
万
人
と
、
日
本

一
の
高
密
都

市
で
あ
る
。
池
袋
を
中
心
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
な
ど

の
商
業
施
設
が
集
積
し
、
副
都
心
を
形
成
し
て
い
る
。
ま

た
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」
と
し
て
知
ら
れ
る
巣
鴨
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
発
祥
の
地
の
駒
込
、
緑
豊
か
で
格
調
あ
る

目
白
な
ど
、
魅
力
的
な
ま
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。

、
舞
台
芸
術
か
ら
美
術
、
文
学
、

f
漫
画
ま
で
多
彩
に
息
づ
く

文
化
資
源
も
豊
富
で
、
小
熊
秀
雄
や
寺
田
政
明
な
ど
多

く
の
芸
術
家
を
輩
出
し
た
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
や
、

戦
後
、
数
多
く
の
舞
台
人
を
養
成
し
て
き
た
専
門
学
校
「
舞

台
芸
術
学
院
」
、
日
本
の
漫
画
文
化
を
創
っ
た
巨
匠
た
ち

が
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
「
ト
キ
ワ
荘
」
な
ど
、
美
術

や
文
学
、
舞
台
芸
術
、
漫
画
な
ど
様
々
な
分
野
で
多
く
の

文
化
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。

現
在
で
も
、
区
内
に
は
、
東
京
芸
術
劇
場
を
は
じ
め
と

す
る
、
大
小
様
々
な
劇
場
が
あ
り
、
「
池
袋
演
劇
祭
」
な

ど
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
自
由

学
園
明
日
館
や
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館
な
ど
の
文
化
資
源

豊
島
区
文
化
商
工
部
文
化
デ
ザ
イ
ン
課

高
井
真
明

• 

が
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

平
成
十
四
年
に
は
、
区
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
し
、

「
躍
進
・
感
動
・
創
造
と
も
に
創
ろ
う
文
化
の
風
薫
る

ま
ち
と
し
ま
」
を
テ

l
マ
に
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、

同
年
、
区
の
文
化
政
策
の
指
針
を
検
討
す
る
た
め
に
、
文

化
芸
術
分
野
の
専
門
家
、
学
識
経
験
者
、
区
民
等
の
委
員

に
よ
る
文
化
政
策
懇
話
会
を
設
置
、
平
成
十
六
年
に
「
豊

島
区
の
文
化
政
策
に
関
す
る
提
言
」
を
受
け
た
。

平
成
十
七
年
九
月
二
十
二
日
、
「
文
化
創
造
都
市
」
を

宣
言
、
区
民
、

N
P
0
、
事
業
者
、
大
学
な
ど
様
々
な
主

体
と

一
体
と
な
り
豊
島
区
の
魅
力
を

一
層
伸
ば
し
、
「
文

化
と
品
格
を
誇
れ
る
価
値
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
て

いヲ
Q

。、
「
あ
う
る
す
ぼ
っ
と
」
が
舞
台
芸
術
の

f
創
造
・
発
信
・
育
成
の
場
に

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
十
九
年
、
東
池

袋
に
、
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」

と
新
た
な
「
中
央
図
書
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
二

つ
の
施
設
は
、
再
開
発
ピ
ル
の
上
下
階
に
位
置
し
、
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
。

2009・9月号 14

「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」
で
は
、
舞
台
芸
術
の
創
造
・
発
信
・

育
成
の
場
と
し
て
、
質
の
高
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
や
、

他
文
化
施
設
と
の
共
同
制
作
、
様
々
な
年
齢
層
を
対
象
と

し
た
演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
文
化
芸
術
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
百
万
人
が
利
用
す
る
中
央
図
書
館
で
は
、

I
C
タ
グ
を
活
用
し
た
貸
出
機
の
新
設
や
、
パ
ソ
コ
ン
利

用
席
の
増
設
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

文
化
芸
術
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」
で

の
公
演
に
ち
な
ん
だ
講
座
や
資
料
展
示
な
ど
、
連
携
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、

二
つ
の
ア
l
ト
系
N
P
O
と
協
働
事
業
を
展
開

す
る
、
学
校
閉
校
施
設
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
拠
点
「
に

し
す
が
も
創
造
舎
」
で
は
、
演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
稿
古

場
提
供
事
業
や
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ア

l
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
の
担
い
手
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十

一
年
春
に
は
、
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ル
/
ト
l

キ
ョ

1
ω

春
」
の
メ

イ
ン
会
場

の
一
つ
と

し
て
、
国

内
外
か
ら

選
り
す
ぐ

り
の
舞
台

芸
術
団
体

を
招
へ
い

し
、
国
際

的
な
舞
台

泊域~1!)
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芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
東
京
の
文
化
芸
術
を
世
界

に
発
信
す
る
「
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
東
京
都
、
豊
島
区
、

N
P
O
の
協
働
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
、
舞
台
公
演
の
他
に
も
、
池
袋
西
口
公
園

に
巨
大
な
ド

l
ム
を
設
置
し
、
カ
フ
ェ
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ブ

l
ス
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
い
る
。
今
秋
、

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
l
キ
ョ

l
ω
秋
」
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
池
袋
を
中
心
に
、
舞
台
芸
術
を
世
界
に
発

信
す
る
。

ー
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

r
f
文
化
体
験
の
機
会
を
提
供

文
化
施
設
で
の
育
成
事
業
以
外
で
も
、
豊
島
区
で
は
、

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
年
齢
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
い
、
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

東
京
音
楽
大
学
の
協
力
の
下
、
区
内
の
小
学
生
を
対
象
に

開
催
す
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア

l
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
区
立
保
育
園
を
訪
れ
、
ダ
ン
ス
や
音
楽
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
「
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

池袋を彩るフラッグ

め
に
、
文
化
芸
術
体
験
の
機
会
と
場
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
区
内
六
大
学
と
の
協
働
に
よ

り
、
「
人
づ
く
り
・
活
動
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
総
合
的
な
学
び
の
場
」
と
し
て
、
「
と
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
大
学
」
を
開
校
し
、
各
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
講

座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

美
術
の
分
野
で
は
、
「
街
全
体
が
美
術
館
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
四
回
目
を
迎
え
た
「
新
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
西
口
ま
ち
か
ど
回
遊
美
術
館
」
を
七
月
二
十
三
日
か

ら
八
月
五
日
ま
で
開
催
し
、
か
つ
て
の
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ

ス
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

N
P
O
、
大
学
、
企
業
な
ど
が

中
心
と
な
り
、
池
袋
駅
の
西
側
に
広
が
る
ま
ち
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
、
美
術
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
会
場
の

一
つ
で
あ
る
、
熊
谷
守

一
美
術
館
は
「
画

壇
の
仙
人
」
と
呼
ば
れ
た
熊
谷
守

一
が
九
十
七
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
住
み
続
け
た
豊
島
区
千
早
の
旧
宅
跡
に
、
次
女

権
氏
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
美
術
館
を
平
成
十
九
年
十

一
月

に
豊
島
区
立
美
術
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
、
美

術
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
展
開
と
し
て
は
、
平
成
二
十

一
年
三
月
に
、
池

袋
駅
副
都
心
線
部
に
オ
ー
プ
ン
し
た
商
業
施
設
「
E
c
h

-
-
k
a
池
袋
」
内
に
常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設
置
さ
れ
、
財

団
法
人
メ
ト
ロ
文
化
財
団
と
豊
島
区
の
協
定
の
も
と
、
池

袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
関
連
す
る
作
品
等
を
展
示
す
る
な

ど
、
豊
島
区
の
文
化
芸
術
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
九
月

に
は
、
毎
年
秋
に
池
袋
西
口
で
開
催
さ
れ
る
区
内
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
「
ふ
く
ろ
祭
り
」
の
写
真
展
、
十

一
月
に
は
「
ト

キ
ワ
荘
」
に
関
す
る
展
示
が
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
る
0

.
、
若
き
漫
画
家
た
ち
が
集
っ
た

-
f
「
ト
キ
ワ
荘
」
の
文
化
を
発
信

ま
た
、
平
成
二
十

一
年
四
月
に
は
、
「
ト
キ
ワ
荘
」
跡

地
か
ら
ほ
ど
近
い
南
長
崎
花
咲
公
園
に
、
記
念
碑

『ト
キ

ワ
荘
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
』
を
設
置
し
、
豊
島
区
が
誇
る
「
ト

キ
ワ
荘
」
の
持
つ
文
化
を
全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
十
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
六
日
ま
で
、

豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
で
、
ト
キ
ワ
荘
に
集
っ
た
若
き
漫

画
家
た
ち
の
青
春
と
、
戦
後
の
漫
画
文
化
を
振
り
返
る
「
ト

キ
ワ
荘
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち

1
マ
ン
ガ
に
か
け
た
青
春

1
」

を
開
催
し
、
ト
キ
ワ
荘
の
四
畳
半
の
部
屋
の
再
現
や
、
ふ

す
ま
の
展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
手
塚
治
虫
氏
が
ト
キ
ワ
荘
を
出
た
後
に
創
作
活

動
を
続
け
た
「
並
木
ハ
ウ
ス
」
が
現
存
す
る
雑
司
が
谷
地

域
で
は
、
歴
史
文
化
と
漫
画
文
化
を
融
合
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
化
資
源
や
歴
史
が
あ

る
。
そ
れ
ら
文
化
資
源
や
歴
史
を
現
在
・
未
来
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
と
い
う
視
点
が
何

よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
区
民
、

N
P
O
、

企
業
等
が
参
画
、
協
働
す
る
こ
と
で
、
地
域
文
化
の
継
承

と
新
た
な
文
化
創
造
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
豊
島
区
は
「
文
化
の
風
薫
る
ま
ち

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

と
し
ま
」
の

若き漫画家たちが集った「トキワ荘jの記念碑
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特

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

名
古
屋
市

5 

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
な
ご
や
」

(
日
本
初
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
初
の
加
盟
認
定

平
成
二
十
年
十
月
十
六
日
。
世
界
遺
産
で
有
名
な
ユ
ネ

ス
コ
(
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
)
の
「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
、
名
古
屋
市

は
神
戸
市
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
加
盟
認
定
さ
れ

た
。
(
編
集
部
注
H

認
定
都
市

一
覧
は
三
十
三
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
)

ユ
ネ
ス
コ
は
、
文
化
多
様
性
の
保
護
、
つ
ま
り
世
界
各

地
域
の
地
理
的
・
地
形
的
条
件
や
歴
史
・
風
習
を
背
景
に

育
ま
れ
て
き
た
特
色
の
あ
る
文
化
を
保
持
し
、
国
際
化
に

よ
る
画

一
化
を
防
ぐ
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
今
回
、
名
古
屋
市
が
加
盟
認
定
さ
れ
た
「
ク
リ
エ
イ
テ
イ

ブ
・
シ
テ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
そ
の
一
環
で
、
創

造
的
・
文
化
的
な
産
業
の
育
成
、
強
化
に
よ
っ
て
、
ま
ち

の
活
性
化
を
目
指
す
世
界
各
都
市
の
連
携
・
相
互
交
流
を

ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
も
の
で
、
平
成
十
六
年
に
創
設
さ

れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
文
学
、
映
画
、
音
楽
、
ク
ラ
フ

の
推
進

名
古
屋
市
市
民
経
済
局
産
業
部
産
業
経
済
課
長

下
山
浩
司

• 

ト
&
フ
ォ
ー
ク
ア

l
ト
、
メ
デ
ィ
ア
ア

l
ト
、
食
文
化
の

七
分
野
が
あ
り
、
現
在
、
十
九
都
市
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

円
(
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
宣
雪
巴
か
ら
二
十
年

平
成
元
年
六
月
三
十
日
。
都
市
は
人
聞
が
生
活
し
、
活

動
す
る
場
で
あ
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
市
民
を
大
切
に
す

る
、
人
間
性
豊
か
な
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
|
こ
と
を
う
た
っ
た
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
宣
言」

を
名
古
屋
市
議
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。

名
古
屋
市
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
単
な
る
装
飾
や
意
匠
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
活
文
化
の

一
つ
と
し
て
捉
え
、
世
界
に
聞

か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
情
報
発
信
基
地
を
目
指
す
と

と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
大
切
に
す
る
世
界
に
誇
り
得
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
平
成
四
年
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
創
造

支
援
拠
点
と
し
て
、
市
・
県
・
企
業
の
出
資
に
よ
り
、
(
株
)

国
際
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
平
成
八
年
に
は
国

際
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
館
し
た
。

そ
こ
に
は
、
多
目
的
ホ

l
ル
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
関
連
企
業

の
育
成
施
設
等
を
備
え
、
地
域
と
密
着
し
つ
つ
、
世
界
に

聞
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
施
設
と
高

度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
交
流
・
育
成
か
ら
研
究

開
発
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
制
作
ま
で
多
彩
な
活
動
を

戸
行
っ
て
い
る
。

一

(
3
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

名
古
屋
市
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
社
会
の
中
か
ら
で
て
き
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ツ

l
ル
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
を
ベ

l
ス
に
、
次
の
三
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

O
原
石
を
磨
く
5
人
材
の
育
成

地
域
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
こ
の
地
域
に

集
積
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
系
教
育
機
関
と
産
業
と
の
連
携

を
図
り
、
才
能
豊
か
な
若
き
ク
リ
エ

l
タ
l
の
発
掘
・
育

成
を
め
ざ
し
て
い
く
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
界
の
み
な
ら
ず

産
業
界
や
市
民
な
ど
、
多
方
面
の
分
野
と
も
連
携
を
促
す

べ
く
、
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
。

。
環
境
都
市
へ
の
誘
い

5
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

の
推
進

か
つ
て
、
藤
前
干
潟
の
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
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取
組
み
を
市
民
・
企
業
と
の
協
働
で
進
め
て
き
た
経
験
か

ら
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
「
循
環
型
社
会
」
の
形
成
や
環
境

に
や
さ
し
い
都
市
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
く
。

O
多
様
な
文
化
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
5
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ

た
国
際
交
流

命:⑧
圃園田園田園園圃圃圃 City 01 design NAGOYA 
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ユネスコ・創造都市ネットワーク
「デザイン都市・名古屋jロゴマーク

を
、
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
地
球
を
象
徴
す
る
青
色
で
表

現
し
て
い
る
。

な
お
、
名
古
屋
市
章
の
「
丸
八
マ

l
ク
」
は
、
江
戸
時

代
に
尾
張
徳
川
家
の
合
印
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
丸
は
無

限
に
広
が
る
力
、
八
は
末
広
が
り
で
発
展
を
示
す
」
と
い

う
お
め
で
た
い
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。

、
来
年
は
開
府
四
百
年
、

f
名
古
屋
の
魅
力
を
発
信

「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
持
つ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
の
名
古
屋
城
の
築
城
と
と
も
に
、

名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
は
始
ま
っ
た
。

全
国
か
ら
多
く
の
職
人
が
集
ま
り
、
東
京
と
大
阪
の
中

間
地
点
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
特
性
か
ら
、
多
く
の
人
が

往
来
し
、
多
様
な
文
化
が
花
開
い
た
。

⑧
一一一一
血
苧

じr.・ 1潟、 E羽l

ユ
ネ
ス
コ
と
の
事
業
共
催
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
と

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
ち
、
他
の
加
盟
都
市
と
と

も
に
、
次
世
代
を
担
う
若
い
人
材
と
新
し
い
事
業
に
挑
戦

し
て
い
く
。

F
(

ロコマ
l
ク
に
込
め
た
想
い

名
古
屋
市
は
、
こ
れ
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
想
い
を

ロ
ゴ
マ

1
ク
に
込
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
シ

ン
ボ
ル
マ

l
ク
と
名
古
屋
市
章

の
「
丸
人
マ

l
ク
」
を
組
み
合

わ
せ
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
を
通
じ
て
、
産
学
官
が

一
体

と
な
っ
て
名
古
屋
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲

国際若手デザイナーワークショップ2008

そ
し
て
名
古
屋
市
は
、
か
ら
く
り
人
形
な
ど
の
モ
ノ
づ

く
り
の
文
化
・
伝
統
を
継
承
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ヵ
ー
な

ど
最
先
端
の
技
術
が
集
積
す
る
日
本
を
代
表
す
る
「
モ
ノ

づ
く
り
」
の
拠
点
と
な
っ
た
。

来
年
、
名
古
屋
市
は
開
府
四
百
年
を
迎
え
、
「
生
物
多

様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

(
C
O
p
m
)
」
や

「第

一
回
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
l
レ
」
な
ど
環
境
や
文
化
芸
術

に
関
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
名
古
屋
か
ら
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
、
つ

ま
り
残
し
て
い
く
べ
き
。
か
た
ち
ψ

や

クし
く
み
ヘ
忘

れ
て
い
た
あ
る
い
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
大
切
な
資
産

を
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
借
り
て
探
し
出
し
、
名
古
屋
と
い

う
ま
ち
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

江戸時代の町並みが残る有松地区
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特

「
文
化
蚕
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

金
沢
市

6 

歴
史
都
市
・創
造
都
市
と
し
て
魅
力
発
信

ー
独
特
の
輝
き
放
つ
ま
ち
の
実
現
へ
ま
い
進
|

(
「
金
沢
世
界
都
市
構
想
」
を
市
政
の
柱
に

金
沢
市
の
ま
ち
の
基
礎
は
、
今
か
ら
四
百
年
以
上
前
、

こ
の
地
域
を
統
治
し
た
加
賀
藩
前
田
家
に
よ
っ
て
確
立
さ

れ
た
。
歴
代
藩
主
は
、
い
ず
れ
も
争
い
を
避
け
て
学
術
・

文
化
の
奨
励
・
普
及
に
努
め
、
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦

に
お
い
て
も
、
ま
ち
は
戦
禍
に
遭
う
こ
と
な
く
、
現
在
で

も
藩
政
期
の
遺
構
や
往
時
の
ま
ち
な
み
が
残
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
旧

市
域
の
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
整
備
や
景
観
の
保
全
に

努
め
て
い
る
が
、

一
方
で
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
た
め
、

ま
ち
の
中
心
部
か
ら
金
沢
駅
、
そ
し
て
金
沢
港
に
至
る
都

心
軸
を
開
発
・
近
代
化
す
る
「
保
存
と
開
発
の
調
和
」
を

基
本
に
据
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

同
様
に
文
化
や
産
業
に
お
い
て
も
、
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、
常
に
革
新
の
営
み
を
加
え
、
創
造
性
に
富
ん
だ
文
化
・

産
業
を
創
出
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
都
市
戦
略
と
し
て

明
確
に
す
る
た
め
、
平
成
七
年
、
「
金
沢
世
界
都
市
構
想
」

を
策
定
し
、
小
さ
く
て
も
自
ら
の
存
在
を
主
張
し
う
る
ま

ち
、
世
界
の
中
で
独
特
の
輝
き
を
放
つ
世
界
都
市
・
金
沢

-
水
由
謙
一

の
実
現
を
市
政
の
柱
に
据
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
市
の
取
り
組
み
が
文
化
庁
か
ら
評
価
さ

れ
、
平
成
十
九
年
度
の
文
化
芸
術
創
造
都
市
と
し
て
の
表

彰
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
市
政
推
進
の
励
み
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
概
括
的
で
は
あ
る
が
本
市
に
お
け
る
創
造
都
市

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

、
、、
加
賀
藩
以
来
の

r
f
歴
史
的
景
観
を
保
全

金
沢
の
個
性
的
な
歴
史
的
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
が
、

本
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
も
あ
り
、
そ
の
景
観
を
舞

台
に
、
本
市
固
有
の
文
化
・
芸
術
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

金
沢
市
は
、
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
、
昭
和
四
十
三

年
に
「
金
沢
市
伝
統
環
境
保
存
条
例
」
を
制
定
し
、
伝
統

環
境
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
「
こ
ま
ち
な
み
保
存
条
例
」

や
「
用
水
保
全
条
例
」
な
ど
、
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
十
九
の
条
例
を
制
定
し
て
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
や

潤
い
あ
る
水
辺
空
間
の
保
全
に
努
め
て
き
た
。

特
に
、
用
水
は
、
五
十
五
本
、
延
べ
百
五
十

J
Mあ
り
、

清
流
が
美
し
く
、
金
沢
ら
し
い
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
っ
た
が
、
車
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
駐
車
場
を

確
保
す
る
た
め
用
水
の
上
に
ふ
た
が
か
か
り
美
観
上
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
景
観
を
改
善
す
る
た
め
、
ふ
た
を

取
っ
て
開
渠
化
し
、
用
水
の
上
へ
せ
り
出
す
よ
う
に
歩
道

を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
、
人
通
り
が
増
え
て
、
商
庖
街
が
活

性
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
旧
市
域
に
お
い
て
伝
統
的
建
造
物
の
面
的
保
存

か
ず
え

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
ひ
が
し
・
主
計
町
茶
屋
街
は
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
美

し
い
ま
ち
な
み
か
ら
市
を
代
表
す
る
観
光
地
と
な
っ
た
ほ

か
、
住
人
で
も
あ
っ
た
芸
妓
等
の
伝
統
芸
能
が
継
承
さ
れ
、

金
沢
文
化
の
発
信
地
と
も
な
っ
て
い
る
。

な
お
本
市
は
、
昨
年
施
行
さ
れ
た
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
に
基
づ
く
「
金
沢
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の

申
請
を
国
に
行
い
、
本
年

一
月
、
第

一
号
で
認
定
さ
れ
た
。

来
る
べ
き
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
に
向
け
て
、
無
電
柱

化
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
ハ

l
ド
面
で
の
整
備
や
ソ
フ
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ト
面
で
は
文
化
的
景
観
の
保
全
な
ど
、
「
歴
史
都
市
」
と

し
て
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
。

「
、
文
化
の
継
承
と

F
f
創
造
へ
の
取
り
組
み

金
沢
に
お
け
る
伝
統
文
化
は
、
芸
能
・
工
芸
・
食
で
あ
る
。

伝
統
芸
能
に
は
能
・
邦
楽
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
た
め
、
「
加
賀
宝
生
子
ど
も
塾
」
や
三
味
線
・

太
鼓
を
教
え
る
「
金
沢
素
曜
子
子
ど
も
塾
」
を
開
講
し
て

い
る
。
ま
た
、
伝
統
工
芸
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
「
金
沢
職
人
大
学
校
子
ど
も
マ
イ
ス
タ

l
ス
ク
ー

ル
」
や
、
将
来
の
一
流
の
工
芸
家
の
発
掘
と
育
成
を
め
ざ

す
「
金
沢
工
芸
子
ど
も
塾
」
を
開
講
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
い
文
化
創
造
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
旧

紡
績
工
場
の
倉
庫
群
を
改
造
し
、
一
九
九
六
年
に
「
金
沢

市
民
芸
術
村
」
を
設
置
し
た
。
そ
こ
で
は
、
文
化
を
担
う

若
人
た
ち
が
集
い
、
新
た
な
市
民
芸
術
の
創
造
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
演
劇
・
音
楽
等
の
練
習
や
成
果
発
表
の
場

市民芸術の創造活動を行う「金沢市民芸術村J

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
金
沢
に
な
か
っ
た
新
し
い
文
化
が
創

造
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二

O
O
四
年
に
は
、
金
沢
の
新
し
い
文
化
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
都
心
部
に
あ
っ
た
固
有
施
設
移
転
跡
地

に
、
丸
い
円
盤
の
よ
う
な
独
特
の
概
観
を
も
っ
「
金
沢
幻

世
紀
美
術
館
」
を
設
置
し
た
。

一
九
人

O
年
以
降
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

l
ア
l
ト
を
中

心
と
し
た
世
界
の
芸
術
作
品
を
収
集
・
展
示
す
る
と
と
も

に
、
地
元
の
伝
統
工
芸
・
伝
統
芸
能
と
現
代
ア
l
ト
の
融

合
を
め
ざ
す
こ
の
美
術
館
は
、
開
館
し
て

一
年
で
、
市
内

人
口
を
三
倍
ほ
ど
上
回
る
百
五
十
七
万
人
の
入
場
者
を
数

え
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
建
設
投
資
を
含
め
る
と
三
百

億
円
を
超
え
て
い
る
。

、
ク
ラ
フ
ト
分
野
で
世
界
初
、

f
ユ
ネ
ス
コ
「
創
造
都
市
」
登
録
の
認
定

さ
ら
に
、
創
造
都
市
・
金
沢
の
活
動
を
世
界
へ
発
信
し
、

国
際
的
な
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ま
ち
の
文
化
・
産

業
に
さ
ら
な
る
活
力
を
も
た
ら
す
た
め
、
昨
年
十
月
、
行

政
と
工
芸
団
体
、
経
済
団
体
、
市
民
団
体
で
組
織
す
る
「
金

沢
創
造
都
市
推
進
委
員
会
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ク
ラ
フ
ト
&
フ
ォ
ー
ク
ア

l
ト
分
野
へ
の
登

録
申
請
を
行
っ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
で
の
約
七
カ
月
の
審
査
を

経
て
、
こ
の
六
月
八
日
に
ク
ラ
フ

ト
分
野
に
お
い
て
世
界
で
初
め
て

登
録
が
認
定
さ
れ
た
。

金
沢
市
が
、
ク
ラ
フ
ト
分
野
で

の
申
請
を
行
っ
た
の
は
、
藩
政
期

よ
り
現
在
ま
で
、
工
芸
が
ま
ち
に

果
た
し
て
き
た
役
割
が
極
め
て
大

き
く
、
現
在
も
工
芸
品
が
日
常
生

活
の
中
で
愛
用
さ
れ
て
、
ま
ち
の

金沢箔を使用した工芸品

活
力
の
源
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

現
存
す
る
主
な
伝
統
工
芸
は
二
十
二
種
類
に
の
ぼ
り
、

代
表
的
な
伝
統
工
芸
品
と
し
て
、
国
の
伝
統
工
芸
品
産
業

の
振
興
に
関
す
る
法
律
に
指
定
さ
れ
た
業
種
で
あ
る
金
沢

箔
、
金
沢
漆
器
、
加
賀
友
禅
、
九
谷
焼
、
加
賀
繍
、
金
沢

仏
壇
が
あ
る
。

な
お
、
認
定
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
側
の
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
伝
統
工
芸
に
宿
る
美
と
技
の
創
造
性
を
生
か
し
て
、
近

代
的
な
技
術
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
努
力
や
、
若
い
世
代

の
伝
統
工
芸
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
金

沢
市
が
財
政
面
・
設
備
面
で
貢
献
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
0

.
、
創
造
都
市
の
推
進
に
よ
り

.
f
世
界
都
市
の
実
現
を
図
る

今
後
は
、
金
沢
創
造
都
市
推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
く
が
、
そ
の
代
表
的
事
業
で
あ

る

「世
界
創
造
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
本
年
も
十
月
十
六
日
に
開
催
す
る
。
「文

化
と
産
業
の
関
わ
り
」
を
テ

l
マ
と
し
た
基
調
講
演
や
、

国
内
外
の
創
造
都
市
か
ら
創
造
都
市
の
政
策
・
研
究
を

行
っ
て
い
る
実
務
担
当
者
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
。

ま
た
、
創
造
都
市
と
し
て
文
化
と
産
業
の
連
環
を
推
進

し
、
よ
り
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
本
年
中

に
創
造
都
市
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
へ
の
道
筋
や
「
手
仕
事
の
ま
ち
・

金
沢
」
を
世
界
へ
発
信
す
る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

最
後
に
、
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
認
定
を
機
に
、
世
界

の
様
々
な
都
市
と
の
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
途
上

国
に
お
け
る
工
芸
の
振
興
な
ど
の
国
際
協
力
に
も
積
極
的

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
世
界
に
お
け
る
金
沢
の
ス
テ
ー
タ
ス

を
高
め
、
世
界
都
市
・
金
沢
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

単純治19 2009・9月号
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「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

7 

神
戸
市

「
文
化
創
生
都
市
富
一
を
活
力
の
源
に

ー
神
戸
市
の
取
り
組
み
と
新
た
な
創
造
都
市
戦
略
|

、
震
災
復
興
に
も
文
化
・
芸
術
が

f
大
き
な
役
割
果
た
す

神
戸
は
開
港
以
来
、
港
を
通
じ
て
外
国
と
の
交
流
を
行

い
、
人
、
物
、
情
報
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
外
国
文
化
の

導
入
・
加
工
・
伝
達
を
行
う
「
文
化
の
調
訳
と
伝
達
」
と

い
う
歴
史
を
築
き
あ
げ
、
異
文
化
交
流
の
最
先
端
と
し
て
、

多
様
で
重
層
な
文
化
が
根
付
き
、
共
存
し
て
き
た
。

ま
た
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
よ
り
、
神
戸
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、

復
興
の
過
程
で
は
、
音
楽
や
芸
術
作
品
な
ど
の
力
に
よ
っ

て
多
く
の
市
民
が
励
ま
さ
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、

文
化
・
芸
術
は
震
災
復
興
の
活
力
と
な
っ
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
神
戸
の
ま
ち
の
歴
史
や
経
験
を
踏
ま
え
、

文
化
・
芸
術
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
市
民

と
と
も
に
考
え
、
共
有
す
る
基
本
理
念
と
し
て
、
平
成
十

六
年
十
二
月
に
「
神
戸
文
化
創
生
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
。

神
戸
の
ま
ち
の
魅
力
、
震
災
の
体
験
と
発
信
、
こ
れ
か

ら
の
神
戸
づ
く
り
と
い
う
文
言
か
ら
な
る
こ
の
宣
言
こ

そ
、
神
戸
に
と
っ
て
大
切
に
す
べ
き
文
化
振
興
の
源
で
あ

神
戸
市
国
際
文
化
観
光
局
長

-

大
森
伸
一

る
と
考
え
て
い
る
。

、
宣
言
の
具
体
的
な
取
り
組
み

f
「
文
化
創
生
都
市
推
進
プ
ラ
ン
」

こ
の
宣
言
を
受
け
、
平
成
十
七
年
六
月
に
、
市
の
中
期

計
画
「
神
戸
2
0
1
0
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の

一
つ
と
し
て
「
文
化
創
生
都
市
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
市
民
・

N
P
0
・
大

学
・
企
業
等
が
行
政
と
と
も
に
協
働
と
参
画
の
精
神
で
、

以
下
の
よ
う
な
四
つ
の
重
点
事
業
を
進
め
、
い
き
い
き
と

し
た
活
力
を
生
み
出
す
「
文
化
創
生
都
市
」
を
目
指
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。

(
1
)
市
民
の
文
化
活
動
の
支
援
:
・
芸
術
文
化
活
動
助
成

制
度
・
行
事
後
援
に
よ
る
支
援
、
区
民
セ
ン
タ
ー
等

で
の
講
座
事
業
の
実
施
、
開
館
時
間
の
延
長
等
の
市

民
ニ

l
ズ
の
応
じ
た
文
化
施
設
の
運
営
な
ど
。

(
2
)
文
化
に
学
び
、
芸
術
に
磨
か
れ
る
ま
ち
づ
く
り
:
・

神
戸
国
際
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
芸
術
家
を

育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、
子
ど
も
対
象
の
体
験

講
座
や
鑑
賞
会
等
の
実
施
な
ど
。

(3)
文
化
・
芸
術
を
活
か
し
た
産
業
や
賑
わ
い
の
創
出

-
・
・
既
存
施
設
を
活
用
し
た
神
戸
文
学
館
や
海
外
移
住

と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
神
戸
な
ど
の
映
像
関
連
事
業
の
実
施
、
ま
ち

か
ど
で
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
「
ま
ち
の
ア

l
ト
ス
テ
ー

ジ
」
の
実
施
な
ど
。

(
4
)
神
戸
ら
し
い
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
・
強
化
:
・
「
音

楽
の
ま
ち
」
神
戸
の
推
進
、
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
神
戸
の
特
色
あ
る
文
化
の
情
報
発
信
、
六
甲

全
山
縦
走
大
会
等
の
ま
ち
ゃ
自
然
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
。

2009・9月号20泊劫~'i!)

、
「
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
は

f
多
種
多
様
な
芸
術
作
品
を
展
示

平
成
十
九
年
か
ら
は
、
神
戸
の
文
化
施
策
の
最
も
大
き

な
取
り
組
み
と
し
て
、
「
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
戸
に
芸
術
文
化
の
力
を
結
集
し

て
内
外
に
発
信
す
る
機
会
を
設
け
、
神
戸
の
芸
術
文
化
の

まちのアートステージ(ジャズ)
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時期平成21年10月3日(土)

-ll月23日(月・祝) 52日間

内容

。メリケンパーク会場(アートインコンテナ国際展、グリーンアー

ト展、現代陶芸展、アーティスティックフォト展、大道芸、い

けばな未来展、災害と 「人のわwaJ映像展、 CANあ一つ「仲

間たちJ-障がいのある人たちの表現~、文化庁メディア芸術
祭受賞'作品展 ほか)

。兵庫県立美術館会場 (招待作家展LINKーしなやかな逸脱)

0神戸港会場(神戸港 ・海上アート展)
。三宮・元町商庖街ほか(三宮・元町アートプロジェクト

[公式Hp] http://www.kobe-biennale.j 

ほか)

さ
ら
な
る
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
、

活
性
化
に
つ
な
げ
る
試
み
と
し
て
、

二
年
に

一
度
開
催
す

る
芸
術
文
化
の
祭
典
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
十

1
十

一
月
に
は

一
回
目
の
「
神
戸
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ

2
0
0
7
」
を
開
催
し
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
内
を

展
示
空
間
と
し
て
作
品
を
展
開
す
る
「
ア
l
ト
イ
ン
コ

ン
テ
ナ
展
」
な
ど
の
多
彩
な
芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

多
数
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
展
す
る
と
と
も
に
、
延
べ
十

四
万
四
千
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
元
の
芸
術
関
係
者
等
を
中
心
に
「
神
戸
A

R
T
サ
ボ

I
タ
l
ズ
」
が
発
足
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
の
活
動
を
継

続
的
に
展
開
し
て
お
り
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
に
は
二
回
目
と
な
る
「
神
戸
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ

2
0
0
9
」
を
開
催
す
る
。

、、
新
た
な
創
造
都
市
戦
略
と
し
て

f
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
を
推
進

神
戸
市
で
は
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
、
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
、
そ
し
て
、
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
神
戸
の
持
つ
強
み
で
あ
る
「
ま
ち
な
み
」
「
く
ら
し

の
文
化
」
「
も
の
づ
く
り
の
技
術
」
を
、
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
で
見
つ
め
な
お
し
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
魅
力
と
活
力
を
創
り
出
し
、
く
ら
し
の
豊
か
さ
を
創
造

す
る
創
造
都
市
戦
略
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
を
推
進

し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
に
は
、
「
『デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
』

推
進
の
た
め
の
基
本
的
方
針
」
を
策
定
し
、

①
「
ま
ち
の

デ
ザ
イ
ン
」
、

②

「
も
の
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
」
、

③
「
く

ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
き
て
お
り
、
平
成
二
十
年
十
月
十
六
日

に
は
ユ
ネ
ス
コ

・
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
デ
ザ
イ

ン
都
市
」
へ
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
九
月
五

1

十
三
日
に
市
立
博
物
館
な

ど
を
会
場
に
、
私
た
ち
の

充
足
感
や
わ
く
わ
く
感
を

喚
起
す
る
独
自
の
「
も
の

が
た
り
」
を
持
つ
製
品
を

展
示
す
る
「
感
性
価
値
創

造
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
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n 

K
O
B
E
」
を
開
催
す

る
ほ
か
、
「
K
O
B
E
デ

旧神戸生糸検査所

ザ
イ
ン
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
「
(
仮
称
)
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
な
ど
も
実
施
す
る
。

ま
た
、
貴
重
な
歴
史
的
資
源
で
あ
る
「
旧
神
戸
生
糸
検

査
所
」
を
、
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
ク
創
造
と
交
流
。
の
拠
点
な
ど
の
「
デ
ザ
イ
ン
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
プ
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
。

今
後
も
、
ユ
ネ
ス
コ
の
認
定
を
契
機
に
新
し
い
交
流
と

連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
神
戸
の
魅
力
と
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・

神
戸
」
の
取
り
組
み
を
囲
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
神
戸
を
、
多
く
の
人
が
集
い
、
交
流
を
深

め
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
質
の
高
い
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
よ
う
な
、
楽
し
く
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た

め
、
市
民
・

N
P
O
、
教
育
機
関
・
専
門
家
、
経
済
界
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
協
働
し
、
「
文
化
創
生
都
市
・
神
戸
」
、

「
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
」
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

~越誠治21 2009・9月号
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「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

山
口
県
萩
市

8 

『
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
』
の
取
り
組
み

ー
市
民
が
主
役
、
文
化
の
香
り
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
|

萩
市
は
、
山
口
県
北
部
に
位
置
し
、
日
本
海
に
注
ぐ
阿

武
川
の
河
口
三
角
州
上
に
市
街
地
が
広
が
る
人
口
六
万
人

弱
の
都
市
で
あ
る
。

萩
の
名
が
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
、
中
園
地
方
八
カ
国

百
十
二
万
石
を
領
有
し
、
広
島
に
居
城
を
構
え
て
い
た
毛

利
輝
元
が
、
関
が
原
の
戦
い
で
敗
れ
、
慶
長
九
年
(
一
六

O
四
年
)
に
阿
武
川
河
口
の
指
月
山
の
麓
に
城
を
築
き
、

城
下
町
を
造
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

以
降
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三
年
)
に
藩
庁
が
山
口
に

移
さ
れ
る
ま
で
の
二
百
六
十
年
間
、
防
長
二
州
の
藩
都
と

し
て
繁
栄
し
た
。
幕
末
に
は
吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作
、
木

戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
ら
多
く
の
志
士
を
輩
出

し
、
日
本
近
代
化
の
礎
と
な
る
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
o

t

、
江
戸
時
代
の
地
図
が

F
f
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち

市
内
に
は
、
土
塀
や
石
垣
、
武
家
屋
敷
、
町
家
、
古
剃

等
の
歴
史
的
建
物
や
、
伝
統
的
な
町
並
み
が
残
っ
て
お
り
、

特
に
三
角
州
内
は
、
今
で
も
「
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の

ま
ま
使
え
る
ま
ち
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
萩
市
は
「

一
楽、

二
萩、

三
唐
津
」
と
う
た
わ

萩
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
次
長

.

弘

健
助

れ
、
最
も
優
れ
た
茶
器
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
伝

統
工
芸
の
萩
焼
で
も
有
名
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
り
現
地
に
渡
っ

た
毛
利
輝
元
が
、
朝
鮮
の
陶
工
、
李
勺
光
(
り
し
や
つ
こ

う
)
、
李
敬
(
り
け
い
)
兄
弟
を
連
れ
帰
り
、
萩
築
城
に
伴
っ

て
城
下
に
開
窯
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

萩
市
は
、
城
下
町
や
明
治
維
新
の
歴
史
の
跡
が
多
く
残

る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
遺
産
や
文
化
財
を
保
存
・
活
用
す

る
こ
と
を
主
な
政
策
と
し
て
き
た
。

大
正
十

一
年
に
は
、
「
史
蹟
名
勝
記
念
物
法
」
に
基
づ
き
、

明
治
維
新
の
跡
で
あ
る
松
下
村
塾
や
吉
田
松
除
幽
囚
の
旧

宅
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
「
文
化

財
保
護
法
」
に
基
づ
き
、
萩
城
跡
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
「
萩
市
文
化
財
保
護
条
例
」
を
制

定
し
、
多
く
の
武
家
屋
敷
や
土
塀
、
石
橋
等
を
市
指
定
文

化
財
に
指
定
し
、
保
存
を
開
始
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
「
萩
市
歴
史
的
景
観
保
存
条
例
」

を
制
定
し
、
武
家
屋
敷
、
土
塀
や
石
塀
等
の
歴
史
的
町
並

み
の
保
存
を
開
始
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
「
文
化
財
保
護
法
」
が
改
正
さ
れ
、
歴

史
的
町
並
み
を
文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、
上
級
武
家
地
で
あ

り
「
萩
城
三
の
丸
」
で
あ
っ
た
「
堀
内
地
区
」
と
中
級
武

家
地
で
あ
っ
た
「
平
安
古
(
ひ
や
こ
)
地
区
」
の
二
地
区

が
、
昭
和
五
十

一
年
に
全
国
で
初
め
て
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

ま
た
平
成
十
三
年
に
は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
建

物
が
多
く
残
り
、
港
町
と
し
て
藩
の
経
済
を
支
え
て
い
た

「
浜
崎
地
区
」
が
、
萩
市
で
三
番
目
の
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

『白
、、
歴
史
の
町
「
萩
」
の

r
f
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

そ
の
後
、
平
成
十
六
年
に
は
、
萩
開
府
四
百
年
を
迎
え

た
こ
と
を
契
機
に
、
新
し
い
萩
博
物
館
を
開
館
す
る
と
と

も
に
、
ま
ち
全
体
を
「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
に
見
立
て
、

数
多
く
の
歴
史
的
遺
産
や
文
化
遺
産
を
現
地
に
あ
り
の
ま

ま
に
展
示
し
、
そ
れ
を
分
か
り
ゃ
く
解
説
し
な
が
ら
、
同
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時
に
そ
れ
を
根
拠
に
し
た
新
た
な
文
化
を
創
造
し
、
歴
史

に
調
和
し
た
地
域
の
景
観
づ
く
り
を
目
指
す
「
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」
を
打
ち
立
て
た
。

こ
れ
は
、
市
民
と
行
政
が
手
を
携
え
て
、
文
化
財
を
保

存
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、
未
指
定
文
化
財
を
掘
り
起
こ

し
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
の
町
「
萩
」
の
価
値
を

高
め
、
魅
力
あ
る
都
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
平
成
十
六
年

に
市
民
約
百
人
で
発
足
し
た
N
P
O
法
人
「
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
」
や
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
等
の
住
民

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

こ
の

N
P
O
法
人
は
、
萩
博
物
館
の
受
付
、
シ
ョ
ッ
プ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
・
喫
茶
、
館
内
ガ
イ
ド
、
清
掃
等
に
よ
る
管

理
運
営
を
行
う
ほ
か
、
萩
の
文
化
、
歴
史
、
町
並
み
、
風

景
、
民
俗
、
人
物
等
の
「
お
た
か
ら
」
の
発
掘
と
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
及
び
そ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

1 

博物館内でガイドをするNPOまちじゅう博物館会員

る
。
ま
た
、
外
国
人
来
館
者
へ
の
ガ
イ
ド
や
英
語
の
解
説

書
・
標
識
の
作
成
、
学
芸
員
の
補
助
作
業
も
行
っ
て
い
る
。

「
、
盛
ん
な
住
民
グ
ル
ー
プ
の

r
f
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

浜
崎
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
は
、
会
員
約
八
十

人
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
浜
崎
し
っ
ち
よ
る
会
」
が
組
織
さ

れ
て
お
り
、
地
区
内
に
あ
る

一
般
公
開
の
伝
統
的
建
造
物

の
維
持
管
理
や
、
観
光
客
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
古
民
家
再
生
意
識
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
修
理

中
の
伝
統
的
建
造
物
の
見
学
会
や
建
築
相
談
会
も
開
催
し

て
い
る
。
五
月
第
三
日
曜
日
に
は
、
浜
崎
地
区
内
の
伝
統

的
建
造
物
を
公
開
し
、
建
物
内
に
家
宝
を
展
示
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
市
内
外
の
多
く
の
来
訪
者
を
楽
し
ま
せ
る

と
と
も
に
、
歴
史
的
建
物
や
民
俗
品
の
保
存
意
識
を
啓
発

し
て
い
る
。

観光客で賑わう浜崎でのイベン卜

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
以
外
の
地
区
で
も
、
例
え

ば
国
指
定
史
跡
「
松
下
村
塾
」
の
付
近
の
住
民
グ
ル
ー
プ

「
維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
松
下
村
塾
周
辺
地
区

の
歴
史
の
跡
を
調
べ
、
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
地
区
内
の

志
士
達
の
旧
宅
や
史
跡
等
を
周
遊
す
る
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
志
士
達
の
事
跡
を
ま
と
め
た
本
を
出
版
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
が
、
市
、

市
民
、

N
P
O
法
人
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
観
光
客
や
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
託
金
(
百

円
信
託
)
に
よ
り
、
民
間
所
有
の
未
指
定
文
化
財
の
保
存

修
理
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
鉄
道
の
父
井
上
勝
旧
宅
の
門
の
修
理
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く
住
吉
神
社
祭
礼
の
山
車
「
猿
田
彦
面
(
さ

る
た
ひ
こ
め
ん
)
」
の
修
理
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
大
名

行
列
道
具
類
の
修
理
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
金
谷
神
社
御

神
幸
の
牛
車
「
御
網
代
車
(
お
あ
じ
ろ
く
る
ま
)
」
の
修

理
を
行
っ
て
い
る
。

ー
、
今
秋
に
は
吉
田
松
陰
を

『

f
題
材
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も

ま
た
、
芸
術
に
つ
い
て
は
、
本
年
が
吉
田
松
陰
殉
節
百

五
十
年
と
な
る
の
を
記
念
し
、
次
代
を
担
う
子
供
や
若
者

が
文
化
芸
術
に
親
し
み
、
将
来
の
地
域
文
化
を
支
え
る
人

材
と
な
る
よ
う
、
松
陰
先
生
の
偉
業
を
題
材
と
し
た
市
民

出
演
に
よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「

S
H
o
w
-
N
i若

き
志
士
た
ち

1
」
を
十

一
月
に
開
催
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
歴
史
的
町
並
み

や
文
化
財
、
未
指
定
文
化
財
や
民
俗
品
等
を
大
切
に
保
存
・

活
用
し
、
ま
た
、
市
民
が
芸
術
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

萩
市
の
魅
力
を
増
大
し
、
市
民
や
観
光
客
が
文
化
の
香
り

を
た
し
な
む
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
い
て

推
進
し
て
い
き
た
い
。
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文
学
的
土
壌
を
活
か
し
全
国
発
信

ー
俳
句
や
こ
と
ば
を
大
切
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
|

特

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

に
ぎ
た

づ

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今

は
こ
ぎ
い
で
な
(
額
田
王
)

万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
か
ら
は
、
月
光
を
浴
び
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
松
山
沖
の
瀬
戸
内
海
に
船
出
し
よ
う
と

す
る
光
景
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。

古
く
は
、
日
本
書
紀
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
日
本
最
古

の
道
後
温
泉
を
擁
す
る
松
山
市
は
、
瀬
戸
内
海
に
臨
む
気

候
温
暖
、
風
光
明
娼
な
ま
ち
で
、
市
の
中
心
部
に
位
置
す

る
松
山
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
今
年
、
市

制
施
行
百
二
十
周
年
を
迎
え
た
松
山
市
の
文
化
創
造
に
向

け
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

本
市
は
、
近
代
俳
句
を
提
唱
し
た
正
岡
子
規
を
先
駆
者

に
、
そ
の
門
人
の
柳
原
極
堂
、
河
東
碧
梧
桐
、
高
浜
虚
子

等
、
数
多
の
俳
人
を
輩
出
し
て
き
た
。
そ
の
流
れ
は
今
日

ま
で
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で

も
俳
句
専
門
の
コ
ー
ナ
ー
が
毎
週
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
市

民
の
聞
に
深
く
根
付
い
て
い
る
。
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
句
碑
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
規
の
友
人
で
あ
り
俳
句
の
弟
子
で
も
あ
っ
た

夏
目
激
石
が
、
旧
制
松
山
中
学
(
現
県
立
松
山
東
高
校
)

9 

あ
る
。
受
賞
作
品
の
中
か
ら
は
「
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ

し
ょ
い
」
な
ど
数
作
品
が
書
籍
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
映

画
化
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
等
さ
れ
て

お
り
、
新
人
作
家
の
登
竜
門
的
存
在
と
し
て
定
着
し
て
き

た
。
椎
名
誠
・
早
坂
暁
・
中
沢
新

一
・
高
橋
源

一
郎
(
敬

称
略
)
と
い
う
豪
華
メ
ン
バ
ー
が
審
査
員
を
務
め
て
い
る

こ
と
も
魅
力
の

一
つ
で
あ
る
。

今
年
は
第
十

一
回
の
受
賞
作
発
表
年
(
一
年
目
は
募
集

年、

二
年
目
が
審
査
発
表
年
と
い
う
二
カ
年
事
業
)
に
あ

た
り
、
千
百
点
を
超
え
る
力
作
が
十

一
月
末
の
審
査
結
果

を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
、、
「
俳
句
甲
子
園
大
会
」
は

r
f
松
山
の
夏
の
風
物
詩
に

平
成
十
年
に
社
団
法
人
松
山
青
年
会
議
所
が
始
め
た

松
山
「
俳
句
甲
子
園
」
全
国
高
校
俳
句
選
手
権
大
会
。
子

規
没
後
百
周
年
に
あ
た
る
平
成
十
三
年
の
第
四
回
大
会
か

ら
は
俳
都
松
山
ら
し
い
事
業
と
し
て
、
市
が
共
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
現
在
で
は
市
民
で
構
成
す
る
N
P
O
法

人
俳
句
甲
子
園
実
行
委
員
会
が
実
質
的
に
運
営
し
て
お

り
、
本
市
の
目
指
す
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化

泌総;i!) 2009・9月号 24

松
山
市

松
山
市
総
合
政
策
部
国
際
文
化
振
興
課
主
任

白
形
誠
基

• 

に
赴
任
し
て
い
た
当
時
の
松
山
を
舞
台
に
著
し
た
小
説

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
市
民
の
財
産
と
し
て
今
も
な
お
読

み
継
が
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
演
劇
等
で
も
た
び
た
び
上

演
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
後
に
は
、
お
座
敷
芸
で
知
ら

れ
る
「
野
球
拳
お
ど
り
」
が
「
こ
と
ば
」
の
遊
び
か
ら
生

ま
れ
、
全
国
に
広
が
っ
た
。

、
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」
に
は

f
毎
回
千
点
以
上
の
応
募
作

をに募 青 一 文た年のに
超は集春斬環学「を市ちこ
え、す文新で賞坊機制なの
る毎る学なあ」つに施んよ
応回こ小作るもち創行だう
募千の説風 。そや設百まな
が点賞をの のんし周ち文

づ学
く的
り士
を壌
目を
指ベ
し 1
てス

る
。本

平市
成は
元文
年学

BJ..II 
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し
た
も
の
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

県
内
の
高
校
九
校
で
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
も
、
十
二
回

目
と
な
る
今
回
、
全
国
二
十
七
都
道
府
県
か
ら
五
十
五
校

八
十
六
チ
l
ム
が
参
加
す
る
大
会
へ
と
成
長
。
予
選
を
通

過
し
た
三
十
六
チ
l
ム
に
よ
る
人
月
の
決
勝
大
会
は
、
松

山
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
全
国
十
七
会

場
で
開
催
し
た
地
方
大
会
に
は
、
過
去
に
「
俳
句
甲
子
園
」

に
出
場
し
た
O

B
・
O

G
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
加
わ
り
、
運
営
面
に
お
い
て
も
全
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
全
都
道
府
県
の
高
校
が
参
加
す
る
文
字

通
り
「
俳
句
甲
子
園
」
全
国
高
校
俳
句
選
手
権
大
会
に
発

展
さ
せ
、
高
校
生
の
国
語
力
の
向
上
及
び
俳
句
文
化
の
普

及
・
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
-る
。
な
お
、
平
成
十
四
年
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
が
映
画
監
督
の
萩
上
直
子
氏
の
目
に
留
ま

り
、
こ
の
大
会
を
題
材
に
し
た
映
画
「
恋
は
五
・
七
・
五
!
」

が
制
作
さ
れ
、
平
成
十
七
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

喝
t

、、
「
こ
と
ば
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

r
f
文
化
づ
く
り
事
業

前
出
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」
、
松
山
「
俳
句
甲
子
園
」

全
国
高
校
俳
句
選
手
権
大
会
も
、
ジ
ャ
ン
ル
は
違
う
が
、

ど
ち
ら
も
「
こ
と
ば
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
と
い

う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、
「
こ
と
ば
の
ち

か
ら
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
二
十

一
世
紀
の
松
山
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
づ
く
り
事
業
」
を
進
め
る
た
め
、
平
成

十
二
年
に
市
民
で
構
成
す
る
「
松
山
二
十

一
世
紀
イ
ベ
ン

ト
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
の
第

一
弾
が
、
同
年
度
に
実
施
し
た
「
だ
か
ら
、
こ

と
ば
大
募
集
」
。
こ
の
事
業
で
は
、
全
国
か
ら
実
に

一
万

二
千
点
も
の
「
こ
と
ば
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
か
ら

百
点
を
選
出
し
、
以
後
、
様
々
な
形
で
市
民
の
目
に
留
ま

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
に
は
「
松
山
二
十

一
世
紀
イ
ベ
ン
ト
委
員

会
」
か
ら
、
「
こ
と
ば
の
ち
か
ら
実
行
委
員
会
」
に
衣
替

え
し
、
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
委
員
会
に
転
機
が
訪
れ
た
の
が
、
平
成
十
七
年
三

月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十

一
回
「
平
和
の
日
」
松
山

の
集
い
(
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
松
山
市
共
催
)
で
あ
っ
た
。

前
日
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
た
芥
川
賞
作
家
の
新
井

満
氏
が
、
庁
舎
内
に
飾
ら
れ
て
い
た
平
成
十
二
年
度
の
「
だ

か
ら
、
こ
と
ば
大
募
集
」
の
市
長
賞
受
賞
作
品
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
即
興
で
歌
に
仕
上
げ
、
市
民
の
前
で
披

露
し
た
。

後
に
、
「
こ
の
街
で
」
と
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
こ
の

曲
は
、
市
民
の
間
で
大
反
響
を
呼
び
、
翌
年
五
月
に
は
C

D
化
し
て
全

国
発
売
。
静

か
な
ブ

l
ム

と
な
り
、
今

で

は

九

組

(
個
人
を
含

む
)
の
歌
手

ことばのちから大凧

るス D に
。さ化よ
れリっ
てリて
い 1 C 

こ
の
曲
に

よ
っ
て
松
山

が
注
目
さ
れ

る
こ
と
と
な

り
、
委
員
会
は
、
大
賞
受
賞
作
品
以
外
の
作
品
に
も
着
目

し
、
「
街
は
こ
と
ば
の
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
と
し
て
、
こ
と
ば

の
ち
か
ら
が
味
わ
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
。
松
山
城

登
山
リ
フ
ト
の
安
全
ネ
ッ
ト
上
や
、
市
民
の
足
と
し
て
愛

用
さ
れ
て
い
る
市
内
電
車
両
側
面
と
い
う
意
外
な
場
所
に

も
掲
示
す
る
な
ど
、
市
民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。
さ
ら
に
昨
年
度
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
「
こ
と
ば
」

を
声
で
表
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
響
け
!
言
霊
ク
こ
と
ば

の
が
っ
し
よ
う
。

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
。
子
ど
も
た

ち
の
熱
演
は
特
別
審
査
員
を
務
め
た
新
井
満
氏
ら
を
感
動

さ
せ
て
お
り
、
第
二
回
と
な
る
十

一
月
の
開
催
に
向
け
て

鋭
意
準
備
中
で
あ
る
。

一
、
「
坂
の
上
の
雲
の
ま
ち
づ
く
り
」

一

f
の
取
り
組
み
も

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
俳
句
や
「
こ
と
ば
」
を
テ
l
マ
に

し
た
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
市
民
団
体
等
に
よ
り
開
催
さ

れ
て
お
り
、
「
こ
と
ば
」
を
大
切
に
す
る
ま
ち
松
山
の
文

化
財
産
と
言
え
る
ま
で
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

同
時
に
本
市
で
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
坂
の
上
の

雲」

に
描
か
れ
た
、
本
市
出
身
の
正
岡
子
規
や
秋
山
好
古
・

真
之
兄
弟
ら
明
治
人
の
生
き
方
に
学
ぼ
う
と
、
平
成
二
年

か
ら
「
坂
の
上
の
雲
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
小

説
ゆ
か
り
の
資
源
が
点
在
す
る
ま
ち
全
体
を
。
屋
根
の
な

い
博
物
館
。
と
捉
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構

想
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

最
後
に
、
「
こ
の
街
で
」
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

市
民
に
と
っ
て
こ
う
あ
り
た
い
松
山
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
、
本
市
出
身
の
桂
綾
子
さ
ん
の
こ
と
ば
を
紹
介
す
る
。

「
恋
し
、
結
婚
し
、
母
に
な
っ
た
こ
の
街
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
!
」

泊域~匂25 2009・9月号



特

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

集

10 

北
九
州
市

地
域
文
化
を
担
う
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇

i
諸
施
設
活
か
し
「
ア
l
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
め
ざ
す
|

北
九
州
市
は
、
九
州
最
北
端
に
位
置
す
る
人
口
九
十
八

万
を
数
え
る
九
州
初
の
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。

古
く
は
小
笠
原
藩
の
城
下
町
あ
る
い
は
長
崎
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
が
、

一
般
に
は
、
わ
が
国
の
近
代
化

を
支
え
た
人
幡
製
織
所
を
中
心
と
す
る
重
化
学
工
業
都

市
、
最
近
で
は
、
公
害
を
克
服
し
た
環
境
モ
デ
ル
都
市
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

本
市
に
お
い
て
も
、
美
術
館
や
図
書
館
、
ホ
ー
ル
な
ど

一
と
お
り
の
文
化
施
設
は
そ
ろ
っ
て
は
い
る
が
、
文
化
芸

術
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
プ

ロ
劇
団
、
芸
術
系
大
学
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
文

化
芸
術
の
切
り
口
か
ら
北
九
州
市
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
北
九
州
市
の
独
特
な
文
化
土
壌

文
化
芸
術
の
受
容
過
程
に
お
い
て
、
本
市
は
独
特
な
歴

史
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
と
は
「
企
業
の
福

利
厚
生
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
」
、
あ
る
い
は
「
企
業

内
の
ク
ラ
ブ
活
動
的
な
も
の
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
昭

和
三
十
三
年
に
旧
ソ
連
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ
ル

北
九
州
市
企
画
文
化
局
文
化
振
興
課
文
化
企
画
係
長

周
囲
和
彦

• 

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
が
八
幡
製
織
所
の
体
育
館
で
演
奏

会
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
)
。

中
で
も
演
劇
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
現
在

で
は
職
場
演
劇
自
体
は
廃
れ
た
よ
う
だ
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア

と
は
い
え
レ
ベ
ル
の
高
い
演
劇
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け
継

が
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

特
に
、
平
成
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
北
九
州
演
劇
祭
」

(
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
運
営
方
法
を
変
え
、
「
北
九
州
演

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
名
称
変
更
)
は
、
。
演
劇
の
ま

ち
北
九
州
ψ

と
し
て
市
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
平
成
十
五
年
の
「
北
九
州
芸
術
劇
場
」
開
設
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

北
九
州
芸
術
劇
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
劇
場
の

H
P
に

も
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
ご

紹
介
し
た
い
。

こ
の
劇
場
は
、
本
市
の
都
心
地
区
の
再
開
発
事
業
と
し

て
建
設
さ
れ
た
複
合
商
業
施
設
「
リ
バ

l
ウ
ォ

1
ク
北
九

州
」
の
中
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
・
中
・
小
の
三
つ
の
ホ
ー

ル
を
持
つ
舞
台
芸
術
施
設
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
・
小
ホ

l

ル
は
演
劇
専
用
の
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
貸
館
も
行
う
が
、
目
玉
は

『創
る
』
『
育
つ
」

「観
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
自
主
事
業
で
あ
る
。
劇

場
が
「
賑
わ
い
の
拠
点
」
、
「
文
化
創
造
の
拠
点
」
、
「
地
域

文
化
の
拠
点
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
十
年
計
画
に
基

づ
き
、
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

『
、
北
九
州
芸
術
劇
場
で

r
f
有
名
劇
団
が
公
演

北
九
州
芸
術
劇
場
の
利
用
者
数
は
、
表
1
の
と
お
り
で
、

平
成
十
五
年
八
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
平
成
二
十
年
度
末
ま

で
の
累
計
は
百
六
十
五
万
人
に
達
し
て
い
る
。
利
用
者
の

多
く
は
「
リ

パ
l
ウ
オ
ー

ク
北
九
州
」

の
中
で
食
事

や
買
い
物
を

す

る

わ

け

で
、
ま
ち
の

活
性
化
に
も

貢
献
す
る
こ

と
に
な
る
。

2009・9月号26迫政事~'0

そ
の
よ
う
な

要
素
も
含
め

て
試
算
し
た

劇
場
の
経
済

波

及

効

果

は
、
表
2
の

と
お
り
だ
。

ま
た
、
雇

用
効
果
も
そ

れ
な
り
に
見



「文化芸術創造都市Jをめざして特集

込
ま
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
舞
台
芸
術
の
専
門
家
の

U
タ
l
ン
、
あ
る
い
は

I
タ
l
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
せ
っ
か
く
育
て
た
優
秀
な
人
材
が
、
結
局
は
東
京
に
取

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
地
方
都
市
共
通
の
悩
み
が
あ
る
と

思
う
が
、
こ
の
劇
場
で
は
、
東
京
で
得
た
高
い
レ
ベ
ル
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
地
元
の
演
劇
関
係
者
に
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ウ
ト
リ
l
チ
な
ど
を
通
じ
て
、
学

校
教
育
や
生
涯
学
習
の
分
野
で
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。演
劇
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
福
祉
の
分
野
で
も

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
劇
場
の
十
年
計
画

も
後
半
に
入
っ
て
い
る
が
、
劇
場
を
中
心
と
し
た
文
化
芸

術
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら

の
さ
ら
な
る
効
果
も
期
待
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

北
九
州
芸
術
劇
場
は
、
「
『創
る
』
『
育
つ
』
「
観
る
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
演
劇
事
業
を
展
開
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
地
域
文
化
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
若
手
演
劇

人
の
育
成
、
小
中
学
校
で
の
表
現
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
多

彩
な
鑑
賞
事
業
な
ど
、
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、

巴

北九州芸術劇場が入居するリバーウオーク北九州

〆目

。;;1

ーニニム句.

地
域
に
立
脚
し
た
公
立
劇
場
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
」
こ

と
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
J
A
F
R
A
ア
ワ
ー
ド
(
総

務
大
臣
賞
)
を
受
賞
し
た
。

現
在
で
は
、
東
京
な
ど
の
名
の
あ
る
劇
団
も
、
こ
の
劇

場
で
公
演
す
る
こ
と
が
一
種
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
ま
で
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

円
(
諸
施
設
を
活
用
し
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

本
市
で
は
、
北
九
州
芸
術
劇
場
の
他
に
も
、

O
現
代
美
術
の
研
究
・
学
習
機
関
で
、
世
界
的
評
価
の
高

い
「
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
・

C
C
A
北
九
州
」

O
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
専
用
ホ

1
ル
で
、
北
九
州
国
際
音
楽

祭
の
メ
イ
ン
会
場
で
も
あ
る
「
響
ホ
l
ル」

O
本
市
ゆ
か
り
の
文
芸
作
品
等
を
紹
介
し
、
市
民
の
文
芸

活
動
を
支
援
す
る
「
文
学
館
」
と
「
松
本
清
張
記
念
館
」

O
舞
台
芸
術
の
練
習
施
設
と
し
て
人
気
の
あ
る
「
大
手
町

練
習
場
」

O
技
術
革
新
や
デ
ザ
イ
ン
を
テ

l
マ
に
し
た
「
北
九
州
イ

ノ
ベ

l
シ
ヨ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

O
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
活
動
の
場
と
し
て
廃
校
を
活
用

し
た
「
門
司
港
ア
l
ト
村
」

O
市
内
各
地
を
会
場
と
す
る
「
北
九
州
芸
術
祭
」
、
「
北
九

州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
、
「
北
九
州
シ
テ
ィ

オ
ペ
ラ
」
、
「
街
じ
ゅ
う
ア
l
ト
i
n
北
九
州
」
、
「
北
九

州
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
等
の
実
施

ー
ー
な
ど
、
市
内
の
諸
施
設
を
活
用
し
、
官
民
大
小
あ
わ

せ
て
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
漫
画
文
化
の
情
報
発
信
な
ど
を
目
指
し
た
「
北

九
州
市
漫
画
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
(
仮
称
)
」
や
副
都
心
地
区

の
文
化
拠
点
施
設
と
な
る
新
た
な
ホ
l
ル
、
往
年
の
映
画

資
料
を
展
示
す
る
「
松
永
文
庫
」
も
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
準
備
中
で
あ
る
。

(
ネ
ツ
ト
ワ
l
ク
の
形
成
め
ざ
す

さ
ら
に
、
本
市
に
は
、
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
を
は
じ
め
、
文
化
芸
術
的
な
活
用

が
可
能
と
思
わ
れ
る
近
代
化
遺
産
な
ど
も
多
い
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
や
取
り
組
み
が
バ
ラ
バ
ラ
で

は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
コ
ラ
ボ
レ

1
ト
し

た
本
市
な
ら
で
は
の
い
わ
ゆ
る
「
ア

l
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

を
創
り
出
す
こ
と
で
、
文
化
芸
術
の
切
り
口
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
夢
を
実
現
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
本
市
に
お
い
て

は
、
文
化
振
興
に
か
か
わ
る
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
研

究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

劇場プロデユース「風街Jの公演 (劇場のコンセプ卜 『創る』より)
(織影 藤本彦)
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沖
縄
県
沖
縄
市

国
際
文
化
観
光
都
市
ヘ
多
彩
な
催
し

ー
伝
統
文
化
と
異
文
化
が
融
合
、
新
風
土
を
創
造
l

沖
縄
市
は
、
か
つ
て
基
地
の
街
と
し
て
全
国
に
も
知
ら

れ
た
コ
ザ
市
と
美
里
村
が

一
九
七
四
年
、
合
併
し
て
誕
生

し
た
ま
ち
で
あ
る
。
今
年
は
市
制
三
十
五
周
年
を
迎
え
る

が
、
現
在
の
人
口
は
約
十
三
万
四
千
人
と
沖
縄
県
で
は
二

番
目
の
規
模
を
有
し
、
市
域
面
積
約
四
十
九
平
方
J
M
の

う
ち
、
今
な
お
三
六
%
を
米
軍
基
地
が
占
め
て
い
る
。

沖
縄
市
は
戦
後
、
基
地
経
済
を
背
景
に
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、
名
実
と
も
に
沖
縄
県
中
部
地
域
の
中
核
都
市
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
世
界
四
十
カ
国
余
の

外
国
人
が
暮
ら
す
国
際
色
豊
か
な
ま
ち
で
も
あ
り
、
国
際

文
化
観
光
都
市
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。、
「
沖
縄
全
島
工
イ
サ
l
ま
つ
り
」

f
は
初
万
人
超
え
る
大
イ
ベ
ン
ト

沖
縄
市
は
、
エ
イ
サ
ー
や
古
典
芸
能
、
島
唄
な
ど
の
芸

能
が
昔
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
の
中
に
根
づ
き
、
ま
た
、
戦

後
は
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
ジ
ャ
ズ

や
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
ツ
シ
ッ
ク

や
ラ
テ
ン
音
楽
な
ど
、
伝
統
文
化
と
異
文
化
が

一
体
と

な
っ
た
「
ち
ゃ
ん
ぷ
る

1
文
化
」
と
い
わ
れ
る
新
た
な
文

沖
縄
市
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課

化
風
土
を
創
造
す
る
な
ど
、
沖
縄
県
に
あ
っ
て
も
個
性
的

な
地
域
文
化
を
も
つ
ま
ち
で
あ
る
。

中
で
も
、
今
や
沖
縄
の
夏
の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ
、
全

国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
l

ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
五
十
四
回
を
数
え
、

三
日
間
の
観

衆
が
三
十

一
万
人
を
超
え
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

し
て
き
た
。

文
化
は
沖
縄
市
の
も
っ
と
も
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
ま

た
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文

化
資
源
を
活
か
し
「
地
域
の
活
性
化
」
、
と
り
わ
け
活
気

を
失
い
つ
つ
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
を
め
ざ
し
て
新
た

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の

一
つ
と
し
て
、
市
の
中
心
部
で
あ
る
中
の
町
再
開

発
地
域
に
大
型
複
合
施
設
「
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ

ン
」
を
建
設
し
、
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
、
「
人
材
育
成
」
、
「
コ

ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
千
百
人

が
収
容
で
き
る
ホ

l
ル
や
簡
易
録
音
が
可
能
な
音
楽
ス
タ

ジ
オ
、
屋
外
に
は
音
楽
広
場
を
備
え
た
「
音
市
場
」
を
整

備
し
て
い
る
。

「
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
は
、
「
音
楽
に
よ
る
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ま
ち
づ
く
り
」
を
担
っ
た
拠
点
施
設
で
あ
り
、
音
楽
の
産

業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
図
る
も
の
だ
。

ま
た
、
施
設
の
整
備
と
相
ま
っ
て
、
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
を

軸
と
し
た
音
楽
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
や
、
音
楽
ソ
フ
ト
産

業
の
起
業
家
支
援
、
著
作
権
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ
る
人
材

な
ど
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
音
楽
の
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
音
楽
家
を
は
じ
め
そ
れ
を
具
体
的
に

支
え
る
専
門
的
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
づ
く
り

が
い
ま
最
も
重
要
な
こ
と
、
と
考
え
て
い
る
。

司
、
圏
内
最
大
級
の
国
際
児
童
・

r
f
青
少
年
演
劇
フ
エ
ス
タ

平
成
十
七
年
度
の
国
勢
調
査
で
沖
縄
市
は
「
十
五
歳
未

満
の
人
口
の
割
合
が

ク全
国

一。

高
い
市
」
と
な
っ
た
。

こ
ど
も
は
ま
ち
の
宝
物
と
い
う
市
民
の
強
い
思
い
か
ら
、

昨
年
五
月
に
「
こ
ど
も
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
た
。
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キジムナーフェスタの会場

そ
れ
に
先
立
ち

二
O
O
五
年
か
ら
「
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
世
界
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
た
共
通
の
体
験
に
よ
り
、

互
い
に
尊
重
し
合
う
心
を
育
み
、
友
情
を
深
め
、
豊
か
な

感
性
、
創
造
力
、
人
間
性
を
育
て
て
い
く
場
に
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
、
国
際
児
童
・
青
少
年
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
お
き
な
わ
「
キ
ジ
ム
ナ

I
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て

き
た
。

「
キ
ジ
ム
ナ

l
」
と
は
「
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」
の
古
い
木
に

宿
る
妖
精
の
こ
と
で
、
こ
ど
も
の
よ
う
な
姿
形
を
し
て

髪
は
赤
く
、
や
ん
ち
ゃ
で
い
た
ず
ら
好
き
と
言
わ
れ
て
い

る
。
河
童
や
座
敷
童
、
ま
た
お
隣
の
韓
国
の
ト
ケ
ビ
な
ど
、

キ
ジ
ム
ナ

l
に
似
た
存
在
は
、
世
界
各
国
に
い
る
よ
う
で

あ
る
。
キ
ジ
ム
ナ

1
の
住
む
世
界
は
、
平
和
で
豊
か
な
自

然
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
平
和
や
環
境
へ
の
思
い
を

込
め
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
愛
称
と
し
た
。

「
キ
ジ
ム
ナ

l
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
国
際
児
童

・
青
少
年

の
た
め
の
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
国
内
最
大
級
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
国
境
と
言
葉
を
越
え
た
文
化
交
流

と
共
感
の
創
出
を
め
ざ
し
、
世
界
各
国
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
沖
縄
市
を
訪
れ
る
。

今
年
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、
世
界
十
七

カ
国
か
ら
五
十
作
品
、
百
四
十

一
ス
テ
ー
ジ
、
十
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、

二
セ
ミ
ナ
ー
、
五
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
公
共
施

設
や
ホ

l
ル
、
公
民
館
な
ど
で
開
催
し
、
多
く
の
ゲ
ス
ト

が
、
国
内
外
か
ら
本
市
に
集
ま
っ
た
。

九
日
間
の
期
間
中
に
百
を
超
え
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
行

う
に
は
、
多
く
の
市
民
・
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

多
い
時
に
は

一
日
十
ス
テ
ー
ジ
を
超
え
る
た
め
、
ス
タ

ッ

フ
だ
け
で
も
百
人
以
上
必
要
に
な
る
日
も
あ
り
、
ま
ち
は
、

キジムナーフ工スタの舞台

観
客
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
多
く
の
方
々
が
行
き
か
い
新

た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
商
庖
街
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

食
券
・
ク
ー
ポ
ン
券
を
市
民
・
観
客
・
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

利
用
で
き
る
協
力
体
制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
ス
タ

の
打
ち
上
げ
会
場
と
し
て
開
放
す
る
な
ど
商
庖
街
の
方
々

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

、
伝
統
芸
能
・
文
化
が

f
ま
ち
“つ
く
り
の
原
動
力
に

フ
エ
ス
タ
会
場
を
中
心
市
街
地
に
集
中
さ
せ
、
ま
ち
全

体
を
フ
ェ
ス
タ
の
ス
テ
ー
ジ
と
す
る
地
域
と

一
緒
に
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
少
し
ず
つ
実
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

キ
ジ
ム
ナ

1
フ
ェ
ス
タ
が
、
こ
ど
も
た
ち
を
感
性
豊
か
な

世
界
へ
誘
い
、
世
界
中
の
こ
ど
も
た
ち
の
夢
と
感
動
を
つ

な
ぐ
平
和
の
祭
典
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
推
進
や
キ
ジ
ム
ナ

l
フ
エ
ス

タ
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
、
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
課
題
を
解

決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
通
し
て
私
た
ち
は
地
域
の
伝
統
芸
能
や
芸
術

文
化
が
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
り
、
市
民
に
勇
気
と

元
気
を
与
え
、
ま
ち
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
活
性
化
へ
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

文
化
の
力
は
人
々
の
共
感
を
呼
び
起
こ
し
、

一
人
ひ
と

り
の
存
在
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
実
感
さ

せ
、
感
動
を
共
有
す
る
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
。
私
た
ち

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
推
進
や
キ
ジ
ム
ナ

I
フ
エ

ス
タ
を
通
し
て
多
く
の
人
々
が
共
感
し
、
沖
縄
市
を
訪
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
・

喜
び
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
今
後
と

も
遁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

迫減~'0292009・9月号
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横
浜
市

横
浜
の
個
性
活
か
し
先
駆
的
取
り
組
み

「
創
造
都
市
」
形
成
と
開
港
1
5
0
周
年

l

一
八
五
九
年
七
月

一
日
(
旧
暦
安
政
六
年
六
月
二
日
)

の
開
港
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
小
さ
な
村
だ
っ
た
横
浜
は
、

日
本
の
近
代
化
の
窓
口
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
進
取
の
気

風
に
富
む
人
々
が
集
ま
り
、
夢
と
希
望
に
燃
え
て
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

一
方
、
先
駆
的
な
日
本
人
や
伝
統

的
な
日
本
文
化
が
横
浜
か
ら
海
を
渡
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
百
五
十
年
間
で
、
人
口
三
百
六
十
七
万
人
余
を
擁

す
る
大
都
市
に
発
展
し
て
き
た
が
、
こ
の
間
、
関
東
大
震

災
や
経
済
大
恐
慌
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
戦
災
と
戦

後
の
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
接
収
な
ど
、
多
く
の
試
練
に
見

舞
わ
れ
て
き
た
。

特
に
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
は
、

わ
が
国
の
経
済
が
大
き
く
成
長
し
、
都
市
に
産
業
が
集
中

す
る
な
か
で
、
横
浜
の
人
口
は
急
増
し
、
公
害
や
都
市
基

盤
整
備
の
遅
れ
な
ど
の
都
市
問
題
に
直
面
し
た
。

円
(
港
を
阻
む
独
自
の
歴
史
・
文
化
を
活
用

こ
れ
に
対
し
、
横
浜
市
は
「
み
な
と
み
ら
い
引
地
区
」

の
整
備
を
含
む
都
心
部
強
化
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
六
つ

の
基
幹
事
業
を
中
心
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
こ
の

検
浜
市
開
港
百
五
十
周
年
・

創
造
都
市
事
業
本
部

創
造
都
市
推
進
課
長

-
松
村
岳
利

基
幹
的
な
都
市
づ
く
り
の
上
に
立
っ
て
、
都
心
部
で
の
緑

の
軸
線
や
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
整
備
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
建
設
、
水
際
線
の
整
備
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
な

ど
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
を
推
進
し
、
横
浜
の
個
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

こ
う
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
が
成
果
を
上
げ
る
中
、
少
し

ず
つ
ク
リ
エ

l
タ
ー
た
ち
も
横
浜
の
都
心
部
に
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
社
会
や
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

一
方
で
、
非
「
成

長
・
拡
大
」
の
時
代
に
あ
っ
て
、
横
浜
が
都
市
と
し
て
の

自
立
と
持
続
的
な
成
長
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人

口
な
ど
の
都
市
の
規
模
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
新
し
い
価

値
や
魅
力
を
高
め
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ
を
追
求
し
つ
つ
、
都
市

の
自
立
的
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
横
浜
固
有
の
「
港

を
囲
む
独
自
の
歴
史
や
文
化
」
を
活
用
し
、
芸
術
や
文
化

の
持
つ
「
創
造
性
」
を
生
か
し
て
都
市
の
新
し
い
価
値
や

魅
力
を
生
み
出
す
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
、
文
化
芸
術
・
経
済
の
振
興
、
横
浜
ら
し
い
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地踏切

魅
力
的
な
空
間
形
成
と
い
う
ソ
フ
ト
と
ハ

1
ド
の
施
策
を

融
合
さ
せ
た
新
た
な
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
創
造
都
市

(ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
)
」
へ
の
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
と
し
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
「
文
化

芸
術
都
市
創
造
事
業
本
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。

「事
業
本
部
」
は
、
緊
急
か
つ
重
要
な
行
政
課
題
に
既

存
の
局
の
体
制
を
超
え
て
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
市
長
・
副
市
長
直
結
の
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
で
、
通
常

三
年
間
の
時
限
付
き
で
あ
る
。

文
化
芸
術
都
市
創
造
事
業
本
部
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
「
開
港
百
五
十
周
年
・
創
造
都
市
事
業
本
部
」
に
引
き

継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

円
(
目
標
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
推
進
に

当
た
り
、
外
部
有
識
者
か
ら
の
提
言
も
踏
ま
え
、
文
化
芸

術
創
造
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ



「文化芸術創造都市jをめざして特集

を
経
済
活
動
、
地
域
資
源
に
着
目
し
た
都
市
づ
く
り
と
の

連
携
の
も
と
で
展
開
す
る
た
め
、

①
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ

l
タ
l
が
住
み
た
く
な
る
創

造
環
境
の
実
現

②
創
造
的
産
業
ク
ラ
ス
タ

l
の
形
成
に
よ
る
経
済
活
性
化

③
魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
活
用

④
市
民
が
主
導
す
る
文
化
芸
術
創
造
都
市
づ
く
り

歴史的建造物を活用した文化芸術創造拠点 iBankARTsutudio NYKJ 

ー
の
四
つ
を
基
本
的
な
目
標
に
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
目
標
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組

む
た
め
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア

l
ト
パ

l
ク
構
想
」
「
創
造
界

隈
の
形
成
」
「
映
像
文
化
都
市
」
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
l
レ」、

そ
し
て
こ
れ
ら
を
支
え
る
「
創
造
の
担
い
手
育
成
」
の
五

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

円
(
活
動
の
原
点
は
B
a
n
k
A
R
T

平
成
十
六
年
の
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ

マ
」
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
「
都
心
部
歴
史

的
建
築
物
等
活
用
実
験
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。
一

九
二
九

年
に
建
て
ら
れ
た
旧
第

一
銀
行
及
び
旧
富
士
銀
行
を
創
造

都
市
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
運
営
団
体
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
「
国
自
由
♀
同
吋

E
N
E
が
選
考
さ
れ
、

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

国
mgwkF同
H
，
S
N
@
は
、
単
に
ア

l
ト
の
展
覧
会
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
防
災
・
環
境
・
福
祉
と
い
っ
た
社
会
の
様
々

な
課
題
を
ア

l
ト
の
側
面
か
ら
捉
え
る
と
と
も
に
、
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
現
在
も
旧
日
本
郵
船
海
岸

通
倉
庫
(
回
目
-
品
目
吋
∞

Z
E
。Z
4同
)
を
拠
点
に
活
発

に
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
は
広
く
国
内
外
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

東
京
芸
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
(
平
成
十
七
年
開
校
)

の
誘
致
、
「
Z
A
I
M
(旧
関
東
財
務
局
・
旧
労
働
基
準
局
)
」

や
旧
結
婚
式
場
を
活
用
し
た
「
急
な
坂
ス
タ
ジ
オ
」
を
は

じ
め
と
す
る
「
創
造
界
隈
」
形
成
の
原
点
に
な
る
な
ど
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
推
進
に
大
き
な

弾
み
と
な
っ
た
。

(
卜
リ
エ
ン
ナ
i
レ
を
市
民
が
主
役
で
展
開

昨
年
は
、

三
回
目
と
な
る
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
l
レ
2

0
0
8
」
を
開
催
、
七
十
九
日
間
の
会
期
中
に
約
五
十
五

万
人
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
。「
横
浜
ト
リ
エ

ン
ナ
l
レ
」
は
、
東
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
現
代
美
術
の
国

際
展
だ
が
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
市
民
と
の
協
働
で
あ
る
。

百
六
十
人
の
「
サ
ボ

l
タ
l
」
が
自
主
的
な
広
報
活
動
や

応
援
活
動
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
千
五
百
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
開
催

期
間
中
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
の
推
進
に
は
、
行
政
の
力
だ

け
で
な
く
市
民
や
企
業
、

N
P
O
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
の
力
が
必
要
で
あ
る
。
昨
年
二
月
に
は
、
市
内
・
市
外

の
企
業
を
対
象
に
、
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
を
呼
び
掛

け
た
。
創
造
都
市
の
都
市
政
策
に
関
心
を
持
つ
企
業
が
参

加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
集
ま
り
で
、
企
業
相
互
の
連
携
、

情
報
交
換
、
調
査
研
究
を
通
じ
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
・

文
化
の
創
出
に
つ
な
が
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。、
開
港
1
5
0周
年
記
念
施
設
の

f
「
象
の
鼻
」
も
創
造
界
隈
拠
点

百
五
十
年
前
、
横
浜
港
の
開
港
に
あ
た
り
、
二
本
の
突

開港記念日の今年6月2日にオープンした
[象の働テラスJ
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堤
が
造
ら
れ
た
。
荷
物
を
降
ろ
す
際
に
波
の
影
響
を
避
け

る
た
め
、
東
側
の
突
堤
を
弓
な
り
に
延
長
し
た
が
、
こ
の

形
か
ら
「
象
の
鼻
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

開
港
百
五
十
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
往
時
の
空
気
を
伝

え
る
貴
重
な
空
間
を
、
横
浜
の
歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
シ

ン
ボ
ル
的
空
間
と
し
て
、
「
象
の
鼻
パ

1
ク
」
の
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
開
港
記
念
日
で
あ
る
本
年
六
月
二
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
中
に
、
カ
フ
ェ
と
併
設
し
て
日
常
的
な
ア

1
ト
作

品
の
展
示
や
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
演
劇
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
情
報
を
発
信
し
て
い
く
「
象
の
鼻
テ
ラ
ス
」
を
設

け
た
。
オ
ー
プ
ン
後
最
大
三
年
間
に
わ
た
っ
て
こ
の
施
設

を
活
用
し
て
い
く
事
業
者
に
つ
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
民
間
の
事
業
者
(
株
式
会
社
ワ
コ
ー
ル
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
)
を
選
考
し
、
多
彩
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
一
層

の
充
実
に
向
け
、
文
化
芸
術
と
創
造
的
産
業
支
援
、
ま
ち

づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

か
つ
て
違
法
な
特
殊
飲
食
底
が
多
数
立
地
し
て
い
た
初

黄
・
日
ノ
出
町
地
区
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
の
力
で
ま
ち

の
再
生
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

地
域
住
民
、
警
察
、
行
政
、
企
業
、
大
学
等
が

一
体
と

な
り
、
昨
年
度
に
は
、
京
浜
急
行
高
架
下
の
ス
タ
ジ
オ
や

地
区
の
空
き
庖
舗
等
を
活
用
し
、
ま
ち
の
再
生
を
視
野
に

入
れ
た
ア

l
ト
イ
ベ
ン
ト
「
黄
金
町
バ
ザ
l
ル
」
を
横
浜

ト
リ
エ
ン
ナ

l
レ
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
。
今
年
度
は

「ア

l
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

I
マ
に
、
地
域
の

人
々
を
中
心
に
新
た
に

N
P
O
法
人
が
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
今
年
五
月
に
は
、
旧
第

一
銀
行
横
浜
支
庖
を
活
用

し
て
ク
人
々
が
出
会
い
、
交
流
と
創
造
が
育
ま
れ
る
場
。

と
し
て
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー

(
Y
C
C
)
」
を
設
置
。
今
後
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

『
、
開
国
博
に
続
き
、
秋
に
は

F
f
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
映
像
祭

開
港
百
五
十
周
年
の
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
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「映像文化都市・横浜」の新たな
取り組み国際映像祭ポスタ
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で
培
っ
た
ま
ち
の
魅
力
を
、
祝
祭
性
の
あ
る
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
つ
な
げ
て
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
展
開
の
契
機
と
と
ら
え
て
い
る
。

開
港
百
五
十
周
年
記
念
事
業
の
ト
ー
タ
ル
テ

l
マ
は

「
出
航
」
。
横
浜
の
マ
ザ

1
ポ
l
ト
か
ら
世
界
へ
向
け
て
、

日
本
の
近
代
化
百
五
十
年
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の

百
五
十
年
に
向
か
っ
て
、
持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
し
て

「
出
航
」
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
と
の
創
造
都
市

交
流
で
実
現
し
た
ラ
・
マ
シ
ン
!
を
は
じ
め
と
し
た
テ
ー

マ
イ
ベ
ン
ト
「
開
国
博
Y
1
5
0
」
は
九
月
二
十
七
日
ま

で

開

催

し

て

い

る

。
(
公

式

H
P
7
2
H
r¥¥2
0
E・

3
E
E自
己
8
・2
ぬ
¥
を
ご
覧
下
さ
い
)

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
交
流
の
成
果
を

踏
ま
え
、
国
内
・
外
の
創
造
都
市
間
の
取
り
組
み
を
都
市

間
で
共
有
し
て
い
く
会
議
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・

ヨ
コ
ハ
マ
国
際
会
議
」
(
九
月
四
日

1
六
日
)
や
、
新
た

な
映
像
分
野
の
国
際
的
芸
術
祭
「
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
映
像
祭

2
0
0
9
」
(
十
月
三
十

一
日
1
十

一
月
二
十
九
日
)
を

開
催
す
る
。

「
百
聞
は

一
見
に
如
か
ず
」
。
是
非
と
も
横
浜
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
元
気
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ヨ
コ
ハ
マ

を
見
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



-・E置・

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」

を
め
ざ
し
て

↓ 
芳再
伝生
玄の
詞新

車Q
」概

念
が
車庫
Eヨ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
|

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
品
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
芸
術
・
文
化
政
策

セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
/
セ
ン
タ
ー
長

• 

「
創
造
都
市

(
p
g巴
scq)」
と
い
う
都
市
再
生

に
関
す
る
新
し
い
概
念
は
、
英
国
の
都
市
計
画
家
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー

(nEユg
r
E門町
-w)
が

一
九
九

五
年
に
公
表
し
た
同
名
の
小
冊
子
及
び
二
O
O
O年
に
発

行
し
た
や
は
り
同
名
の
著
書
に
お
い
て
提
唱
し
て
以
降
、

世
界
的
に
普
及
し
て
お
り
、

二
十
一
世
紀
の
都
市
モ
デ
ル

の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
「
創
造
都
市
」
と
い
う
概
念
は
、
国
際
機
関
に
お

い
て
も
採
用
さ
れ
た
ほ
か
、
「
創
造
都
市
」
に
関
連
し
て
「
文

化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
複
数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。本
項
に
お
い
て
は
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ

l
ズ
(
創
造
都
市
)
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、

。kr
m
o
E
色白
一丘
町
。
吋

n
z
-
Z
B
(文
化
の
た
め
の
ア
ジ
エ

ン
ダ
幻
)
。
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
「
欧
州
文
化
首
都
」

の
三
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

7
つ
の
芸
術
文
化
分
野
で
認
定

「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
(
ユ
ネ
ス
コ

H
d
E
z
a

Z
M
凶
巴
。
ロ
臼
開
色
白
の
何
回
色
。
ロ
巳
∞
巳
ゆ
四
回
丘
町
片
同
ロ
仏

(
U
Z
R
Z
円巳

。円相明白
vE
N
E吉
田
)
は
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・

シ
テ
ィ

l
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
吋
『
5

p
g民
4
2
c
t
g
Z
2
4さ
昇
)
」
と
い
う
制
度

を
二
O
O
四
年
に
開
始
し
た
。

具
体
的
に
は
、

①
ピ
宮

E
E
2
(
文
学
)
、

②

C
S雪
印
(
映
画
)
、

③
冨

5
片
(
音
楽
)
、

④

nz旨
白
ロ
品
目
】
-w
kF
E
(ク
ラ
フ
ト
、
フ
ォ
ー

ク
ア

1
ト)、

⑤
巴
包
官
(
デ
ザ
イ
ン
)
、

⑥

冨
a
g
kF
Z印
(
メ
デ
ィ
ア
・
ア

l
ト)、

⑦

ε
2
2
5
E
W
(食
文
化
)
、
と
い
う
七
分
野
を

対
象
と
し
て
、
芸
術
文
化
面
で
特
色
あ
る
都
市

に
対
し
て
ユ
ネ
ス
コ
が
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

シ
テ
ィ
」
と
い
う

。称
号
。
を
与
え
て
お
り
、

二
O
O九
年
八
月
現
在
で
、
六
分
野
十
七
都
市

が
認
定
さ
れ
て
い
る
(
図
表
1
参
照
)。

ち
な
み
に
、
日
本
の
都
市
で
は
、

二
O
O人

年
に
名
古
屋
市
と
神
戸
市
が
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
」

と
し
て
、

二
O
O
九
年
に
は
金
沢
市
が
「
ク
ラ

フ
ト
、
フ
ォ
ー
ク
ア
l
ト
都
市
」
と
し
て
認
定 太

下
義
之

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
固
有
文
化
の
消
失

が
危
慎
さ
れ
る
中
で
、
文
化
の
多
様
性
を
保
持
す
る
と
と

も
に
、
世
界
各
地
の
文
化
産
業
が
潜
在
的
に
有
し
て
い
る

可
能
性
を
、
都
市
聞
の
戦
略
的
連
携
に
よ
り
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み
が
必
要
」
と
、
ユ
ネ
ス
コ
が
考

え
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
も
理
解
で
き
る
と
お
り
、
実
は
ユ

ネ
ス
コ
と
し
て
は
、
当
初
は
対
象
と
な
る
都
市
を
「
世
界

的
に
は
あ
ま
り
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
中
堅
都
市
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
構
想
を
検
討
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

実
際
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
表
の
通
り
、
世
界
的
に
も

著
名
な
都
市
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
都

「クリエイティヴ・シティーズ・ネットワークJ認定都市
分野名 都市名 国名

エジンパラEdimbourg イギリスUK

文学都市 メルボルンMelbourne オーストラリア Austraria

アイオワシティIowaCity アメリカ USA

映画都市 一 (なし)

ポローニャBologne イタリアItalie

音楽都市 セヴィリアSeville スペインEspagne

グラスゴーGlasgow イギリスUK

アスワンAssouan エジプト Egypte

クラフト、
サンタフェSantaFe アメリカUSA

フォークアート都市

金沢 Kanazawa 日本 Japan

ベルリンBerlin ドイツGermany

プエノスアイレス
アルゼンチンArgentineBuenos Aires 

デザイン都市 モントリオールMontreal カナダCanada

名古屋Nagoya 日本 Japan

神戸Kobe 日本 Japan

深却IJ(しんせん)Shenzhen 中国 China

メディア・アート都市 リヨンLyon フランス France

食文化都市 ポパイアンPopayan コロンピアColombie

332009・9月号

(資料)UNESCO Webサイトを基に筆者作成

迎~'0

図表1



市
は
、
世
界
に
対
し
て
各
都
市
の
文
化
資
産
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
と
と
も
に
、
専
門
家
な
ど
の
交
流
を
通
じ
て
世
界

各
地
の
文
化
団
体
と
知
識
を
共
有
で
き
る
、
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
な
お
、
認
定
さ
れ
た
後
は
、
国
際
会
議
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
が
求
め
ら
れ
る

ほ
か
、
ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
て
二
年
に

一
度
の
レ
ポ
ー
ト
提

出
が
必
要
と
な
る
。

。文
化
の
た
め
の
ア
ジ
エ
ン
ダ
引
。

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ユ
ネ
ス
コ
と
同
様
に
国
際
機
関
で
あ
る
都
市
・
自
治
体

連
合
(
巴
門
戸
の

H
d
E
宮内田

n
x
Z臼
曲
四
五
円
。
n
巳

の。

2
5
s
g
Z
)
は
、
都
市
文
化
政
策
の
参
考
文
書
と
し

て
、
。
k
r
m
円。ロ含
N
H

同。『

nzZZ20
を
二
O
O
四
年
に
採

択
し
た
。

こ
の
。
文
化
の
た
め
の
ア
ジ
エ
ン
ダ
幻
。
は
、
文
化
発

展
の
た
め
に
基
盤
を
構
築
す
る
使
命
が
都
市
お
よ
び
地
方

自
治
体
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
、
国
際
機
関
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
た
最
初
の
文
書
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
。
ア
ジ
エ
ン
ダ
。
と
は
、
「
公
式
に

取
り
組
む
べ
き
検
討
課
題
」
「
議
題
」
「
行
動
計
画
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
も
っ
と
も

一
般
的
に
は
、
。
ア
ジ
エ
ン

ダ
別
。
と
言
う
と
、
環
境
分
野
に
お
け
る
文
書
が
有
名
で

あ
る
。
環
境
分
野
の
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
幻
。
は
、

一
九
九
二

年
に
国
連
環
境
開
発
会
議
(
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
て
開

催
)
で
採
択
さ
れ
た
文
書
の
一
つ
で
、

二
十
一
世
紀
に
向

け
て
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な

行
動
計
画
で
あ
る
。

そ
し
て
、
環
境
分
野
の
ク
ア
ジ
エ
ン
ダ
別
。
を
基
に
、

世
界
各
国
及
び
地
方
自
治
体
に
お
い
て
環
境
に
関
す
る
行

動
計
画
(
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ
エ
ン
ダ
)
が
策
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
同
様
に
、
文
化
政
策
に
お
け
る

。文
化
の
た
め
の

ア
ジ
エ
ン
ダ
泊
。
も
、
同
文
書
を
基
に
し
て
、
世
界
各
国

の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
各
地
域
に
適
合
し
た
文
化
政

策
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を

一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

実
際
に
同
文
書
の
発
表
以
降
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

ロ
ー
カ
ル
な
都
市
政
策
を
策
定
し
た
都
市
が
続
々
と
登
場

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
(
ス
ペ
イ
ン
)
、
リ
ー

ル
(
フ
ラ
ン
ス
)
、
レ
デ
ィ
ン
グ
(
イ
ギ
リ
ス
)
、
ジ
エ
ノ

パ

(イ
タ
リ
ア
)
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

(カ
ナ
ダ
)
、
プ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
(
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
)
、
ボ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
(
ブ

ラ
ジ
ル
)
、
等
の
諸
都
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、

二
O
O
五
年
六
月
に
は
、

ク文
化
の
た
め
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
到
。
の
文
書
を
多
言
語
に
翻
訳
し
た
り
、
世
界

の
各
都
市
に
紹
介
し
た
り
し
て
、
理
解
者
を
増
や
し
て
い

く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
チ
l
ム
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
に
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

(
W
G
)
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
問

W

G
は、

二

O

O
八
年

二
月
に

。打。
E
E
5
2
2

2
Z
5
0
0
(文
化
委
員
会
)
と
名
称
を
変
更
し
て
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

同
委
員
会
に
お
い
て
は
、
参
加
す
る
各
都
市
の
「
文
化

多
様
性
」
政
策
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
相
互
に
学
び
合
う
と
い

う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
国
家
レ
ベ
ル
で
の
「
文
化
多
様

性
」
政
策
が
時
と
し
て
相
反
す
る
方
向
性
を
内
包
し
た
も

の
で
あ
り
、
国
際
的
な
融
和
・
協
調
が
困
難
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
都
市
に
よ
る
「
文
化
多
様
性
」
政
策
は
、
そ
の

概
念
が
実
に
様
々
な
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
都
市

同
士
で
お
互
い
に
参
考
に
し
、
学
び
合
う
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
、
。
文
化
の
た
め
の
ア

ジ
エ
ン
ダ
幻
ψ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
意
義
は
高
い

と
一言
ヲ
ん
よ
、
っ
。

E
Uを
つ
な
ぎ
観
光
発
展
に

貢
献
す
る
「
欧
州
文
化
首
都
」

欧
州
文
化
首
都
(
開
号

8
0
S
P
U
E
-
え
わ
巳
E
R
)
と

は、

E
U
加
盟
国
の
二
都
市
が
協
力
し
つ
つ
(
当
初
は

一

都
市
)
、

一
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
芸
術
文
化
に
関
す
る

行
事
を
開
催
す
る
、
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

こ
の
「
欧
州
文
化
首
都
」
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
メ
リ
ナ
・
メ

ル
ク

l
リ
(
冨
色

E
冨

2
8
z
E
)
文
化
大
臣
(
当
時
)

の
提
唱
に
よ
り
発
足
し
、
幕
開
け
と
し
て

一
九
八
五
年
に

ア
テ
ネ
(
ギ
リ
シ
ャ
)
で
開
催
さ
れ
て
以
降
、
欧
州
の
各

都
市
で
の
開
催
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
(
図
表
2
参

照
)
。
欧
州
文
化
首
都
の
目
的
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
豊

か
さ
と
多
様
性
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
た
ち
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
世
界
と
の
相

互
理
解
を
深
め
る
機
会
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
る

と、

E
U
統
合
に
お
い
て
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
統
合

だ
け
で
は
な
く
、
文
化
面
で
の
協
調
が
重
要
な
役
割
を
果

た
す
、
と
い
う
考
え
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

E
U
市
場
統
合
完
成
の

一
九
九
三
年
か
ら
は
、

E
U
域

内
と
世
界
各
国
と
の
共
同
作
業
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
同
年
の
ア
ン
ト
ワ

l
プ
に
お
け
る
「
欧
州
文

化
首
都
」
開
催
に
際
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
よ
り
日
本
に

参
加
要
請
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
経
済
界
、

欧
州
各
国
駐
日
大
使
の
支
援
の
も
と
、
「
E
U
(当
時
E
C
)

・
ジ
ャ
パ
ン
フ
エ
ス
ト
日
本
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
同
年
以
降
、
「
欧
州
文
化
首
都
」
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
「

E
U
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
」
が
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
「
欧
州
文
化
首
都
」
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

従
来
は

E
U
加
盟
国
の
文
化
閣
僚
会
議
で
都
市
を
選
定
し

て
い
た
が
、

二
O
O
九
年
以
降
は
同
会
議
が
「
欧
州
文
化

首
都
」
の
開
催
国
(
二
カ
国
)
を

E
U
加
盟
国
(
及
び
未

加
盟
の
欧
州
諸
国
)
の
中
か
ら
選
定
し
、
そ
の
後
、
当
該

国
内
で
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
都
市
を
決
定
す
る
、
と
い
う
こ

段
階
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
か
ら
二
O
O
四
年
の
聞
に
専
門
家
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
「
欧
州
文
化
首
都
」
に

選
定
さ
れ
た
都
市
に
お
い
て
は
、
住
民
の
目
か
ら
見
た
都

市
イ
メ
ー
ジ
が
改
善
さ
れ
、
文
化
振
興
や
観
光
発
展
に
も
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「文化芸術創造都市」をめざして特集

2002年 スペイン (サラマンカ)

ベルギー (ブルージュ)

2003年 オ}ストリア (グラ}ツ)

2004年 フランス (リール)

イタリア (ジェノパ)

2005年 アイルランド (コーク)

2006年 ギリシャ (パトラス)

2007年 ルクセンプルグピ(ル)クセンプルグ)
ルーマニア (シ ウ

2008年 イギリス (リ(パプール)ガ
ノルウエースタパンー)

2009年 オーストリア(ヴ(リンツ)
リトアニア ィリニュス)

2010年 ハンガリー (ペーチ)
ドイツ ルール)
トルコ イスタンプール)

2011年 エストニア (タリン)

2011年 ポルトガル (ギマランイス)
スロヴェニア マリポル)

2013年 フフンスキ(マルセイユ・ )プロヴァンス地域)
スロヴァ ア (コシヅエ

2014年 スウェーデン、ラトピア

2015年 ベルギー、チェコ

2016年 スペイン、ポーランド

2017年 デンマー夕、キプロス

2018年 オランダ、マルタ

2019年 イタリア、ブルガリア

(出典)EU ・ジャパンフェスト日本委員会Webサイ
トを元に筆者作成

国
内
で
も
創
造
都
市
の

様
々
な
取
り
組
み

欧州文化首都の開催地

以
上
、

三
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
創
造
都
市

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
概
観
し
た
が
、
日
本
で

も
、
文
化
庁
長
官
表
彰
の
「
文
化
芸
術
創
造

都
市
部
門
」
や
、
「
横
浜
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
国
際
会
議
二
O
O九
」
の
開
催
、
「
日

本
ま
ん
な
か
共
和
国
文
化
首
都
」
な
ど
、
近

年
に
お
い
て
創
造
都
市
に
関
す
る
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
創
造
都
市
の
展
開
に
関
し
て
は
、

本
稿
に
お
い
て
概
観
し
た
と
お
り
、
個
々
の

都
市
が
単
体
と
し
て
活
動
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
都
市
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、

相
互
に
学
び
合
う
と
と
も
に
、
戦
略
的
に
協

調
・
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
諸
都
市
も
、
本

稿
で
紹
介
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
欧
州
を
中
心
と
す
る
既
存
の
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
創
造
都
市
の
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら

は
大
き
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
う
し
た
ア

ジ
ア
の
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
企
画
・
構
築
に
お
い

て
、
日
本
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
た
い
。

図表2
年次 開催鴎(開催都市)

1985年 ギリシャ (アァネ)

1986年 イタリア (フローレンス)

1987年 オランダ (アムスァルダム)

1988年 ドイツ (ベルリン)

1989年 フフンス (パリ)

1990年 イギリス (グラスゴー)

1991年 アイルフンド (ダプリン)

1992年 スペイン (マドリッド)

1993年 ベルギー (アントワープ)

1994年 ポルトガル (リスポン)

1995年 ルクセンプルグ (ルクセンプルグ)

1996年 デンマーク (コベンハーゲン)

1997年 ギリシャ (テサロニキ)

1998年 スウェーデン (ストックホルム)

1999年 ドイツ (ワイマール)

2000年 ベルギー (プラッセル)

フランス (アピニヨン)

スペイン (サンチャゴ・デ・コンポステラ)

イタリア (ポローニャ)

ノルウェー (ベルゲン)

ポーランド (クラクフ)

フィンランド (ヘルシンキ)

アイスランド (レイキャピク)

チェコ (プラーク)

2001年 オフンダ (ロッテルダム)

ポルトガル (ボルト)

貢
献
し
た
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

二
O
一
二
年
以
降
の
「
欧
州
文

化
首
都
」
を
選
択
手
順
に
関
し
て
は
、
当
該
都
市
及
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
文
化
的
な
発
展
な
ど
の
長
期
的

な
波
及
効
果
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
各
国
の
首
都
や
中
心

都
市
で
は
な
く
、
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
べ
き
段
階
の
都

市
」
を
選
定
す
る
、
と
い
う
方
針
に
転
換
し
て
い
る
。

1

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
シ
テ
ィ

l
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
記

述
は
、
太
下
義
之
「
創
造
都
市
バ
ル
セ
ロ
ナ
」
。
政
策
・
経
営
研

究、

Moss--H・
Nog-
を
元
に
作
成
。

2

文
化
庁

w
e
b
サ
イ
ト

〈
Z
Gに
¥
当
者
宅
-
Z
D
E・向。・
E
¥

-
B同¥
印。
ENCEl件。印主
¥
古
門
田
町
同
・
言
ヨ
-
〉

3

0
K戸m
町内邑田
NH
同。円

n
E
-
E
20
の

記

述

は

、

太

下

義

之

「o
kp
m
州
市
ロ
岳
留
守
門

2
-
Z円
?
に
関
す
る
研
究
」
。
文
化
経
済
学

会

〈日
本
〉
・
文
化
経
済
学
、
第
6
巻
第

3
号、

2
0
0
9
0
を

元
に
作
成
。

4

地

方

自

治

体

に

関

す

る

3
つ
の
国
際
組
織
、

①

HE丹市『
2巳
-02色
白
E
0
2
0『
円
。
門
担
』
〉
E
7
0
E巴
2
(ロ
]円
、
〉
一
国

際
自
治
体
連
合
)
、
②

d
E
R色、同。
5d印
。

a
E
W
E
S
(匂
叶
。
¥

E
R
C
一
世
界
都
市
連
合
)
、

③
玄
2
2旬
。
-
U
(
世
界
大
都
市
圏

協
会
)
が
、

d
E宮内同

Z
由
民
。
=
印
(
国
際
連
合
)
か
ら
の
勧
告
に

基
づ
い
て
二
O
O
四
年
五
月
に
合
併
し
U
C
L
G
が
誕
生
。
現

在
、
世
界
で
百
二
十
七
カ
園
、
約
二
千
五
百
団
体
が
加
盟
。
U

C
L
G
は
国
際
連
合
及
び
そ
の
関
連
機
関
に
お
け
る
地
方
自
治

体
の
代
表
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

〈
Z2uh
¥¥当
者
宅
・

n-tgE-。門担』同制。〈
2
・2
5
2
4
Z
-。同
i
h

州¥
zn-m¥

』ロ色
mH-
曲師向】
〉

5

krmEd
門戸白

NH
町。『

n
z
z
z
『開

〈
7
2
H
r
¥¥
毛
唱
者
・

σn
ロ・巾印
¥

2
-
E
E¥恒
常
ロ
色
白
N
H
n
z
-
Z
E¥-
E
Z
I
g
-
Z
E〉

6

国
立
国
語
研
究
所
「
外
来
語
言
い
換
え
提
案
」

〈言
GH¥¥宅
唱
君
-r。
E
州市ロ
-mo
・』匂
¥
匂
Z
E
W
¥ぬ
色
町
巳
m
o¥吋
mF白四回目
¥

君
。
邑
印
¥
国側

gE-m州市ロ
-
Z
E〉

7

E

I

C
ネ
ッ
ト
環
境
用
語
集

〈Z
G
H¥¥当
者
宅
・
2
n・2
・E
¥

2
2
q
B¥〉

8

「
欧
州
文
化
首
都
」
の
記
述
は
、

E
U
w
e
b
サ
イ
ト
及
び

E

U
-
ジ
ャ
パ
ン
フ
エ
ス
ト
日
本
委
員
会

w
e
b
サ
イ
ト
を
元
に

作
成
。
E
u
w
e
b
サ
イ
ト

〈7
2
q¥¥2
・2
2宮・
2
K
E
Z
B¥

。匡ヤ匂
g
m
Eヨ
ヨ
2
・E
a
-
2
-
0
5¥内
Z
E
Els
-
z
g〉

E
U
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
日
本
委
員
会

w
e
b
サ
イ
ト

〈宮
門
官
¥
¥
司君司・白戸』・』白匂吉町内的円・。円旧制
¥
。
EM己巴
¥
宮内山市岡
一-宮ヨ』
〉

9

当
初
は
「
欧
州
文
化
都
市
」
(
開
z
g胃
B
C
G
え
わ
巳
Z
2
)

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
当
該
年
に
お
い
て
文
化
に
関
す
る
欧
州

の
主
役
と
な
る
都
市
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
た
た
め
、

2
0
0
5年
か
ら
現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
。

同
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
l
リ
氏
は
女
優
と
し
て
も
有
名
。
代
表
作
に

「日
曜
は
ダ
メ
よ

(
Z
2
2
2
ω
z
Eミ
)
』

(
5
2
)
等
。

日
「
日
本
ま
ん
な
か
共
和
国
」
は
、
福
井
・
岐
阜
・

三
重

・
滋
賀

の
四
県
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
県
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誇
る
べ
き

お
互
い
の
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
用
し
、
知
識
・
情
報
を
共
有
化

し
、
互
い
に
補
完
し
、
刺
激
し
合
い
な
が
ら
地
域
の
自
立
性
を
高

め
て
い
き
、

二
十

一
世
紀
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
二
年
に
発
足
。
平
成
十
四
年
度
か
ら
は

「
欧
州
文
化
首
都
」
を
モ
デ
ル
に
、

一
年
ず
つ
各
県
順
番
に
「
日

本
ま
ん
な
か
共
和
国
文
化
首
都
」
を
置
き
、
年
間
を
通
じ
多
彩
な

文
化
事
業
を
展
開
。
な
お
、
平
成
二
十

一
年
度
の
文
化
首
都
は
滋

賀
県
東
近
江
市
。
(
滋
賀
県

w
e
b
サ
イ
ト
よ
り
)

迫凪~1!)352009・9月号



「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
を
め
ざ
し
て

上達
草花官量r
皿金 'i

雨術
EIこ
すよ
塑る
首産
詮業
容振
主興
ヂや
長活
豆性
諺化
|を

産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
都
市
の
空
洞
化
や
荒
廃
が
問

題
と
な
る
中
、
欧
州
な
ど
で
、
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性

を
活
か
し
た
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
の
取
組
が
、
行
政
、

芸
術
家
や
文
化
団
体
、
企
業
、
大
学
、
住
民
な
ど
の
連
携

の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
い
っ
た
取
組
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
」
と

し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア

に
お
い
て
も
取
組
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
も
、
文

化
の
多
様
性
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
世
界
各
地
の
文
化

産
業
が
潜
在
的
に
有
し
て
い
る
可
能
性
を
都
市
聞
の
戦
略

的
連
携
に
よ
り
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み
と

し
て
、

二

O
O
四
年
に
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事

業
を
開
始
し
た
。

文
化
庁
に
お
い
て
も
、
文
化
芸
術
の
持
つ
創
造
性
を
活

か
し
て
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
戦
略
的
に
取
り
組
む

地
方
自
治
体
を
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
と
し
て
支
援
し

て
い
る
。

文
化
庁
長
官
官
房
政
策
課

1
.
文
化
庁
長
官
表
彰
(
平
成
叩
年
度
5
)

平
成
十
九
年
度
に
、
文
化
庁
長
官
表
彰
に
文
化
芸
術
創

造
都
市
部
門
を
創
設
し
、
文
化
芸
術
の
力
に
よ
り
、
市
民

参
加
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
特
に
顕
著
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
市
区
町
村
を
表
彰
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
十
九
年
度
及
び
二
十
年
度
の
表
彰
都
市
の
取
組
の
概
要

を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
る
。

文
化
庁
長
官
表
彰
受
賞
都
市

一
覧

1中 近 金 横
縄 1工 沢市 市浜
市 J¥ 

平

沖 市幡
( 

神奈
成石

縄 JII 19 

県 滋 県 JII 年度
、-〆
賀 "---' 県
県

) 

市萩
篠 豊 札
山
島区
幌

〆'旬、 市 市
平成山

兵
( ( 

口
東京 北

県 庫 海 20 
、、，〆
県 都 道 年
、、...-' ) 度

2
.
圏
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

(
平
成
引
年
度
5
)

2009・9月号 36

平
成
二
十

一
年
度
よ
り
、
文
化
芸
術
創
造
都
市
に
取
り

組
む
自
治
体
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
情
報
収
集

・
提
供
及

び
研
修
の
実
施
等
を
通
じ
、
圏
内
の
文
化
芸
術
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
の
主

な
予
定
は
以
下
の
と
お
り
。

O
文
化
芸
術
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
(
共
催
一
横

浜
市
)

※
横
浜
市
等
の
主
催
に
よ
り
九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
横

浜
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
国
際
会
議

2
0
0
9」

と
連
携
し
て
実
施
。

日
時
一
平
成
二
十

一
年
九
月
五
日
(
土
)

口
A
U

・p
h
d
y
h
p
A
Hv

・A
H
U

E
A
-
E
A
-
-9
hM

・
F
D

会
場
一
ヨ
コ
ハ
マ
・
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

対
象
一
文
化
芸
術
創
造
都
市
の
形
成
に
お
い
て
、
事
務
局

的
役
割
を
担
う
行
政
職
員
、
研
究
者
、
企
業
関
係

者
、

N
P
O
な
ど

内
容
一
「
取
組
の
日
常
化
と
主
体
拡
大
」
を
テ

l
マ
に
、

先
進
事
例
の
紹
介
及
び
自
由
討
論
を
行
う
。

O
文
化
芸
術
創
造
都
市
政
策
セ
ミ
ナ
ー

日
時
一
平
成
二
十
二
年

一
月
八
日
(
金

)
1九
日
(
土
)
(
予
定
)

会
場
一
マ
イ
ド

1
ム
大
阪
(
予
定
)

対
象
一
文
化
芸
術
創
造
都
市
の
形
成
に
お
い
て
、
事
務
局

的
役
割
を
担
う
行
政
職
員
、
研
究
者
、
企
業
関
係

者
、

N
P
Oな
ど

内
容
一
大
学
、
企
業
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
様
々
な
立

場
か
ら
文
化
芸
術
創
造
都
市
に
関
わ
っ
て
き
た
講

師
を
招
き
、
講
義
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

す
る
。

地崩匂



「文化芸術創造都市Jをめざして特集

-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
レ
ポ
ー
ト

文
化
芸
術
創
造
都
市
の
取
組
を
広
め
る
た
め
、
文
化
庁

で
は
昨
年
度
に
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

O
文
化
芸
術
創
造
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
共
催
一
金
沢
市
)

日
時
一
平
成
二
十
年
十
月
十
七
日
(
金
)

o
u
-
o
v
--
9
u
・
O
V

1
A
-
A
V
-
-
'
i

・
A
U

会
場
一
金
沢
幻
世
紀
美
術
館
シ
ア
タ
ー
幻

パ

ネ

リ

ス

ト

一

川

口

良

一

(
横
浜
市
開
港
百
五

十
周
年
・
創
造
都
市
事
業
推
進
本

部
)
山

出

保

(

金

沢

市

長

)

正
木
仙
治
郎
(
近
江
八
幡
市
副
市

長
)
東
門
美
津
子
(
沖
縄
市
長
)

コ
メ
ン
テ

l
タ

l
一
佐
々
木
雅
幸
(
大
阪
市
立
大
学
教

授
・
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
所
長
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

I
一
青
木
保
(
文
化
人
類
学
者
・
文

化
庁
長
官
(
当
時
)
)

O
平
成
二
十
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
都
市
へ
」

日
時
一
平
成
二
十
一
年

一
月
三
十
日
(
金
)

司
、
υ

・A
H
U
F
h
'
m
h
υ

・A
H
U

-A
・
0
V
1
{
・1
・
q
d

会
場
一
国
立
新
美
術
館
三
階
講
堂

パ

ト

一

安

藤

忠

雄

(

建

築

家

、

東

京

大

学
名
誉
教
授
)

ネ

リ

ス

佐
々
木
雅
幸
(
大
阪
市
立
大
学
教

授
・
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
所
長
)

蓮
池
奈
緒
子

(
N
P
O
法
人
ア
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
代

表
)
平
田
オ
リ
ザ
(
劇
作
家
・
演
出
家
、

大
阪
大
学
大
学
院
教
授
)

宮
島
達
男
(
現
代
美
術
家
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
副
学
長
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

1
一
青
木
保
(
文
化
人
類
学
者
・
文

化
庁
長
官
(
当
時
)
)

十
月
に
開
催
し
た
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
文
化
庁
長
官
表
彰
(
文
化

芸
術
創
造
都
市
部
門
)
を
受
賞
し
た
四
都
市
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
行
っ
た
。

ま
た
今
年

一
月
に
は
、
平
成
二
十
年
度
文
化
庁
長
官
表

彰
(
文
化
芸
術
創
造
都
市
部
門
)
の
表
彰
式
に
併
せ
て
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
都
市
へ
」
を

開
催
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
五

名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
文
化
芸
術
の
創
造
性
に
着
目

し
た
都
市
の
あ
り
方
や
そ
の
形
成
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
。以
下
に
、

一
月
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
文
化
芸
術
創
造
都
市
に
つ
い
て
、
「
二
十
世
紀

的
な
製
造
業
を
中
心
と
し
た
時
代
か
ら
、

二
十
一

世
紀
の

知
識
・
情
報
社
会
あ
る
い
は
成
熟
社
会
へ
の
転
換
を
考
え

た
と
き
、
そ
こ
に
お
け
る
人
々
の
生
き
が
い
あ
る
い
は
能

力
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
文
化
が
幅
広
く
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
創
造
都
市
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
あ
る
」
(
佐
々
木
氏
)
、
「
生
さ
る
こ
と
に
欲
の

な
い
人
た
ち
で
で
き
あ
が
っ
た
ま
ち
ゃ
国
は
つ
ま
ら
な

い
。
芸
術
を
、
そ
し
て
生
活
を
楽
し
む
こ
と
で
、
ま
ち
ゃ

国
が
元
気
に
な
る
」
(
安
藤
氏
)
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
文
化
政
策
の
中
で
も
、
教
育
や
福
祉

な
ど
市
民
に
も
直
接
的
な
還
元
を
す
る
も
の
や
産
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
重
要
に
な
る
」
「
よ
く
地
産

地
消
と
言
わ
れ
る
が
、
食
品
だ
け
を
地
産
地
消
し
て
い
て

も
地
域
で
お
金
は
回
ら
な
い
。
ソ
フ
ト
を
生
み
出
し
て
そ

れ
を
地
域
間
で
相
互
に
消
費
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
べ
き
」
(
平
田
氏
)
、
「
箱
(
建
物
)
と
人
材
と
が
う
ま

く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
芸
術
大
学
を
卒
業
し
て
も
九

九
%
は
天
才
の
陰
に
隠
れ
て
出
身
地
に
帰
る
。
ど
の
市
町

村
に
も
芸
術
教
育
を
受
け
た
芸
術
家
ら
し
き
人
が
い
る
。

彼
ら
と
箱
と
を
ど
う
つ
な
げ
る
か
が
課
題
」
(
宮
島
氏
)

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
「
そ
の
た
め
に
も
地
域
に
有
能

な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
育
て
る
必
要

が
あ
る
」
(
蓮
池
氏
ほ
か
)
と
し
て
、
芸
術
教
育
や
人
材

育
成
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ま
た
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
優
れ
た
経
験
や
問

題
点
克
服
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
な
が
ら
前
に
進
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
場
合
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
、

ア
l
ト
N
P
O
、
大
学
な
ど
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
(
佐
々
木
氏
)
と
い
う
提

案
も
な
さ
れ
た
。
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千
年
蔵
に
眠
る
宝
物
を
活
か
す

ー
構
想
の
実
現
に
向
け
た
情
熱
の
ま
ち
づ
く
り
|

小
田
原
市
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施

行
を
踏
ま
え
、
自
治
体
の
政
策
能
力
を
高

め
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十
二
年
四
月
に

自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
小
田
原
市
政
策

総
合
研
究
所
」
を
設
立
し
た
。

こ
の
研
究
所
の
特
徴
は
、
学
識
経
験
者

に
加
え
、
公
募
の
市
民
・
市
役
所
職
員
の

研
究
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
広
く
公
共
に
聞

か
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
く
点
に
あ
る
。

翌
十
三
年
五
月
に
、
地
域
資
源
に
あ
ふ

宮島

平成15年7月
特定非営利活動法人

小田原まちづくり応援団

代表者理事長平井丈夫

会員数 14人

〈事務局連絡先〉

〒250-0003
小田原市東町4-4-6
電話 0466-32-0964 
http://www.machien.netl 

団体プロフィ ル* 
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団体名

れ
た
小
田
原
の
ま
ち
を
蔵
に
見
立
て
た
政

策
提
言
「
東
海
道
小
田
原
宿
千
年
蔵
」
が

報
告
さ
れ
、
八
月
に
は
こ
の
重
点
提
案
の

具
体
化
を
目
指
し
、
「
市
民
ラ
ボ
」
研
究

グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。

こ
の
市
民
ラ
ボ
の
三
年
に
わ
た
る
政
策

研
究
が
、
「
お
だ
わ
ら
千
年
蔵
構
想
」
へ

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
、
車
座
集
会
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
官
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織

の
実
証
実
験
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
「
小

田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
(
ま
ち
え
ん
)
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
を
蔵
に
見
立
て
活
動

市
民
研
究
員
の

O
B
を
中
心
に
、
設
立

さ
れ
た
小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
は

「
お
だ
わ
ら
千
年
蔵
構
想
」
の
実
現
と
展

開
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
基
本
構
想
は
、
別
枠
に
掲
げ
る
と

お
り
で
あ
り
、
「
お
だ
わ
ら
千
年
蔵
構
想
」

と
は
、
千
年
以
上
交
流
の
舞
台
と
し
て
歴

史
を
重
ね
て
き
た
小
田
原
の
ま
ち
に
は
、

「
な
り
わ
い
交
流
」
の
資
産
(
も
の
、
人
、

庖
、
自
然
)
が
埋
も
れ
て
い
る
。
そ
の
ま

ち
を
蔵
に
見
立
て
、
蔵
に
眠
る
宝
物
を
発

掘
し
、
「
ま
ち
の
宝
物
を
活
か
し
た
小
田

原
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
宝
物
と
は
、
生
活
に
息
づ
く
歴

史
や
生
業
の
営
み
で
あ
り
、
ま
ち
に
残
る

「
本
物
」
の
資
産
で
あ
る
。

こ
の
、
ま
ち
の
資
産
を
活
か
し
た
取
り

組
み
の

一
つ
が
「
小
田
原
ま
ち
あ
る
き
検

定
」
で
あ
る
。
ま
ち
え
ん
で
の
地
域
資
源

の
洗
い
出
し
ゃ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま

ち
あ
る
き
は
、
小
田
原
商
工
会
議
所
や
N

P
O
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
と
連
携
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
小
田
原
ま
ち
あ
る
き
指
南

帖
」
の
作
成
、
ま
ち
あ
る
き
検
定
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
検
定
は
、
い
わ
ゆ
る
ご
当
地
検
定

で
あ
る
が
、
試
験
と
採
点
の
み
で
は
な
く
、

ガ
イ
ド
に
導
か
れ
る
ま
ち
あ
る
き
と
、
地
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{
小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
の
基

本
構
想
}

・
多
様
な
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
つ
な
ぎ
手
と
な
り
ま

す
。

・
「
お
だ
わ
ら
千
年
蔵
構
想
」
を
土

台
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
、
地
域
の
生
活
の
質
を
高

め
ま
す
。

・
多
様
な
主
体
の
参
加
と
連
携
を

促
す
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

場
を
設
け
ま
す
。

・
地
域
に
眠
っ
て
い
る
宝
物
を
掘

り
出
し
、
蘇
ら
せ
る
仕
組
み
を

作
り
ま
す
。

・
小
さ
な
想
い
を
大
切
に
し
て
、

新
し
い
発
想
を
取
り
込
み
、
具

体
的
な
か
た
ち
に
す
る
仕
組
み

を
作
り
ま
す
。

-
オ
ー
プ
ン
な
運
営
に
努
め
、
信

頼
関
係
を
築
き
ま
す
。

Ji邸減也

場
を
味
わ
う
昼
食
、
ま
ち
あ
る
き
に
基
づ

く
検
定
試
験
に
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

い
う
、
小
田
原
そ
の
も
の
を
楽
し
む
仕
組

み
だ
。
毎
回
、
異
な
る
コ

l
ス
に
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
リ
ピ
ー
タ

l
率

が
高
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

情
報
交
換
の
場
と
な
る
「
ま
ち
え
ん
カ
フ
ェ
」

ま
た
、
定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、
ま
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ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
と
し
て

開
催
さ
れ
る
「
ま
ち
え
ん
カ
フ
ェ
」
が
あ

る
。
ま
ち
え
ん
カ
フ
ェ
は
、
毎
月
ゾ
ロ
目

の
日
に
開
催
さ
れ
、
中
心
市
街
地
や
商
庖

街
の
活
性
化
、
市
の
総
合
計
画
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
の
話
題
や
課
題
に
つ
い
て
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
、
情
報
交
換
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度
は
、
神
奈
川
県
「
商
庖

街
に
ぎ
わ
い
サ
ボ

l
タ
l
育
成
事
業
」
に

選
定
さ
れ
、
ま
ち
え
ん
カ
フ
ェ
を
中
心
と

し
て
、
企
画
提
案
や
、
商
庖
街
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
取
り
組
み
を
も
と
に
、
商
底

街
の
サ
ボ

l
タ
l
の
育
成
を
図
っ
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
た
と
え
ば
、
寄
付
さー「ライムチェアプロジェクトjパブリ ックペイン卜の様子

れ
た
椅
子
を
ラ
イ
ム
色
に
塗
っ
て
、
商
庖

な
ど
が
管
理
す
る
「
ラ
イ
ム
チ
ェ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
六
十
二

脚
の
ラ
イ
ム
チ
ェ
ア
が
、
商
庖
街
の
休
息

や
憩
い
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
誕
生
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
特
定
の
テ

l
マ
で
勉
強
会

を
行
う
「
ま
ち
え
ん
学
校
」
な
ど
、
地
域

の
良
さ
を
発
掘
し
、
共
有
し
て
い
く
こ
と

で
、
市
民
意
識
を
高
め
、
創
意
と
熱
意
に

よ
る
手
づ
く
り
の
市
民
ま
ち
づ
く
り
が
具

体
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

市
長
・
行
政
・
企
業
な
ど
を

「
つ
な
ぐ
」
機
能
が
必
要

ま
ち
え
ん
は
「
勉
強
の
場
で
あ
り
、
刺

激
の
場
」
。
人
や
組
織
を
つ
な
ぎ
、
小
田

原
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
交
流
の
場
を
設
け
、
モ
デ
ル
的
・

実
験
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
ま
ち
に
刺

激
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と

き
、
ま
ち
の
地
域
資
源
を
丁
寧
に
発
掘
し
、

分
析
研
究
し
て
き
た
成
果
を
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
た
め
の

ぷ
又
け
皿
。
と
し
て
の
機
能
は
、
ど
の
地

域
に
も
有
効
な
手
法
に
な
り
う
る
の
で
は

と
感
じ
る
。

ま
ち
え
ん
自
体
は
大
き
な
組
織
で
は
な

い
。ど
ん
な
計
画
や
構
想
も
、
出
来
上
が
つ

た
時
点
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
実
現
の
た

め
に
行
動
す
る
主
体
は
、
市
民
だ
け
で
も

行
政
だ
け
で
も

一
面
的
と
な
る
。

「
お
だ
わ
ら
千
年
蔵
構
想
」
と
い
う
、

ま
ち
の
再
生
に
向
け
た
骨
太
の
構
想
の
実

現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
創
意
と
熱
意
を

結
ぶ
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
連
携
、
す
な

わ
ち
真
の
協
働
が
求
め
ら
れ
る
。

協
働
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は

な
い
が
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要

な
要
素
と
し
て
、
市
民
と
行
政
、
ま
た
市

民
同
士
、
行
政
同
士
、
各
種
団
体
や
学
校
、

企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
活
動
す
る

舞
台
で
あ
る
ま
ち
を
、
よ
り
良
く
し
て
い

く
取
り
組
み
に
は
、
ま
ち
え
ん
の
よ
う
な

「
つ
な
ぐ
」
機
能
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要

と
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

小
田
原
は
、
城
下
町
で
あ
る
と
と
も
に

宿
場
町
で
も
あ
る
。

旧
東
海
道
付
近
に
は
、
古
い
町
並
み
や
、

な
り
わ
い
文
化
の
息
づ
く
老
舗
、
路
地
が

続
き
、
「
ま
ち
あ
る
き
指
南
帖
」
を
片
手

に
そ
ぞ
ろ
歩
く
と
、
生
活
に
根
付
い
た
地

域
文
化
の
呼
吸
に
包
ま
れ
る
。

宿
場
町
の
文
化
や
町
並
み
を
楽
し
む
観
光
客

少
し
前
ま
で
、
小
田
原
の
観
光
は
お
城

が
中
心
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
研

究
所
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た
ま
ち
あ
る
き
の

視
点
ゃ
な
り
わ
い
交
流
の
宝
を
、
地
域
資

小田原宿なりわい交流館

源
と
し
て
磨
き
、
「
ま
ち
あ
る
き
検
定
」

な
ど
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
結
果
、
今

で
は
宿
場
町
の
文
化
や
町
並
み
を
楽
し
む

観
光
客
が
行
き
交
っ
て
い
る
。

ま
た
お
庖
や
案
内
す
る
側
も
小
田
原
の

文
化
を
担
う
自
負
と
誇
り
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
る
。

観
光
施
設
だ
け
で
な
く
、
歴
史
に
根
ざ

し
た
町
並
み
と
、
ま
ち
な
か
の
生
活
文
化

そ
の
も
の
が
人
を
惹
き
つ
け
る
小
田
原
の

姿
は
、
地
域
資
源
を
使
っ
て
い
か
に
ま
ち

を
良
く
し
て
い
く
か
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す

る
、
ま
ち
え
ん
の
活
動
の
着
実
な
発
露
を

実
感
さ
せ
て
く
れ
る
。
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輝
き
見
本
市
」

州
諏
訪
温
泉
泊
覧
会

一

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流

一
は
、
人
口
減
少
社
会
で
の
地
域
活
性

一

一
化
策
の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
そ

一

.
れ
を
促
進
す
る
に
は
、
移
住
交
流

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

一

一
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
地
方
が
都
市
住

一
民
を
受
け
入
れ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

一

一
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
移
住
・
交
流
に

一
取
り
組
む
場
合
、
移
住
・
交
流
受
け

一
入
れ
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
経
費

一

を
助
成
し
て
い
る
。

以
下
は
、
昨
年
度
に
助
成
し
た
長

一
野
県
諏
訪
市
の
「
「地
域
の
輝
き
見

一

一
本
市
』
移
住
・
交
流
促
進
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

一

活
力
あ
る
観
光

φ
ち
。
を
目
指
す

長
野
県
の
ほ
ほ
中
央
、
諏
訪
湖
の
東
南

に
位
置
す
る
人
口
約
五
万
二
千
人
の
諏
訪

市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
首
都
圏
や

中
京
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
よ

り
、
製
糸
業
か
ら
超
精
密
機
械
工
業
へ
と

そ
の
基
幹
産
業
が
変
化
し
て
き
た
工
業
都

。。。

「ズ
l
ラ
」
に
期
待
|

市
で
あ
り
、
歴
史
あ
る
上
諏
訪
温
泉
を
有

す
る
観
光
地
で
あ
る
。

近
年
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
期
を
迎

え
田
舎
暮
ら
し
ゃ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
全
国
の
自
治
体

で
観
光
振
興
を
含
め
た
「
移
住
・
交
流
」

促
進
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
諏
訪
市
で
は
平
成
十

四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
第
四
次
諏
訪
市
総

合
計
画
」
に
あ
る

。魅
力
あ
る
観
光
の
ま

ち
。
を
目
指
し
、
地
域
間
競
争
に
打
ち
勝

っ
た
め
に
将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力
が
あ

り
、
支
持
さ
れ
続
け
る
交
流
地
域
と
な
る

べ
く

ク来
訪
者
が
気
軽
に
地
域
住
民
の
方

と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

の
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

「ズ
l
ラ
」
を
実
舎

に
開
催

一
方
で
、
信
州
諏
訪
は
数
多
く
の
地
域

資
源
を
有
し
、
相
当
な
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
秘
め
て
い
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
の
活
用
が
図
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た

め
、
本
助
成
事
業
を
活
用
し
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
企
画
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
立
上

げ
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ユ
育
成
、
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
設
立
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し、

N
P
O
法
人
ハ

ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク

(
大
分
県
別
府
市
)
の
支
援
の
も
と
、
体
験
・

交
流
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

一
定
期
間
集
中

し
て
参
加
で
き
る
信
州
諏
訪
温
泉
泊
覧
会

「ズ

l
ラ
」
(
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
1

九
日
)
を
実
験
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
、

「
持
続
的
な
事
業
実
施
の
可
能
性
(
体
験

交
流
型
の
オ
ン
パ
ク
シ
ス
テ
ム
が
諏
訪
に

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
か
)
」
や
「
事
業
効
果
(
体

験
交
流
型
の
オ
ン
パ
ク
シ
ス
テ
ム
の
実
施

が
諏
訪
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す

の
か
ご
を
検
証
し
た
。

今
回
、
信
州
諏
訪
温
泉
泊
覧
会
「
ズ
l

ラ
」
は
、
諏
訪
市
観
光
産
業
活
性
会
議
(
諏

訪
市
、
諏
訪
市
観
光
協
会
、
諏
訪
湖
温
泉

旅
館
組
合
、
諏
訪
商
工
会
議
所
で
構
成
)

の
下
部
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
諏
訪

観
光
産
業
活
性
会
議
実
行
委
員
会
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
。

ズ
l
ラ
は
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る

「
オ
ン
パ
ク
(
温
泉
泊
覧
会
)
」
的
な
手
法

を
全
国
に
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
、
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
「
オ
ン
パ
ク
ジ
ャ

パ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
つ
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
諏
訪
湖
周
(
岡
谷
市
・
諏
訪

市
・
下
諏
訪
町
)
と
い
う
広
域
エ
リ
ア
で

初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨
は
、
来
訪
者
に

対
し
て
住
民
と
の
交
流
や
諏
訪
の
魅
力
に

触
れ
る
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、
諏
訪
に

親
近
感
を
抱
き
、
リ
ピ
ー
ト
化
、
ひ
い
て

は
移
住
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
「
オ
ン

パ
ク
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
導
入
し
た
理
由
を
整

理
す
る
と
|

(
1
)
地
域
の
資
源
を
発
掘
し
、
そ
れ
を

活
か
し
た
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
れ
る
こ
と

(
2
)
人
材
発
掘
と
育
成
が
で
き
る
こ
と

(3)
多
様
な
人
材
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

地
域
内
連
携
の

。
受
け
皿
。
作
り
が

で
き
る
こ
と

(4)
活
動
の
自
立

・
持
続
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

(図表1)!D rズーラ」集客実績
〔開催期間〕平成20年11月1日(土)-9日(日)9日間

〔実施プログラム数)15種類(1種類は中止)、延べ28

回実施

〔集客実績〕定員586名に対して316名、参加率53.9%
〔集客の特徴〕女性が84%、年代層は20歳代-30歳代

が全体の46%

(以下40歳代21%、50歳代と60歳代がそれぞれ14%)

〔集客地域〕地元93%

〔ファンクラブ会員獲得〕延べ162名 (プログラム参

加者、ウェプ登録、ガイドブックの申込書)

2009・9月号40地主~'0



そ
の
中
で
、
本
事
業
年
度
に
お
い
て
必

要
な
要
素
は
「
や
っ
て
み
る
」
「
見
つ
け
る
」

「
巻
き
込
む
」
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
取
り
組
み
の
担
い
手
と
な
る
人

材
の
発
掘
と
育
成
、
事
業
基
盤
と
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
資
金
・
人
材
・

環
境
な
ど
事
業
の
持
続
に
必
要
な
要
件
の

抽
出
も
同
時
に
行
っ
た
。

滞
在
促
進
に
も
る
孝
段

移住・交流事業

信
州
諏
訪
温
泉
泊
覧
会
「
ズ

l
ラ
」
の

実
施
結
果
は
図
表
1
の
と
お
り
だ
が
、
こ

の
取
り
組
み
で
数
字
で
は
測
り
き
れ
な
い

外
部
か
ら
の
大
き
な
反
響
と
成
果
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
主
な
成
果

は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

①
事
業
の
理
解
の
促
進
と
持
続
の
た
め
の

課
題
の
整
理
が
で
き
た
こ
と

②
地
域
の
資
源
、
人
材
を
発
掘
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と

シェイプUP和太鼓(平成20年度プログラム)

③
地
域
内
連
携
と
、
多
く
の
組
織
・
個
人

の
巻
き
込
み
に
成
功
し
た
こ
と

ま
た
、
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
本

格
的
に
準
備
に
取
り
組
ん
で
か
ら
ズ

I
ラ

初
日
ま
で
、
実
施
三
カ
月
と
い
う
短
期
間

で
、
十
六
の
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
・
調
整
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
準

備
を
行
い
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
予
約
の
受
付
か

ら
運
営
の
準
備
を
行
っ
た
と
い
う
荒
業
を

成
し
遂
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
集
客
実
績
や
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
分
析
す
る
と
、
ズ

l
ラ
事
業
は
、
主

に
地
元
の
住
民
の
支
持
を
得
て
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
オ
ン
パ
ク
事
業
の
普
通
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
り
、
地
域
の
巻
き
込
み
が
進

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
、
地
域
住
民
の
会
員
組
織
延
べ
百

六
十
二
人
で
集
客
基
盤
を
形
成
で
き
た

一

方
で
、
観
光
客
ら
域
外
客
の
参
加
は
少
な

か
っ
た
反
省
点
も
あ
る
。

ローカルパスで行く諏訪大社両社参り
(平成20年度プログラム)

し
か
し
、
今
後
は
旅
行
者
の
地
域
体
験

へ
の
参
加
需
要
は
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
当
事
業
は
先
導
的
で
意
義
の
高

い
取
り
組
み
に
な
っ
た
、
と
分
析
で
き
る
。

本
事
業
年
度
で
「
や
っ
て
み
る
」
「
見

つ
け
る
」
「
巻
き
込
む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

ズ
l
ラ
事
業
の
開
催
を
通
じ
て
、
ズ

l
ラ

が
諏
訪
湖
周
地
域
の
移
住
・
交
流
を
中
心

と
し
た
滞
在
促
進
に
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

平
成
二
十

一
年
度
は
諏
訪
湖
周
(
岡
谷

市
・
諏
訪
市
・
下
諏
訪
町
)
で
実
施
さ
れ

た
が
、
今
年
度
は
諏
訪
湖
周
か
ら
八
ヶ
岳

山
麓
(
茅
野
市
・
富
士
見
町
・
原
村
)
ま

で
の
諏
訪
地
方
全
域
へ
拡
大
し
、
実
施
さ

れ
る
。

御
柱
祭
で
も
着
基
商
品
の
目
玉
に

平
成
二
十
二
年
度
春
に
は
「
諏
訪
大
社

式
年
造
営
御
柱
大
祭
(
御
柱
祭
)
」
(
四
月

一
日
1
六
月
十
五
日
)
が
あ
り
、
同
年
十

1
十
二
月
に
は
J
R
グ
ル
ー
プ
六
社
に
よ

る
「
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

御
柱
年
の
秋
に
は
、
諏
訪
地
方
の
諏
訪

系
神
社
で
「
小
宮
祭
」
も
行
わ
れ
る
た
め
、

ズ
l
ラ
事
業
は
御
柱
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
な
ど
を
実
施
す
る
際
に
も
重
要
な

ツ
l
ル
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、

ズ
l
ラ
開
催
中
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

併
せ
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
誘
客
宣

伝
効
果
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
の
広
域
観
光
圏
整
備
事
業
の

視
点
か
ら
も
、
ズ

l
ラ
は
極
め
て
有
効
な

事
業
で
あ
り
、
観
光
客
の
滞
在
・
宿
泊
に

結
び
つ
け
る
着
地
型
商
品
の
目
玉
と
し
て

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
ズ

l
ラ
の
事
業
主
体
は
、
地
域

横
断
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し

て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
、
「
民
間
主
導
」

で
あ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
ホ
テ
ル
・
旅
館

等
の
観
光
事
業
者
だ
け
の
利
益
に
つ
な
が

る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
は
、
ク
誰
の
た

め
の
ズ

l
ラ
な
の
か
?
。
と
い
う
議
論
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ズ
1
ラ
を
通
じ
て
、
ホ

テ
ル
・
旅
館
等
の
観
光
事
業
者
が
活
性
化

し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
意
識
開
拓
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

今
後
の
ズ

l
ラ
事
業
は
、
来
春
開
催
さ

れ
る
「
諏
訪
大
社
御
柱
祭
」
の
知
名
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
御
柱
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
、
既
存
の
観
光
資
源
を
掘
り
起

こ
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
・
期
間
の

拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・
交
流

を
促
進
す
る
と
と
も
に
観
光
客
の
リ
ピ
ー

ト
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
ズ

l
ラ
事
業
を
継
続
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
重
要
な
の
は
、
滞
在
・
交

流
型
の
観
光
地
を
目
指
し
た
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
ズ

l
ラ
に
よ

る
人
材
の
育
成
が
ど
れ
だ
け
行
わ
れ
、
ど

れ
だ
け
多
く
の
人
を
巻
き
込
め
る
か
で
あ

る
。
地
域
の
自
力
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
総
体
的
に
「
観
光
地
」
と
し
て

の
魅
力
も
向
上
し
て
い
く
と
考
え
る
。

迫域=主治41 2009・9月号



を
議
論

(
財
)
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

実
践
者
を
講
師
に
迎
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
研
修
会
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
、
全
国
五
力
所
で
開
催

し
て
い
る
。
本
号
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
第
一
回
と
怠
る
神
戸
市
で
の
開
催
結

果
と
参
加
者
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

第

一
回
は
「
協
働
に
よ
る
地
域
の
再
生
」

を
テ

l
マ
に
、
七
月

一
日
か
ら
三
日
間
、

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
五
十
二

人
が
参
加
し
た
。
岡
市
は
、
全
国
に
先
駆

け
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
後
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
活
動
や
市
民
相
互
の
助
け
合
い
を

通
し
、
多
様
か
つ
活
発
な
市
民
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

主
任
講
師
に
、

N
P
O
法
人
「
神
戸
ま

ち
づ
く
り
研
究
所
」
の
野
崎
隆

一
氏
を
迎

え
、
神
戸
市
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新

た
な
市
民
協
働
の
あ
り
方
、
進
め
方
に
つ

い
て
考
察
し
た
。

-
協
働
に
対
す
る
理
解
を
促
す
た
め
に

初
日
は
、

三
日
間
の
導
入
部
分
と
し
て

の
総
論
を
主
任
講
師
の
野
崎
氏
が
語
つ

た
。
そ
こ
で
は
、
人
口
減
少
社
会
到
来
の

中
、
従
来
の
価
値
観
と
し
て
き
た

。物
差

し
。
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

(例
え

ば
発
展
か
ら
持
続
可
能
へ
シ
フ
ト
す
る
な

ど
て
そ
こ
で
協
働
が
必
要
と
な
る
こ
と
、

そ
の
場
合
の
協
働
と
は
ア
ウ
ト
ソ

l
シ
ン

グ
の
意
味
で
は
な
く
、

ク手
を
組
む
ψ

協

働
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
野

崎
氏
の
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
の
も
と
、
パ
ネ

リ
ス
ト
に
神
戸
市
地
域
力
強
化
推
進
課

長
・
根
来
司
氏
、
神
戸
市
協
働
と
参
画
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
川
中
大
輔
氏
、
野
田

北
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
事
務
局
長
・
河
合
節

二
氏、

N
P
O
法
人
た
か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
日
比
野
純

一
氏、

N
P

O
法
人
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
・
東
末

真
紀
氏
の
五
人
を
迎
え
、

事
例
紹
介
と
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

根
来
氏
と
川
中
氏
は
、
行
政
と

N
P
O

の
視
点
か
ら
神
戸
市
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

役
割
と
取
り
組
み
事
例
を
、
河
合
氏
は
、

地
域
の
立
場
か
ら
長
田
区
野
田
北
部
地
区

の
地
域
活
動
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み

事
例
を
話
し
た
。
ま
た
、
日
比
野
氏
か
ら

は、

N
P
O
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
取
り

組
み
事
例
に
つ
い
て
、
東
末
氏
か
ら
は
、

団
地
再
生
に
お
け
る
中
間
支
援
N
P
O
の

役
割
や
取
り
組
み
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

二
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

事
例
紹
介
で
あ
っ
た
活
動
現
場
を
実
際
に

見
て
、
現
場
の
生
の
戸
を
聞
い
た
。

-
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
の
気
っ
き

現
場
視
察
を
振
り
返
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
見
て
き
た
こ
と
を
「
!
」

と

「
?
」
の
二
つ
の
視
点
で
話
し
合
い
、

最
後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
た
キ
l

パネルディスカッションの様子

ワ
ー
ド
を
挙
げ
、
そ
の
理
由
を
発
表
。
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は

「集
い
の
場
所
」
「
人
」
「
覚

悟
」「
コ
1
デ
イ
ネ

l
ト
」
「
共
通
認
識
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

最
終
日
は
、
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

の
辻
信
一
氏
の
コ

l
デ
イ
ネ
l
ト
で
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。
「
地
域
に
帰
っ
て
何
を
し
た
い
と

思
っ
た
か
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
四
人

一
組

の
メ
ン
バ
ー
が
二
十
分
ご
と
に
入
れ
替
わ

り
、
多
く
の
人
た
ち
と
意
見
交
換
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
思
っ
た
こ
と
を
紙
に
記
入
し
、

貼
り
出
し
て
も
ら
っ
た
。
紙
に
は
「
地
域
・

お
互
い
を
知
る
こ
と
」
「
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し

も
う
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
書
か
れ
、
個
々

で
出
さ
れ
た
意
見
の
共
有
も
図
ら
れ
た
。

-
協
働
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

主
任
講
師
の
野
崎
氏
が
三
日
間
を
総
括 ワールドカフェ(ワークショップ)の様子
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地域再生実践塾

し
、
今
後
、
受
講
生
自
ら
が
地
域
へ
帰
り
、

協
働
を
進
め
る
た
め
、
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
次
の
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
会
議

の
ル

l
ル
を
決
め
る
こ
と
。
そ
の
場
で
決

ま
っ
た
こ
と
は
後
か
ら
ぶ
り
返
さ
な
い
こ

と
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ
と
。

そ
こ
で
は
皆
の
意
見
を
均
等
に
引
き
出
す

こ
と
。
多
様
な
意
見
も
あ
る
と
皆
で
認
め

る
こ
と
ー
な
ど
だ
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
協
働
の
展
開
に
多

様
な
方
向
性
が
見
え
て
く
る
が
、
共
存
・

連
携
し
な
が
ら
も
目
指
す
も
の
と
は
違
う

結
果
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

し
、
統
治
し
て
い
く
手
法
と
し
て
協
働
が

あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

業
務
第
一
課

• 瀬
戸
み
ど
り

実
践
塾
を
受
講
し
て

-
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
こ
そ
重
要

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言
わ

れ
る
。
た
か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
野
田
北
部
地
区
、
そ
し
て
明
舞
団

地
の
見
学
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
は
人

材
次
第
で
あ
る
と
強
く
実
感
し
た
。
自
治

基
本
条
例
や
協
働
体
制
の
工
夫
な
ど
は
地

域
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
活
動
は
成
り
立
た
な

い
。活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
が
必
要
だ
。

「
わ
か
者

・
ば
か
者
・
よ
そ
者
」
と
言

わ
れ
、
活
動
の
中
心
と
な
り
潤
滑
油
と
な

る
人
材
が
い
て
、
そ
の
土
地
の
地
域
性
や

文
化
と
合
致
し
、
多
く
の
人
々
の
理
解
と

協
力
を
得
ら
れ
て
初
め
て
成
功
の
芽
が
出

る
の
だ
と
思
う
。

言
い
方
を
変
え
る
と
、
人
材
が
い
な
け

れ
ば
地
域
づ
く
り
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
そ
う
都
合
良
く
人
材
が
見
つ
か
る

も
の
で
は
な
い
。後
継
者
が
見
つ
か
ら
ず
、

カ
リ
ス
マ
リ
ー
ダ
ー
が
引
退
し
た
途
端
に

活
動
が
停
滞
す
る
地
域
づ
く
り
団
体
も
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
求
め
る
人
材

が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
地
域
づ
く
り
を

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

答
え
は
否
。
地
域
づ
く
り
は
人
材
次
第

で
あ
る
が
、
人
が
力
を
発
揮
す
る
分
野
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
十
人
い
れ
ば
十
通
り

の
地
域
づ
く
り
が
あ
る
。
あ
る
活
動
で
は

全
く
人
材
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
別
の

活
動
で
は
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
人

材
が
新
た
に
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は

。
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
の
あ
る
人
だ
。
そ
う
い
う
点
で

は
、
賛
成
も
反
対
も
し
な
い
人
(
無
関
心

な
人
)
よ
り
、
た
と
え
反
対
意
見
で
も
熱

意
を
持
っ
て
主
張
で
き
る
人
の
方
が
、
地

域
づ
く
り
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
に
変
わ
る

見
込
み
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

・ν
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
変
わ
れ
ば
、
そ

れ
に
反
応
す
る
人
も
変
わ
っ
て
く
る
。
今

の
活
動
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い
た
ら
、

大
き
く
方
向
転
換
し
、
活
動
の
切
り
口
を

変
え
て
み
る
の
も

一
つ
の
方
法
だ
ろ
う
。

-

八
塚
桂
介

神
奈
川
県
綾
瀬
市

-
「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
カ
ギ
を
理
解

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
地
域
再
生
実

践
塾
」
に
参
加
し
、
実
際
の
現
場
を
見
て

関
係
者
の
話
を
聞
く
中
で
、
自
分
な
り
に

「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

何
か
、
少
し
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

ま
ず
「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
挙
げ
た
い
の
は
、
中
心
と
な
る

人
物
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
今
回

の
実
践
塾
で
訪
れ
た
神
戸
市
の
協
働
の
現

場
で
は
、
地
域
の
住
民
や
N
P
O
等
が
活

動
す
る
際
、
そ
の
中
心
に
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
も
っ
た
人
物
が
お
り
、
そ
の
人

の
存
在
が
活
動
を
支
え
る
要
因
に
な
っ
てフィールドワークの犠子

い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
地
域
の
中
に
日
常
的
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
「
場
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
訪
れ
た
野
田
北
部

を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ
の
地
区
に
昔
か
ら

あ
る
教
会
が
、
震
災
後
の
復
興
や
救
援
の

基
地
と
し
て
様
々
な
人
た
ち
が

一
緒
に
活

動
を
行
う
「
場
」
に
な
り
、
現
在
も
N
P

O
や
地
域
の
住
民
が
集
ま
る
拠
点
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
場
所
が
地
域
の
中

に
あ
る
こ
と
も
、
活
動
を
支
え
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

さ
ら
に
「
協
働
」
を
成
功
に
導
く
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
意
識
の
共
有
が
あ
る
。

神
戸
の
場
合
、
震
災
後
の
被
害
者
の
救
援

や
町
の
復
興
に
行
政
や
地
域
の
住
民
、

N

P
O
が

一
緒
に
取
り
組
む
中
で
、
自
然
と

意
識
が
共
有
さ
れ
、
現
在
の
協
働
の
取
り

組
み
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
し
て
、
「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
も

う

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
人
の
思
い
で

あ
る
。
神
戸
市
で
の
取
り
組
み
を
見
て
い

る
と
、
活
動
に
参
加
す
る
人
の
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
思
い

が
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
ら
が
「
協
働
」
を
成
功
さ
せ
る
要

因
の
す
べ
て
で
な
い
が
、
今
回
の
実
践
塾

は
「
協
働
」
の
推
進
に
こ
れ
ら
が
必
要
な

こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

-

平
田
真
一

徳
島
県
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福
井
県
小
浜
市

取
材
殺
到
で
。
世
界
の
小
浜
市
。
に

ー
オ
パ
マ
氏
応
援
が
も
た
ら
し
た
も
の
|

二
O
O
八
年
二
月
四
日
の
夕
方
、
市
役
所

か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
「
藤
原
さ
ん
、
オ
パ

マ
候
補
の
こ
と
で
、
明
日
の
取
材
依
頼
が
来

と
る
ん
や
け
ど
、
市
で
は
対
応
で
き
ん
し
、

助
け
て
く
れ
ま
す
か
」

そ
の
依
頼
に
気
楽
に
「
分
か
り
ま
し
た
、

い
い
で
す
よ
」
と
答
え
た
の
が
、
始
ま
り
だ
っ

た
。
若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会
理
事
で

一
番
の

適
任
者
だ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
夕
刊
フ

ジ
の
記
事
が
呼
び
水
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。

T
V
取
材
に
「
こ
れ
は
大
変
だ
!
」

翌
日
、
取
材
に
備
え
て

(頑
張
れ
O
B
A

M
A
)
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
手
作
り
し
、
自

社
の
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
に
張
っ
て
い
る
と

「
藤
原
さ
ん
、
悪
い
け
ど
も
う

一
度
、
貼
る

と
こ
ろ
撮
ら
し
て
く
だ
さ
い
な
」
の
声
。
振

り
返
る
と
、
馴
染
み
の
福
井
放
送
の
人
だ
っ

た
。「
い
い
で
す
よ
、
こ
れ
ロ
ー
カ
ル
で
し
ょ
」

と
言
う
と
、
「
い
や
、
ど
う
も
夕
方
の
全
国

版
ら
し
い
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
「
東

京
の
テ
レ
ビ
朝
日
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
で

す
が
」
と
か
、
「
福
井
テ
レ
ビ
で
す
が
、
タ

オ
パ
マ
を
勝
手
に
応
援
す
る
会
代
表

若
狭
お
ぱ
ま
観
光
協
会
理
事

• 藤
原
清
次

方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
・
:
」
と
か
、
取
材
陣

が
続
々
と
訪
れ
て
き
た
。

そ
の
日
か
ら
三
カ
月
以
上
、
私
の
携
帯
電

話
は
鳴
り
っ
ぱ
な
し
。
市
役
所
に
か
か
っ
た

電
話
で
も
、
私
の
携
帯
番
号
を
教
え
て
い
る

ら
し
い
。
取
材
に
追
わ
れ
な
が
ら
こ
う
考
え

た
。
「
こ
の
話
題
は
本
物
だ
な
。
で
も
オ
パ

マ
な
ん
て
読
み
方
の
町
は
日
本
に
い
く
つ
も

あ
る
。
オ
パ
マ
候
補
の
取
材
な
ら
小
浜
市
だ

と
思
わ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

一
週
間
で

N
oー
に
な
る
と
い
う
目
標
を

立
て
、
最
初
に
友
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
オ
パ

マ
候
補
の
似
顔
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
次
に

信
頼
の
お
け
る
人
聞
を
三
人
選
ん
で
「
オ
パ

マ
候
補
を
勝
手
に
応
援
す
る
会
」
を
、
と
り

あ
え
ず
立
ち
上
げ
た
。

次
い
で
オ
パ
マ

T
シ
ャ
ツ
の
発
注
、

ロ
J

ゴ

マ
ー
ク
の
作
成
、
オ
パ
マ
鰻
頭
の
作
成
と
矢

継
ぎ
早
に
応
援
グ
ツ
ズ
を
充
実
さ
せ
、
他
の

地
域
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
。

ハ
ワ
イ
の
フ
エ
ス
タ
で
も
大
歓
迎

町中にあるオパマ像

次
々
と
打
つ
手
を
成
功
さ
せ
た
私
た
ち

に
、
さ
ら
に
二
つ
の
幸
運
が
重
な
っ
た
。
「お

ば
ま
ガ
l
ル
ズ
」
と
「
エ
ニ
ワ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
・
バ
ン
ド
」
で
あ
る
。
オ
パ
マ
候
補
が
ハ

ワ
イ
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
フ
ラ

教
室
の
協
力
で
フ
ラ
チ
l
ム
を
結
成
、
そ
し

て
小
浜
市
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、
自

ら
の
作
詞
・
作
曲
で
オ
パ
マ
応
援
歌
を
作
っ

て
く
れ
た
。

お
か
げ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
選
挙
に
合
わ
せ

て
行
う
応
援
イ
ベ
ン
ト
は
、
応
援
歌
と
フ
ラ

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
特
に

「お
ば
ま

ガ
l
ル
ズ
」
は
大
人
気
で
、
単
独
の
取
材
も

入
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

O
八
年
六
月
に
旅
行
会
社
と
の
タ
イ
ア

ッ

プ
で
ハ
ワ
イ
へ
飛
ん
だ
。
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
場
す
る
た
め
だ
が
、
そ
こ
で
改
め

て
こ
の
話
題
の
世
界
的
な
広
が
り
を
実
感
し

た
。
フ
ラ
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
カ
ラ
カ
ウ
ア

大
通
り
の
パ
レ
ー
ド
で
も
、
沿
道
か
ら
「
オ

パ
マ
、
ジ
ャ
パ
ン
、
オ
パ
マ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

の
掛
け
声。

さ
ら
に
ホ
ノ
ル
ル
市
長
も
「
オ

パ
マ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
パ
マ
ナ
イ
ス
タ
ウ

ン
!
」
と
大
声
で
エ

l
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。

私
た
ち
の
応
援
が
少
し
は
力
に
な
っ
た
の

か
、
予
備
選
当
初
の
予
想
で
は
圧
倒
的
に
劣

勢
だ
っ
た
オ
パ
マ
候
補
が
勝
利
し
た
。
小
浜

市
は
お
祭
り
騒
ぎ
で
、
行
政
側
か
ら
も
、
大

統
領
が
決
ま
っ
た
オ
パ
マ
氏
を
応
援
す
る
私

た
ち
に
、
色
々
な
面
で
協
力
や
支
援
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
検
討
中
の

(J
R

小
浜
線
で
オ
パ
マ
氏
の
似
顔
絵
を
使
っ
た

ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
を
走
ら
せ
る
)
計
画
な
ど
、
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多
岐
に
わ
た
る
。

一
連
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
、
小
浜
市
は
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
。
第

一
に
、
市
名
が

(
コ

ハ
マ
と
か
オ
ハ
マ
と
か
)
読
み
間
違
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
。

第
二
に
、
説
明
し
な
く
て

も
「
あ
あ
て
あ
の
小
浜
市
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
目
に

は
見
え
な
い
が
、
様
々
な
面
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

人
材
こ
そ
「
地
域
の
宝
」
を
実
感

し
か
し
、
私
に
は
そ
ん
な
に
変
わ
っ
た
よ

う
に
は
見
え
な
い
。
た
ま
た
ま
の
話
題
に
、

た
ま
た
ま
私
と
仲
間
た
ち
が
う
ま
く
動
け
た

か
ら
で
あ
り
、
本
当
の
力
が
付
い
た
わ
け
で

は
な
い
か
ら
だ
。

た
だ
、

一
っ
き
守
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
だ
け

の
こ
と
を
キ
チ
ン
と
こ
な
せ
る
人
材
が
小
浜

市
に
は
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
。
そ
う
し
た

人
材
こ
そ
地
域
の
宝
だ
。
こ
の
人
的
な
潜
在

力
を
生
か
し
、
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

(
公
式
H
P
)
Z
G
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荘内の知識産業都市
~豊かな自然の中で知的に築いた文化都市~

陽一

鶴
岡
市
は
、
山
形
県
の
日
本
海
に
面
し
た
庄
内
地
域
に
あ
る
都

市
で
、
平
成
十
七
年
十
月
に
四
町

一
村
と
合
併
し
、
面
積
で
は
東

北

一
の
千
三
百
平
方

J
M、
人
口
は
十
三
万
人
強
の
都
市
に
な
り

ま
し
た
。
市
域
の
七
割
強
を
高
密
度
の
森
林
が
覆
い
、
平
野
を
占

め
る
豊
か
な
田
畑
に
は
文
化
性
に
富
む
農
作
物
が
存
分
に
育
ち
、

ま
た
中
心
市
街
地
は
、
旧
城
祉
、
伝
統
文
化
と
学
術
研
究
施
設
、

商
庖
街
を
中
核
に
、
周
聞
に
は
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
ご
家
族
や
友
人
と
思
え
る
観
光
客
が
か
な
り
来
鶴
さ
れ
、

中
に
は
当
市
出
身
の
藤
沢
周
平
さ
ん
の
文
庫
本
を
片
手
に
、
史
跡

な
ど
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

今
年
三
月
、
仏
の
ミ
シ
ユ
ラ
ン
社
発
行
の
「
ミ
シ
ユ
ラ
ン
・グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン

・
2
0
0
9
」
に
、
山
形
県
分
と
し
て
鶴
岡

で
十
二
カ
所
、
酒
田
の
六
カ
所
、
合
計
十
八
カ
所
が
、
優
れ
た
歴

史
的
文
化
施
設
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
羽
黒
山
の
杉

並
木
」
を
「
三
円J
星

(注
1
)
」
に
、
「
注
連
寺
の
即
身
仏
」
や
、
「
旧

藩
主
の
庭
園
」
な
ど
を
つ

一つ
星
」

(注
2
)
に
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

一
方
、
地
元
の
春
日
神
社
の
氏
子
さ
ん
た
ち
で
、
室
町
時
代
か

ら
継
承
し
て
き
た
「
黒
川
能
」
が
、
昨
年
パ
リ
に
招
か
れ
て
公
演

を
し
、
大
変
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
継

承
し
て
き
た
「
五
十
川
歌
舞
伎
」
が
あ
り
、
農
業
者
が
貴
重
な
伝

統
文
化
を
誠
実
に
継
承
し
て
い
る
の
は
極
め
て
画
期
的
で
す
。

鶴
岡
市
政
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
市
民
の
健
康
増
進
と
福
祉
環
境

の
充
実
、
第
二
に
優
れ
た
農
林
業
の
振
興
、
さ
ら
に
教
育

・
学
習

・

研
究
機
能
の
充
実
な
ど
の
基
本
的
課
題
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

元
々
、
当
市
の
住
民
は
、
藩
政
時
代
か
ら
自
学
自
習
を
奨
励
す
る

環
境
下
に
置
か
れ
、
健
康
を
守
り
な
が
ら
自
分
の
才
能
を
活
か
す

努
力
を
せ
よ
、
と
促
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
城
祉
の
致
道
館
で
は
、

子
ど
も
達
の
「
論
語
」
学
習
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
業
者
は
、
自
然
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
米
や
野
菜
・

果
実
等
作
物
の
改
良
・
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
は

極
め
て
知
的
で
し
た
。
い
わ
ば
こ
こ
の
農
業
者
は
、
伝
統
的
に
知

的
労
働
者
で
あ
り
、
長
い
歳
月
を
重
ね
て
、
高
品
質
の
庄
内
米
を

は
じ
め
、
そ
の
他
「
だ
た
ち
ゃ
豆
」
な
ど
良
食
味
の
傑
出
し
た
作

富塚鶴岡市長

物
を
数
多
く
生
み
出
し
、
内
外
の
高
い
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。

ま
た
当
市
は
、
蚕
の
繭
づ
く
り
か
ら
絹
織
物
の
生
産
ま
で
す
べ

て
が
そ
ろ
う
、
今
で
は
圏
内
唯

一
の
産
地
に
な
り
、
極
め
て
高
貴

な
絹
織
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
し
な
」
の
皮
を
糸
に

し
た
織
物

・
優
れ
た
「
し
な
織
」
が
あ
り
、
沖
縄
の
「
芭
蕉
布
」

と
静
岡
の
「
く
ず
布
」
と
「
日
本
三
大
古
代
織
」
の

一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
農
業
経
営
の
近
代
化
も
着
実
に
進
め
ら
れ
、

こ
れ
に
伴
い
生
じ
た
労
働
力
受
け
入
れ
の
た
め
、
電
子
系
、
精
密

系
の
工
業
導
入
が
積
極
的
に
促
進
さ
れ
、
農
工
の
均
衡
あ
る
発
展

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

と
い
う
訳
で
、
当
市
で
は
こ
う
し
た
農
業
者
の
知
的
努
力
を
支

援
し
、
成
果
を
挙
げ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
工
業
の
高
度
化
、
円

滑
な
運
営
を
促
す
た
め
、
昭
和
二
十
年
代
に
山
形
大
学
農
学
部
を
、

ま
た
三
十
年
代
に
国
立
鶴
岡
工
業
高
専
校
を
、
そ
れ
ぞ
れ
国
に
開

設
し
て
い
た
だ
き
、
期
待
し
た
通
り
、
農
業
や
工
業
の
高
度
な
振
興
・

発
展
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
そ
れ
以
来
、
学
術
研
究
機
能
の
集
積
都
市
と
し
て

の
振
興
が
図
ら
れ
、
平
成
十
三
年
に
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
(
酒

田
市
)
大
学
院
と
慶
応
の
先
端
生
命
科
学
研
究
所
を
当
市
に
、
ま

た
十
七
年
に
は
同
大

・
大
学
院
も
当
市
に
、
県
と
協
調
し
て
開
設

し
ま
し
た
。

特
に
先
端
研
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果
を
幾
度
か
生

み
出
し
、
市
の
学
術
機
能
の
充
実
の
先
導
的
役
割
を
果
し
始
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
諸
方
策
は
、
今
後
と
も
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
最
も
尊
敬
す
べ
き
高
齢
者
へ
の
施
策
に
つ
い
て
述
べ
、

結
び
と
し
ま
す
。
ま
ず
、
市
の
高
齢
者
は
、
誇
れ
る
地
域
を
築
き
守
っ

た
貴
重
な
先
輩
で
あ
り
、
今
後
の

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
、
尊
重

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
数
は
増
加
が
続
く
の
で
、
医
療
か

ら
介
護
な
ど
、
必
要
な
福
祉
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
充
実
に

努
め
、
高
齢
者
を

一
層
大
切
に
保
護
す
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
み

ま
す
。

(注
1
)
「三
つ
星」

H
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
価
値
あ
る
と
こ
ろ
。

(注
2
)
「二
つ
星」

H

近
く
に
い
れ
ば
寄
り
道
し
て
訪
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
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足利市

足 利市は栃木県の南西端

に位置する、人口約

156，000人のまち。古くか

ら織物のまちとして知られて

いるが、近年ではアルミや機

械金属、プラスチック工業などを中心に、総合的な商工業都市になっ

ている。

まちの中心部には、“日本最古の総合大学"といわれる 『足利学校j

がある。足利学校は、 1549年に来日したフランシスコ・ザビ工ルを

はじめ、多くの宣教師によって世界に紹介された。現在、日本を代表

する教育資産として、世界遺産をめざした活動を行っている。

また、“日本三大民謡"のーっといわれる 『八木節jの発祥地でも
ぽりとめげんた

ある。明治時代に堀込源太(本名・渡辺源太郎)によって創作された

八木節は、現在でも多くの市民によって歌い継がれ、演じられている。
わたらせがわ

市の中央を流れる渡良瀬川の清流や、緑なす山並みなど豊か芯自然

に恵まれ、歴史と伝統を今に伝える『東の小京都j。それが足利市です。

.復原整備された足利学校方丈 (手前)と孔子
を品Eる大聖殿 (奥)

-足利そば祭りで行われ
る、そば打ちの実演 か
つて、そばの世界には 『足
利詣で』という言葉があっ
たと伝えられているよう
に、足利には腕の良いそ
ば職人が多し、。
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EF----FEr-噂 四割Ii叫耐墨画
圃あしかがフラワーパークの大藤 毎年4月
下旬~5 月上旬に開花。 500畳敷の大藤棚に
咲く紫色の花は、思わず息を呑む美しさ。

-北関東自動車道足利インターチヱンジ .渡良瀬川に架かる渡良瀬橋と夕陽 森高千里さんの名 ・足利学校のシンボル
2011年秋頃の開通予定。 曲 『渡良瀬橋Jで、「夕陽が絹麗なまちjと歌われた景色。 r学校門j
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. センターホームページには、 [地域活性化]検索で

「地域活性化フォーラムin滋賀J
~10月 26日に長浜市で県と共同開催~

今年度、滋賀県と地域活性化センターは、地域特性
を活かしたまちづくりを住民と協働で進めていくため
の「地域活性化フォーラムIn滋賀」を共同で開催します。
地域コミュ二ティの弱体化や地元意識の希薄化が近
年指摘される中、市町村合併を新しいまちづくりの機
会ととらえ、従来の住民自治の問題点を洗い出し、地
域再構築の必要性を話し合います。
また、基調講演は、ジャーナリストの田原総一閉氏が

「地域の特性を活かした魅力あるまちづくり~市町村合
併後のまちをどうつくるか~J と題し、地域住民 人ひ
とりが原動力となり、身近な課題を主体的に取り組んで
いく新しい住民自治の必要性、地域に誇りが持てるまち
づくりのあり方などについて話していただきます。
続くパネルディス力ッションでは、地域住民が中心
となって活力あるまちづくりに取り組んでいる事例紹
介や、全国の先進的な取り組みなどを参考に意見を交
換します。

0日時 :2009年10月26日(月)
13 ・ 30~ 16 : 50 

0会 場'長浜文化芸術会館(長浜市大島町大島37)
O共催 (財)地域活性化センター、滋賀県

l 叩 1年度地域限腿
第4回~第5回参加者大募集中!

地域再生の方法について、さまざまな視点から考える

ワークショップ「地域再生実践塾」を全国5力所で開催
します。

4・開催内容
第4回 ツ リズムによるまちづくり(宮城県大崎市)
主任講師-宮原育子氏(宮城大学教授)

9月28日(月)~30日(水)
申込締切 9月7日(月)
第5回 伝統産業の再生(佐賀県有田町)
主任講師:長安六氏(佐賀大学教授)

書籍紹介

l地域再生の仕掛人
観光カリスマ100選
聖学院大学講師(前山梨県立大学教授)市原実著

(日本文芸社 952円+税)

「観光カリスマJとは、小泉政権時代の2002年に民間活
力の活用策として導入された制度で、各地で活躍する「観

光カリスマJ100人が認定された。大学で「地域振興論」
を担当してきた筆者は全国でまちづくり、まちおとしの成功

話によく出てくる、この「観光カリスマ」と呼ばれる人びと

に強い関心を示す。

0定員 450人(先着順。定員
になり次第、締め切ら
せていただきます。)

O参加費無料
。プログラム

・基調講演
田原総一朗(ジャーナリスト)
「地域の特性を活かした魅力あるまちづくり
~市町村合併後のまちをどうつくるか~J

・パネルディス力ツション
コーディネタ :岩崎恭典

(四日市大学総合政策学部教授)
パネリスト高橋政之(長浜商工会議所会頭)

辻村琴美(環境ジャーナリスト)
南部厚志(滋賀県湖北町長)
前津和也(伊賀市生活環境部)

Oお間合わせ・お申込み先
(財)地域活性化センタ一企画部情報サ ビス課
TEL : 03-5202-6135 FAX: 03-5202-0755 
詳細は、「地域づくり百科J(http://www.chiiki-
dukuri-hyakka.or.jp)をご覧ください。

11月25日(水) ~27日(金)
申込締切 11月4日 (水)

.対 象地方公共団体、商工会、商工会議所、 NPO
など、地域再生に取り組んでいる人

.募集人数各国40名 ~50名(会場などにより変動あ
り)

.参加費用 無料(開催地までの往復の交通費、宿泊費、

飲食代などは参加者負担)

.申込方法 申込書を当センターまで送付してください。

申込書の様式は当センターのホームページ

からダウンロードできます。

*詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。

[問い合わせ先]業務課 TEL03-5202-6136 

当時、選考委員長だった島田晴

雄慶大教授(現千葉商科大学長)

の賛同を得て、全国行脚を始めた。

仕事の合間を利用し、 3年半かけて
北海道から沖縄まで歩き回り、達人

たちの話を聞き続けた。その集大成

が本書である。

観光カリスマには幾つかの共通点

がある。人間的にユニークで、「おも

てなしの心」を持つ人が多い。また

ビジネスの面でも来客数や売上増な
櫨歯阻

どで結果を出し、地域で個人レベルで活動している人が多い。

地域再生にも役割を果たしてきた地域の隠れた人材を紹

介する「人物ガイド」でもある。
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CORNER EVENT 

女日本橋プラザピルイベントスペース・10月フ月(水)-9日(金)
津和野町(島根県)
.10月 15日 (木)-16日 (金)
五泉ファッションタウン推進協議
会(新潟県五泉市〉・10月20日(火)-21日 (水)
桑名市物産振興協会(三重県)
.10月22日(木)
津市東京事務所 (三重県)
.10月26日(月)-27日 (火)
華 やいで大阪 ー南泉州観光キ ャン
ベーン推進協議会(大阪府)・10月29日(木)-30日 (金〉
那須町(栃木県)
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女ふるさと情報プラザ・10月 5日(月)-9日(金)
『滋賀県の農産プ、ランド展J(仮題)
滋賀県・10月 13日(火)-15日(木)
『枝幸町観光特産品フェアJ(仮題)
枝幸町(北海道)・10月 19日(月)-21日(水)
『飯南町観光物産フェアJ(仮題)
飯南町 (島根県)
.10月22日(木)-23日(金)
『松)11町観光物産展J(仮題)
松川 町(長野県〕・10月26日(月)-29日(木)
『神戸市観光物産展』
神戸市 (兵庫県)

女ふるさと情報プラザ・9月 1日(火) -4日(金)
rJ¥.ヶ岳中央高原・原村「秋のお
いしい相談会(移住相談と高原野
菜販売)JJ原村 (長野県)・9月フ日(月) -11日(金)
『芸術の秋、食欲の秋「笠間で心も
お腹も大満足J-茨城県笠間市観
光 PRと物産市-J
笠間市(茨減県)・9月 14日(月)-15日(火)
『甲斐適生活を満喫してみません
か~秋の実り-J山梨県・9月 16日付く)-18日(金)
『神戸明石姫路の観光と味覚』
(仮題) 神戸明石・姫路観光協
議会・9月24日(木) -25日(金)
『彩りの郷かがみの観光物産展In
Tokyo -紅葉と魅惑の特産晶 1
・白紅" が彩る鏡野町-J
鏡野町(岡山県)・9月28日(月)-10月 1日(木)
『厚木物産展「あつぎが美昧しいJJ
厚木市(神奈川県)

(写真)
百三種町 (秋田県) 7月2日(木)-3日(金)
2萩 ・石見空港利用拡大促進協議会(島根県 ・
山口県)7月6日(月)-7日(火)
3財団法人但馬ふるさとづくり協会 (兵庫県)
7月8目(水)-9日(木)
4一色町観光協会(愛知県) 7月15日(水)-
16日(木)
5沖縄県農水産物販売促進協議会(沖縄県)
7月22日(水)-23日(木)
s;中常総市観光協会 (茨城県) 7月28日(火)
-29日(水)
7千葉市7月21日(火)-24日(金)熊谷市長
も訪問

8群馬県片品村7月28日(火)-29日(水)

{
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法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

落丁 ・乱丁はお取り替えします。情報サービス課 (03・5202・6135)まで、ご連絡下さい。

東京都中央区日本橋2-34
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